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まえがき 
 

本報告書は、原子力規制庁の平成31年度放射線対策委託費（国内規制に係る国際放射線防護委

員会刊行物の調査）事業の調査結果を取りまとめたものである。 

原子力規制委員会は、放射性同位元素等の使用等に伴う放射線障害を防止するため放射性同位

元素等による放射線障害の防止に関する法律に基づき規制業務を実施しており、放射線障害防止

の技術的基準の斉一を図ることを目的としている放射線審議会の事務局を担っている。規制体系

は、より確かな規制であるために常に見直しを続け、国際機関の勧告等の動向を踏まえて、必要

と判断される際には改正等の更新をしていくことが求められている。 

放射線防護に係る国際機関の中において、国際放射線防護委員会（以下、「ICRP」という。）は

専門家の立場から放射線防護に関する基本的な理念とそれに基づく具体的な基準等について発信

する役割を有しており、各国における規制基準に対して大きな影響力がある。また、原子力規制

委員会設置法に対する附帯決議においては、放射線の健康影響に関する国際基準について ICRP 

の知見を施策に活かすこととなっている。そのため ICRP の動向を随時、的確に把握し、その知

見を遅滞なく取り入れることは放射性同位元素等に係る規制を最新・最善のものにする上で不可

欠となってくる。 

本事業では、ICRP の刊行物を調査し、重要性の高いものについて翻訳版を作成する。さらに、

本事業に関する理解促進活動を行うことによって学術上の新知見や新しい概念について紹介し、

ICRP の知見が規制当局を含む関係者に広く共有され、確かな規制に資するものとする。 

 

 

令和2年3月 

公益財団法人 原子力安全研究協会 
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国内規制に係る国際放射線防護委員会刊行物の調査（平成31年度） 
 

1．実施概要 
 平成31年度は、以下の調査を実施し翻訳版の作成を進めた。 

 

1.1 ICRP 刊行物の調査及び翻訳の実施 

ICRPの刊行物を調査し、そのうち放射線防護に係る国内の安全規制に関係が深く重要性

又は緊急性の高いものを翻訳対象として選定した。専門的及び法令的観点から適切な用語

と表現を吟味しつつ、翻訳作業を進行した。 

 

（１）ICRP刊行物の翻訳の継続 

 平成30年度以前の本事業で着手しているICRP刊行物について、翻訳を継続し「委託業務

終了時の翻訳」の状況まで進めた。 

No. タイトル 頁数 

委託業務

開始時の

翻訳状況 

委託業務終

了時の翻訳

状況 

131 

Stem Cell Biology with Respect to 

Carcinogenesis Aspects of Radiological 

Protection 

357 監修版 最終版 

121 
Radiological Protection in Pediatric 

Diagnostic and Interventional Radiology 
63 校閲版 監修版 

126 
Radiological Protection against Radon 

Exposure 
73 校閲版 監修版 

130 
Occupational Intakes of Radionuclides : Part 

1 
188 校閲版 監修版 

138 
Ethical Foundations of the System of 

Radiological Protection 
65 校閲版 監修版 

135 
Diagnostic Reference Levels in Medical 

Imaging 
143 翻訳版 校閲版 

127 
Radiological Protection in Ion Beam 

Radiotherapy 
113 下訳版 翻訳版 

139 
Occupational Radiological Protection in 

Interventional Procedures 
118 下訳版 翻訳版 

 

（２）ICRP刊行物の翻訳作成対象の選定及び翻訳の実施 

ICRPの2007年勧告（Pub.103）以降に発行されて日本語に翻訳されていない刊行物及び

平成31年度中に新たに発行される刊行物から、全体として400ページ以上を目安として新た
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に翻訳作成対象を選定して下訳版を作成した。またそのうち200ページ以上を目安として翻

訳版作成以降まで作業を進めた。 

刊行物の選定に当たっては、ICRP以外の国際機関による刊行物の発刊状況等も参考にし

た。選定は、原子力規制庁の了承を得て行われた。 

 

・平成31年度に選定された翻訳版作成対象の刊行物 

①Publication 124  Protection of the Environment under Different Exposure Situations 

②Publication 129  Radiological Protection in Cone Beam Computed Tomography(CBCT) 

③Publication 107  Nuclear Decay Data for Dosimetric Calculations  

④Publication 140 Radiological Protection in Therapy with Radiopharmaceuticals 

 

（３）ICRP 刊行物の翻訳物の組版、製本等 

平成30年度以前の本事業において最終版を作成した刊行物（Pub.125及び132）及び平成

31年度本委託業務期間内に最終版を作成した刊行物（Pub.131）について、両面モノクロ印

刷のアジロ綴じ・PP貼りで製本（以下「製本版」という。）し、原子力規制庁に組版デー

タ（データ形式はPDFとする。）を含む電子媒体（CD-ROM等）及び製本版50部を提出した。 

 

（４）ICRP 刊行物翻訳委員会の設置及び開催等 

当事業を的確かつ円滑に推進することを目的として、放射線防護に関する知見を有する

学識経験者等で構成するICRP 刊行物翻訳委員会を設置した（委員構成はp.4参照）。なお

ICRP刊行物翻訳委員会の委員構成は平成29年度事業からの継続性に留意した。委員会では、

上記（１）～（２）に係る事項の企画及び運営、進捗等の総括的案件について、専門的か

つ客観的な立場からの意見を聴取した。契約期間中に下記3回の委員会を開催し検討を行っ

た。委員会の開催にあたっては事前に原子力規制庁の了承を得るとともに、会合において

原子力規制庁職員が意見を述べる機会を確保した。開催した委員会については、翻訳にあ

たり用語の選定に関わる検討過程の記録を含めた議事録を速やかに作成した。それぞれの

議事録については、添付資料の3.2項に示す。 

＜委員会の開催＞ 

①第1回ICRP刊行物翻訳委員会（令和元年6月12日） 

②第2回ICRP刊行物翻訳委員会（令和元年11月11日） 

③第3回ICRP刊行物翻訳委員会（令和2年2月17日） 

 

1.2 ICRP 事務局に対する翻訳の許可の取得及び翻訳物の配布に係る支払い 

 刊行物の翻訳に当たっては、刊行物の選定後に ICRP 事務局と以下の点等の必要な調 

整を行った。 

・ ICRP 刊行物翻訳委員会が選定した刊行物の翻訳に係る許可を得る 

・ 翻訳物の著作権について原子力規制庁に帰属することの許可を得る 
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・ ICRP のガイドライン※に基づき所定の費用を支払う 

 ※ICRP GUIDELINE: TRANSLATION OF THE ANNALS OF THE ICRP 

(ICRP ref 4834-4510-3435) 

 

1.3 本事業の理解促進活動 

当事業では、国民に対し本事業への理解促進を促すため下記（１）～（２）の活動を行

った。本年度は、翻訳が完成したICRP刊行物をICRPのホームページに公開を依頼した。（２）

参加に際しては原子力規制庁に報告した。理解促進活動の実施内容については2.4項で述べ、

添付資料の3.3項に示す。 

（１）ICRP 刊行物の翻訳物をICRPのホームページに公開 

（２）放射線防護に係る国内の学会やシンポジウムで発表 
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ICRP刊行物翻訳委員会 

委員構成 

 

令和2年3月現在（敬称略、順不同） 

 

 

委員長  鈴木  元 学校法人国際医療福祉大学 

           国際医療福祉大学クリニック 院長 

 

副委員長 佐々木道也 一般財団法人電力中央研究所原子力技術研究所 

       放射線安全研究センター 上席研究員 

 

委 員  大野 和子 学校法人島津学園 京都医療科学大学 

医療科学部 放射線技術学科 

教授 

            

 〃   小田 啓二 国立大学法人神戸大学 

副学長 

 

 〃   川口 勇生 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 

放射線医学総合研究所 放射線防護情報統合センター 

主任研究員 

 

 〃   木内 伸幸 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

           原子力科学研究部門 原子力科学研究所 

       放射線管理部長 

            

 〃   佐々木康人 医療法人沖縄徳洲会湘南鎌倉総合病院附属臨床研究センター 

放射線治療研究センター長 

 

 〃   保田 浩志 国立大学法人広島大学 

原爆放射線医科学研究所 放射線影響評価研究部門 

           教授 
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2．調査の結果 
 

2.1 ICRP 刊行物翻訳委員会の設置及び開催等 

本事業を的確かつ円滑に推進することを目的として、放射線防護に関する知見を有する

学識経験者等で構成する ICRP 刊行物翻訳委員会を設置した。翻訳対象とすべき ICRP 刊行

物の選定、ならびに翻訳者・校閲者・監修者の選定など、本事業に係る企画及び運営、進

捗等の総括的案件について、専門的かつ客観的な立場からの意見を聴取した。契約期間中

に下記の 3 回、委員会を開催し検討を行った。ICRP 刊行物翻訳委員会の開催実績は、以下

のとおりである。 

 

①第1回ICRP刊行物翻訳委員会 

日時：令和元年6月12日（水） 17:00－19:00 

 場所：（公財）原子力安全研究協会 新橋パークサイドビル 6階会議室 

 議事： 

 ・当委員会について 

 ・翻訳対象と翻訳者の選定 

 ・進行状況報告と今年度の方針検討 

 ・その他 

 

②第2回ICRP刊行物翻訳委員会 

日時：令和元年11月11日（月） 13:30－15:30 

 場所：（公財）原子力安全研究協会 地下会議室 

 議事： 

 ・翻訳進捗状況報告 

 ・翻訳対象と翻訳者の追加選定 

 ・翻訳および校閲関連の検討 

 ・事業理解促進活動の実施報告 

 ・その他 

 

③第3回ICRP刊行物翻訳委員会 

日時：令和2年2月17日（月） 13:30－15:30 

 場所：（公財）原子力安全研究協会 新橋パークサイドビル 6階会議室 

 議事： 

 ・ICRPの最新情報の紹介 

 ・翻訳進捗状況の報告 

 ・翻訳関連の検討 

 ・当事業理解促進活動の実施について 
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 ・その他 

 

2.2 ICRP 刊行物の調査 

本調査では、以下の手順にてICRP刊行物の調査を行い、翻訳すべきICRP刊行物の選定と

新刊状況の把握を行った。 

 

（１）今年度翻訳版作成対象の選定 

本委託業務実施期間において、まず、ICRPの2007年勧告（Pub.103）以降に発行されて

日本語に翻訳されていない刊行物及び平成31年度中に新たに発刊された刊行物（表2.2-2）

について調査を行った。そのうち、放射線防護に係る国内の安全規制に関係が深く重要性

又は緊急性の高いものを、第1回及び第2回ICRP刊行物翻訳委員会において翻訳すべき対象

として選定した。選定にあたっては、まず表2.2-1のリストを用いて予備選定を行った。表

中のコメントは、その時点での翻訳者候補の推薦などに関する委員からのコメントである。 

 

表2.2-1 翻訳版作成対象の予備検討で用いたリスト 

番号 タイトル 委員会
コメント 

（翻訳者候補など） 

106 Radiation Dose to Patients from 

Radiopharmaceuticals - Addendum 3 to 

ICRP Publication 53 

C3 128で扱われていない試薬

なら訳す（鈴木委員長） 

107 Nuclear Decay Data for Dosimetric 

Calculations 

C2 特殊な専門分野の研究者の

み関心。翻訳しなくても良

い。（鈴木委員長） 

33pまで翻訳してはいかが

でしょう。遠藤氏（佐々木

道也副委員長） 

110 Adult Reference Computational Phantoms C2 特殊な専門分野の研究者の

み関心。翻訳しなくてもよ

い。（鈴木委員長） 

114 Environmental Protection: Transfer 

Parameters for Reference Animals and 

Plants 

C5 短いこと、環境行政に必要

なことより、翻訳推奨する。

JAEA斎藤公明氏のグループ

（鈴木委員長） 

119 Compendium of Dose Coefficients based on 

ICRP Publication 60 

C2  

123 Assessment of Radiation Exposure of 

Astronauts in Space 

C4 表を除く、保田浩志氏/広島

大学（佐々木道也副委員長）
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保田浩志氏/広島大学 

（佐々木康人委員） 

124 Protection of the Environment under 

Different Exposure Situations 

C5 川口勇生氏（佐々木道也副

委員長） 

短いこと、環境行政に必要

なことより、可能なら翻訳。

JAEA斎藤公明先生のグルー

プ（鈴木委員長） 

酒井一夫氏/東京保健医療

大学（佐々木康人委員） 

128 Radiation Dose to Patients from 

Radiopharmaceuticals: A Compendium of 

Current Information Related to 

Frequently Used Substances 

C3 稲葉次郎氏ないし石榑信人

氏（鈴木委員長） 

129 Radiological Protection in Cone Beam 

Computed Tomography (CBCT) 

C3 米倉義晴氏（佐々木道也副

委員長） 

対馬義人氏/群馬大学（佐々

木康人委員） 

133 The ICRP Computational Framework for 

Internal Dose Assessment for Reference 

Adults: Specific Absorbed Fractions 

C2 特殊な専門分野の研究者の

み関心。翻訳しなくても良

い。（鈴木委員長） 

134 Occupational Intakes of Radionuclides: 

Part 2 

C2 百瀬琢磨先生のグループ、

吉澤道夫先生のグループ

/JAEA（鈴木委員長） 

136 Dose Coefficients for Non-human Biota 

Environmentally Exposed to Radiation 

C5 短いこと、環境行政に必要

なことより、可能なら翻訳。

JAEA斎藤公明先生のグルー

プ（鈴木委員長） 

137 Occupational Intakes of Radionuclides: 

Part 3 

C2 百瀬琢磨先生のグループ、

吉澤道夫先生のグループ

/JAEA（鈴木委員長） 

140 Radiological Protection in Therapy with 

Radiopharmaceuticals 

C3 織内昇氏 /福島県立医大

（佐々木康人委員） 

※網掛けの刊行物はデータ集。Pub.140のみが平成31年度の新刊。 
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【上記以外に翻訳すると良いと思われる ICRP刊行物】 

保田委員："Free Guides and Explanatory Notes" より"Radiation and your Patient: 

A Guide for Medical Practitioners" 

→SG2（アイソトープ協会翻訳済み）の内容をウェブ版に仕立てたもので実質的に差異

はないと思われる。 

 

上記の予備選定で上位の候補につき、第1回及び第2回ICRP刊行物翻訳委員会において詳

細に検討し、以下の4本が翻訳すべき対象として選定された。 

 

①Publication 124 Protection of the Environment under Different Exposure Situations 

選定理由等：内容から判断して環境省が翻訳版を必要としていると考えられる。人と環

境の防護の考え方は異なり、考え方を整理する場合、本書の翻訳は行政側

に必要になる。 

 

②Publication 129 Radiological Protection in Cone Beam Computed Tomography(CBCT) 

 選定理由等：CBCTはIVRの時に一緒に使うことでIVRがやりやすくなることで普及した方

法であり、日本では歯科で広く使われている。歯科では放射線防護はあま

り意識されていないかもしれず、被ばく線量が大きくなる傾向があるので

防護管理が重要である。 

 

③Publication 107 Nuclear Decay Data for Dosimetric Calculations  

 選定理由等：Publ.107はデータのみが一般的によく知られている、核データの評価に関

する内容を正しく理解する上で本文部分の翻訳があることが望ましい。 

 

④Publication 140 Radiological Protection in Therapy with Radiopharmaceuticals 

 選定理由等：放射線内用療法はこの分野の花形になってくると考えられており、Pub. 140 

はこの内用療法における防護を扱っている。日本語版があると現場にとっ

ては非常に有用である。 

 

（２）ICRP刊行物の年度内刊行状況をめぐる調査 

本年度の翻訳対象は、第 1 回（令和元年 6 月 12 日）及び第 2 回 ICRP 刊行物翻訳委員会

（令和元年 11 月 11 日）にて選定されたが、それ以降も刊行状況のモニターを続け、新規

刊行物については概要と関連情報の調査を行った。第 2 回委員会以降に刊行されたものを

表 2.2-2 に示す。 
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表2.2-2 令和元年11月11日以降に刊行されたICRPの新刊（令和2年3月17日時点） 

番号 タイトル 備考（タイトル仮訳など） 

141 
Occupational Intakes of 

Radionuclides: Part 4 
放射性核種の職業上の摂取 part 4   

142 

Radiological Protection from 

Naturally Occurring 

Radioactive Material (NORM) in 

Industrial Processes 

産業工程における自然起源放射性物質

(NORM)からの放射線防護 

 

2.3 ICRP 刊行物の翻訳版の作成 

（１）ICRP事務局に対する翻訳の許可の取得及び翻訳物の配布に係る支払い 

 刊行物の翻訳に当たっては、刊行物の選定後にICRP事務局と以下の点等の必要な調整を

行った。 

 ・ICRP刊行物翻訳委員会が選定した刊行物の翻訳に係る許可を得た（令和元年6月27日、

11月13日）。 

・翻訳物の著作権について原子力規制庁に帰属することの許可を得た。 

（令和元年6月27日、11月13日） 

・ICRP のガイドライン※に基づき所定の費用の支払いを行った（令和元年5月9日）。 

  ※ICRP GUIDELINE: TRANSLATION OF THE ANNALS OF THE ICRP 

(ICRP ref 4834-4510-3435) 

  

（２）翻訳及び校閲・監修担当者選定と進捗 

前項で翻訳対象として選定したICRP刊行物に対して、翻訳の質を担保するために、翻訳

委員会において各刊行物の扱う学術的内容にふさわしい、翻訳者・校閲者・監修者を選定

し、翻訳と訳文検討の作業を依頼した。この選定は、原子力規制庁の了承を得て行われた。

選定された各刊行物の翻訳者・校閲者は以下のとおりである。翻訳者諸氏は、それぞれ、

そこで扱う内容の国際的な議論に加わっている、原著の執筆者チームの一員である、長年

その分野の管理実務を管轄しているなどの根拠を以て選定された方々である。 

（平成30年度以前に最終版を作成した①Publication125と②Publication132は省略する。） 

 

以下の※は平成29、30年度に選定されたものであり、所属等は選定した時点のものである。 

 

③Publication 130 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 1※  【監修版】 

 翻訳者：吉澤委員ほか16名（原子力機構） 

 校閲者：佐々木道也副委員長・木内委員 

 監修者：遠藤章氏（前ICRP C2） 
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④Publication 131 Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis Aspects of 

Radiological Protection※                     【最終版】 

 翻訳者：鈴木啓司氏（長崎大学） 

 校閲者：鈴木元委員長 

 監修者：丹羽太貫氏（前ICRP MC） 

 

⑤Publication 121 Radiological Protection in Paediatric Diagnostic and 

Interventional Radiology※                     【監修版】 

翻訳者：盛武敬氏（産業医科大学） 

 校閲者：佐々木康人委員 

 監修者：米倉義晴氏（前ICRP C3） 

 

⑥Publication 126 Radiological Protection against Radon Exposure※  【監修版】 

翻訳者：下道國氏（元藤田保健衛生大学） 

 校閲者：鈴木元委員長 

 監修者：本間俊充氏（ICRP C4） 

 

⑦Publication 135 Diagnostic Reference Levels in Medical Imaging※  【校閲版】 

 翻訳者：（１）3～5章を除く部分の翻訳、全体のとりまとめ 

赤羽正章氏（国際医療福祉大学）：チーム翻訳 

        隈丸加奈子氏（順天堂大学） 

        前田恵理子氏（東京大学） 

        宮嵜治氏（国立成育医療研究センター） 

    （２）3～5章及び「用語解説」中の機器関連用語 

（一社）日本画像医療システム工業会 

 校閲者：大野委員 

 監修者：米倉義晴氏（前ICRP C3） 

 

⑧Publication 138 

Ethical Foundations of the System of Radiological Protection※    【監修版】 

翻訳者：杉浦紳之氏（原子力安全研究協会） 

 校閲者：佐々木康人委員 

 監修者：甲斐倫明氏（ICRP MC） 

 

⑨Publication 139  

Occupational Radiological Protection in Interventional Procedures※  【翻訳版】 

翻訳者：赤羽正章氏（国際医療福祉大学）：チーム翻訳 
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     隈丸加奈子氏（順天堂大学） 

     竹井泰孝氏（川崎医療福祉大学） 

     前田恵理子氏（東京大学） 

     松原孝祐氏（金沢大学） 

 校閲者：大野委員 

 監修者：米倉義晴氏（前ICRP C3） 

 

⑩Publication 127 Radiological Protection in Ion Beam Radiotherapy※   【翻訳版】 

翻訳者：赤羽恵一氏（量研機構）：チーム翻訳 

     福田茂一氏（量研機構） 

     福村明史氏（量研機構） 

     松藤成弘氏（量研機構） 

     米内俊祐氏（量研機構） 

 校閲者：佐々木康人委員 

 監修者：米倉義晴氏（前ICRP C3） 

 

⑪Publication 124  

Protection of the Environment under Different Exposure Situations  【翻訳版】 

翻訳者：川口勇生氏（量研機構） 

 校閲者：木内伸幸委員 

 

⑫Publication 129  

Radiological Protection in Cone Beam Computed Tomography (CBCT)    【翻訳版】 

翻訳者：対馬義人氏（群馬大学） 

 校閲者：佐々木康人委員 

 

⑬Publication 107 Nuclear Decay Data for Dosimetric Calculations    【校閲版】 

翻訳者：遠藤 暁氏（広島大学） 

 校閲者：小田啓二委員 

 

⑭Publication 140 Radiological Protection in Therapy with Radiopharmaceuticals   

【下訳版】 

翻訳者：織内昇氏（福島県立医科大学） 

 

 上記翻訳は、タイトルの後ろに示した翻訳段階まで進行した。今後、各進行状況に応じ

て、「翻訳版」⇒「校閲版」⇒「監修版」⇒「最終確認版」と完成に向けて段階を追った

訳文吟味が行われる予定である。 
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 したがって、添付資料のICRP刊行物の翻訳原稿は、あくまで令和2年3月末時点のドラフ

トであり、今後の監修および委員会における吟味によって表現の変更が予想される。最終

版との混乱を防ぐため、ドラフトからの引用は極力控えることが望ましい。 

必要により、やむを得ず引用しなければならない場合は、必ず翻訳の進行段階と時点を

付記する。 例：<校閲版>（令和 2 年 3 月末現在） 

 

（３）訳語をめぐる検討 

ICRP 刊行物翻訳委員会における Publ.126、130、135、138 の訳語検討状況を下表にまと

める。これらの訳語は、今後検討が進むにつれ、変更もあり得ることに注意されたい。 

 

表2.3-1 Publication 126（監修版）訳語の検討 （令和2年3月末時点） 

用語 訳語 備考 

detriment 損害（デトリメント） 

「損害」から「デトリメント」

への移行期間という考えか

ら。 

prevailing 

(circumstances)関連 

支配的な（一般的な）、その

時点で広く見られる、一般の

1つの訳語に統一せず、訳語

をその都度検討する。 

引用箇所の場合は原著翻訳

時の訳と合わせる。 

 

表2.3-2 Publication 130（監修版）訳語の検討 （令和2年3月末時点） 

用語 訳語 備考 

distal trachea  遠位気管  

bone volume  骨本体（海綿骨） 

"bone surface, bone 

volume, and bone marrow "

のように、骨の表面・骨髄と

並べて使われており、骨髄以

外の骨本体のことを指して

いるため。 

bound  結合  

 

表2.3-3 Publication 135（校閲版）訳語の検討 （令和2年3月末時点） 

用語 訳語 備考 

local DRL 地方のDRL 
Publ 135 では小さい地域の

中の DRL としている。 

national 国のDRL  

regional 地域（国の集合体）のDRL  
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Radiographers 
撮影担当技師（訳注で説明追

加） 

ポジショニングのみを行う

技師のこと。初出に国内制度

と違う旨を訳注で説明を追

記する。 

x-ray technologists 
X線検査技師（訳注で説明追

加） 

国内制度と違う旨を訳注で

説明を追記する。 

Nurse practitioner 
ナース・プラクティ ショナ

ー（訳注で説明追加） 

国内制度と違う旨を訳注で

説明を追記する。 

the cumulative DLP 積算DRL 
臨床の現場では日常的に使

われている。 

 

表2.3-4 Publication 138（監修版）訳語の検討 （令和2年3月末時点） 

用語 訳語 備考 

informed consent 説明を受けて 
医療におけるスタンダード

な訳。 

informed 

“informed consent”以外

で使用される場合 

説明（情報）に基づいて  

 

 

2.4 本事業の理解促進活動 

本事業の成果及び勧告における新しい概念を示すもの、学術上の新知見に関するもの等

について、検討の対象になった用語等について広く周知し、国民に対し本事業への理解促

進を促すため下記（１）～（２）の活動を行った。 

（１）ICRP刊行物の翻訳物をICRPのホームページに公開 

下記平成30年度以前に作成された最終版（①と②）と平成31年度に作成した最終版（③）

について、ICRPのホームページに公開した。 

①Publication 125 Radiological Protection in Security Screening 

②Publication 132 Radiological Protection from Cosmic Radiation in Aviation 

③Publication 131 Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis Aspects of 

Radiological Protection 

 

（２）放射線防護に係る国内の学会やシンポジウムで発表 

下記放射線防護に係る国内の学会やシンポジウムにおいて、本事業について発表した。

ICRP刊行物の翻訳が規制庁の事業となったこと、事業の目的と翻訳モデル、翻訳に着手し

た刊行物の概要紹介など、本事業とつながりの深い教育／実務分野の方々に具体的に伝達

に努めた。 
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以下の10か所において活動を行い、参加前後に原子力規制庁に報告した。 

 

①第78回日本医学放射線学会総会 

日時：平成31年4月11日～14日 

場所：パシフィコ横浜 

手法：教育講演「必須講習  医療安全・放射線防護」の中で紹介（大野委員） 

 

②第19回日本核医学会春季大会 

日時：平成31年4月27日、28日 

場所：虎ノ門ヒルズフォーラム 

手法：核医学基礎セミナー初心者コース等講演の中で紹介（大野委員） 

 

③第322回日本医学放射線学会関西地方会 

日時：令和元年6月8日 

場所：ホテルエルセラーン大阪 

手法：共通講習会（医療安全・放射線防護）講演の中で紹介（大野委員） 

 

④第56回アイソトープ・放射線研究発表会 

日時：令和元年7月3日～5日 

場所：東京大学弥生講堂 

手法：フライヤーの設置配布 

 

 

写真1 フライヤーの設置配布の様子 

 

⑤第28回日本心血管インターベンション治療学会学術集会 

日時：令和元年9月19日～21日 

場所：名古屋国際会議場 

手法：放射線防護講習会講演の中で紹介（大野委員） 
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⑥第55回日本医学放射線学会秋季臨床大会 

日時：令和元年10月18日～20日 

場所：ウインクあいち 

手法：特別企画「レジェンドに学ぶ」講演の中で紹介（佐々木康人委員）※ 

※発表資料が公開されていないため本報告書には含んでいない。 

 

⑦第59回日本核医学会学術総会 

日時：令和元年11月1日～3日 

場所：松山市総合コミュニティセンター 

手法：合同シンポジウム「LNT仮説と低線量被曝を学び直す」の中で紹介 

（佐々木康人委員）※ 

※発表資料が公開されていないため本報告書には含んでいない。 

 

⑧日本非破壊検査協会2019年度秋季講演大会 

日時：令和元年11月12日、13日 

場所：RCC文化センター 

手法：フライヤーの設置配布 

 

⑨日本放射線影響学会第62回大会 

日時：令和元年11月14日～16日 

場所：京都大学 

手法：セッション前にスライドで紹介（鈴木啓司氏）※ 

※発表資料が公開されていないため本報告書には含んでいない。 

 

  

写真2 スライドを用いた紹介の様子 



16 

⑩放射線防護に関する国際動向報告会 

日時：令和元年12月24日 

場所：グランパークカンファレンス 

手法：フライヤーの設置配布 

 



Publication 131 Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis Aspects of 
Radiological Protection（最終版）は、報告書別冊とし提出する。 
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ICRPICRP publ.126（図）報告書用_監修用（校閲コメントなし）

_TH.docx 

この翻訳物は、令和2年3月時点のICRP Publication126監修版であ

り、今後の作業状況や委員会での用語の検討状況、監修等によって

変更することもあり得る。

▲ 図 1.1 タイトルとキャプションのみ翻訳

#1 
図 1.1 ウラン-238 壊変生成物。*同位体も重要なガンマ線放出体であ

る。

1 
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▲ 図 1.2 タイトルとキャプションのみ翻訳 
 
#1 
図 1.2 ウラン-235 壊変生成物。*同位体も重要なガンマ線放出体であ

る。 
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ICRPICRP publ.126（図）報告書用_監修用（校閲コメントなし）

_TH.docx 

▲ 図 1.3 タイトルとキャプションのみ翻訳

#1 
図 1.3 トリウム-232 壊変生成物。*同位体も重要なガンマ線放出体で

ある。
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#1 
主要侵入経路 
1. 頑丈な床の割れ目 
2. 構造の継ぎ目 
3. 地下の壁の割れ目 
4. 簡易な床の隙間 
5. 壁の割れ目 
6. 配管周囲の隙間 
7. 壁の空洞 
 
#2 
図 2.1 屋内ラドンの経路 
 
 

1 
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#3 
予防 
ALARA で被ばくを維持 
 
#4 
軽減 
ALARA で被ばくを低減 
 
#5 
参考レベル 
 
#6 
最適化 
 
#7 
追加線量 
 
#8 
残存線量 
 
#9 
図 3.1 最適化原則の実施。ALARA は，「経済的および社会的状況を

考慮に入れて，合理的に達成できる限り低く」である。 
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#1 
個人の数

#2 
参考レベル

#3 
ステップ 1

#4 

1 2 3 

4 

5 

6 

2 

2 

1 

1 

4 

4 

7 
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ICRPICRP publ.126（図）報告書用_監修用（校閲コメントなし）

_TH.docx 

個人線量レベル 
 
#5 
ステップ 2 
 
#6 
ステップ 3 
 
#7 
図 3.2 現存被ばく状況における参考レベルの使用と最適化プロセス

の結果としての個人の被ばく分布の経時的展開 
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#1 
建物または場所 
 
#2 
住宅 
 
#3 
複合用途ビル 
 
#4 
職場 
 
#5 
少数事例* 
（地下，温泉など） 
 
#6 
誘導参考レベル（DRL）（100～300 Bq m-3の範囲） 

1 
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13 
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ICRPICRP publ.126（図）報告書用_監修用（校閲コメントなし）

_TH.docx 

#7 
測定

#8 
DRL よりも低い場合 

#9 
DRL よりも高い場合 

#10 
ALARA 

#11 
OK 

#12 
測定

#13 
現実的アプローチ

#14 
10 mSv y-1よりも低い場合 

#15 
10 mSv y-1よりも高い場合 

#16 
職業被ばく

#17 
最適化

#18 
限度（任意）

#19 
図 3.3 ラドン被ばくの管理に関する一般的なアプローチ。ALARAは，

「経済的および社会的状況を考慮に入れて，合理的に達成できる限り

低く」である。*ラドン被ばくが職業被ばくであると国の当局が最初

から見なしている職場
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication130 監修版であり、今後の作業状況や委員

会での用語の検討状況、監修等によって変更することもあり得る。

1 吸入摂取または経口摂取による，定量化された摂取量

2 臓器または組織における平均吸収線量，DT,R 
3 臓器または組織における等価線量，HT 
4 実効線量，E 
5 体内動態モデルおよび線量評価モデル

6 放射線加重係数，wR 
7 組織加重係数，wT 

図 1.1. 放射性核種の摂取の場合の吸収線量および防護量－等価線量と実効線量－の計算 
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

 
 
1 体外への除去 
2 吸息 
3 呼息 
4 経口摂取 
5 皮膚 
6 リンパ節 
7 呼吸気道 
8 創傷 
9 汗 
10 皮下組織 
11 直接吸収 
12 血液 
13 肝臓 
14 消化管 
15 皮膚 
16 他の臓器 
17 腎臓 
18 膀胱 
19 尿 
20 糞 
 
図 3.1. 体内における放射性核種の摂取，移行および排泄の主要経路の概要 
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

 
 
1 後鼻腔 
2 
咽頭 
鼻部 
口腔部 
3 喉頭 
4 気管 
5 主気管支 
6 気管支 
7 細気管支 
8 胸郭外領域 
9 
胸郭内領域 
気管支領域 
10 細気管支領域 
11 肺胞－間質領域 
12 細気管支 
13 末端細気管支 
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

14 呼吸細気管支 
15 肺胞管＋肺胞 

図 3.2. ヒト呼吸気道モデルにおいて定義される呼吸気道領域。咽頭の口腔部は ET2の部分では

ないことに注意。

ET1：前鼻腔を含む胸郭外領域；ET2：後鼻腔，咽頭および喉頭を含む胸郭外領域；BB：気管支

領域；bb：細気管支領域；AI：肺胞－間質領域。ICRP（1994a）から引用。 
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

 
 
1 環境 
2 リンパ節 
3 ET1を除く呼吸気道 
4 消化管 
5 血液 
 
図 3.3. 呼吸気道からのクリアランス経路。ET1は前鼻腔。ICRP（2002b）から改変。 
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

 
 
1 前鼻腔 
2 後鼻腔，咽頭，喉頭 
3 胸郭外領域 
4 環境 
5 食道 
6 気管支領域 
7 細気管支領域 
8 肺胞－間質領域 
9 胸郭内領域 
 
図 3.4. 改訂されたヒト呼吸気道モデルにおける，各呼吸気道領域からの時間に依存する粒子輸

送を表すコンパートメントモデル 
 
速度は，矢印の横に示されている d-1を単位とする標準値である。後鼻腔，咽頭および喉頭（ET2），

気管支（BB）ならびに細気管支（bb）に沈着した物質の 0.2％は気道壁において保持される（そ

れぞれ ETseq，BBseqおよび bbseq）と仮定される。 
ET1：前鼻腔（細分されない領域 ET1）に沈着した物質の残留； 
ETseq：鼻腔に沈着した粒子のうち，ごく一部の割合の気道組織における長期残留（半減期 約 700 
d）； 
LNET：ET 領域から流出するリンパ管およびリンパ節； 
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

LNTH：TH 領域から流出するリンパ管およびリンパ節； 
ET’2：ETseqに保持されるごく一部の割合（0.002 とみなされる）を除いた，後鼻腔，咽頭および

喉頭（ET2領域）に沈着した物質の短期残留（半減期約 10 min）； 
BB’：ET’2への粒子輸送を伴う，BB における粒子の残留（半減期約 100 min）； 
bb’：BB’への粒子輸送を伴う，bb における粒子の残留（半減期約 3.5 d）； 
BBseq：気管支領域に沈着した粒子のうち，ごく一部の割合の気道壁における長期残留（半減期約

700 d）； 
bbseq：細気管支領域に沈着した粒子のうち，ごく一部の割合の気道壁における長期残留（半減期

約 700 d）； 
ALV：肺胞に沈着した粒子の残留（半減期約 250 d）。沈着物の一部（0.67）は粒子輸送によって

線毛気道（bb’）へと取り除かれるが，残りは間質（INT）へと浸透する； 
INT：肺胞に沈着した，間質へと浸透する粒子の超長期残留（半減期約 60 y）。これらの粒子はリ

ンパ節へとゆっくり取り除かれる。
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1 沈着 
2 速い溶解 
3 沈着 
4 遅い溶解 
5 結合した物質 
6 血液 
7 沈着 
8 初期状態にある粒子 
9 変換された状態にある粒子 
10 結合した物質 
11 血液 
 
図 3.5. 血液への時間依存吸収を表現する２つのコンパートメントモデル（溶解および取り込み） 
 
図 3.5(a)に示されているモデルでは，沈着物のある割合 fr が最初に「速い溶解」と名づけられた
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

コンパートメントに割り当てられ，残りの沈着物（1－fr）が最初に「遅い溶解」と名づけられた

コンパートメントに割り当てられる。図 3.5(b)に示されているモデルでは，すべての沈着物が最

初に「初期状態にある粒子」と名づけられたコンパートメントに割り当てられ，「変換された状態

にある粒子」と名づけられたコンパートメントにおける物質は，「初期状態にある粒子」と名づけ

られたコンパートメントにおける物質と同じ速度で粒子輸送に従う。「結合した物質」と名づけら

れたコンパートメントにおける物質は粒子輸送に従わず，血液への取り込みによってのみ取り除

かれる。 
fr：速度 srで速やかに溶解する沈着物の割合；（1－fr）：速度 ssでより遅く溶解する沈着物の割合；

fb：結合状態で保持され，そこから速度 sb で血液へと向かう溶解物質の割合；sr：速い溶解の速

度；ss：遅い溶解の速度；sb：結合状態から血液への移行速度；spt：コンパートメント「初期状態

にある粒子」からコンパートメント「変換された状態にある粒子」への物質の移行速度；sp：コ

ンパートメント「初期状態にある粒子」からの物質の溶解速度；st：コンパートメント「変換さ

れた状態にある粒子」からの物質の溶解速度。 
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

1 経口摂取

2 血液または分泌臓器（肝臓を含む）

3 口腔内容物

4 
食道

高速 低速

5 胃内容物

6 小腸内容物

7 右結腸内容物

8 左結腸内容物

9 直腸・S 字結腸内容物 
10 糞

11 歯

12 口腔粘膜

13 呼吸気道

14 胃壁

15 小腸壁

16 右結腸壁

17 左結腸壁

18 S 字結腸壁 
19 一般的な循環

20 肝臓

21 門脈

図 3.6. ヒト消化管モデル（HATM）の構造。破線の四角枠は，HATM とヒト呼吸気道モデルお

よび全身体内動態モデルの間の関連を示すために含められた。ICRP（2006）から引用。 
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

 
 
1 偶発的な注入 
2 断片 
3 捕捉された粒子および凝集物 
4 粒子状態，凝集状態および結合状態 
5 リンパ節 
6 コロイド状態および中間状態の物質 
7 可溶性の物質 
8 血液 
 
図 3.7. 創傷に対応する米国放射線防護測定審議会のモデル。NCRP（2008）から引用。 
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ICRP Publication 130 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

（以下は，もとの翻訳用ファイルには含まれていなかった図の訳文です。おそらく見落とされた

ためと思われるので追加しましたが，不要ならば削除してください） 
 
1 日あたりの排泄，Bq 
尿中 
糞中 
摂取後の時間，d 
 
図 3.8. 創傷中の 137Cs，「弱」カテゴリー；急性摂取後の予測値（Bq 摂取あたりの Bq） 
 
1 日あたりの排泄，Bq 
尿中 
糞中 
摂取後の時間，d 
 
図 3.9. 創傷中の 137Cs，「粒子」カテゴリー；急性摂取後の予測値（Bq 摂取あたりの Bq） 
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Table 1.1 Publ.103 の表２と用語の訳ソロエル（RI 手帳に同じ表あり） 

☆参考☆ 103の表 2

表 1.1. 国際放射線防護委員会による放射線加重係数の勧告値 

1 
放射線のタイプ

光子

電子とミュー粒子

陽子と荷電パイ中間子

アルファ粒子，核分裂片，重イオン

中性子

2 放射線加重係数，wR 
3 Publication 103（ICRP，2007） 
4 Publication 60（ICRP，1991） 
5 改訂された中性子エネルギーの連続関数

6 中性子エネルギーの階段関数および連続関数

7 *パイ中間子は考慮されていない。
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ICRP Publication 130 表（監修版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication130 監修版であり、今後の作業状況や委員会での

用語の検討状況、監修等によって変更することもあり得る。 
 
Table 1.2 Publ.103 の表３にほぼ同じ。訳ソロエル 
 
☆参考☆ 103の表 3 

 
 
 

 
 
表 1.2. Publication 103（ICRP，2007）の組織加重係数 
 
1 
組織 
骨髄，乳房，結腸，肺，胃，残りの組織（性別ごとに 13*） 
生殖腺 
膀胱，食道，肝臓，甲状腺 
骨表面，脳，唾液腺，皮膚 
2 *残りの組織：副腎，胸郭外（ET）領域，胆嚢，心臓，腎臓，リンパ節，筋肉，口腔粘膜，膵臓，前

立腺（男性），小腸，脾臓，胸腺，子宮／頸部（女性）。 
 
 
 
 
 
 
2 章は、表なし 
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ICRP Publication 130 表（監修版：令和 2 年 3 月） 

Table 3.1-3.3  表注に数か所同じ文章が登場します。その部分は訳ソロエル。 
 

 
 
表 3.1. 標準作業者*における，空気力学的放射能中央径が 5 μm の吸入エアロゾルの領域別沈着（吸入

放射能の％） 
 
1 領域 
2 沈着（％）†,‡ 
3 合計 
4 
ET1，前鼻腔；ET2，後鼻腔，咽頭および喉頭；BB，気管支領域；bb，細気管支領域；AI，肺胞－間質

領域。 
*標準作業者には，軽作業に従事する健康で非喫煙の鼻呼吸者である男性の沈着およびクリアランスパ

ラメータが割り当てられた。軽作業は，次を根拠に定義される：2.5 h の着座，その間の吸入量は 0.54 
m3 h−1；および 5.5 h の軽運動，その間の吸入量は 1.5 m3 h−1。いずれのレベルの活動の場合も，吸入空

気はすべて，鼻を通って入る。 
†計算の目的のために十分な精度で与えられる標準値であり，各パラメータの平均値が知られている確

実さを反映するのに選ばれるであろう精度よりもっと高い精度で与えられている。 
‡これらの粒子は，密度が 3.00 g cm−3，形状係数が 1.5 であると仮定される。空気力学的直径は，幾何

標準偏差 σgがおよそ 2.50 の対数正規分布であると仮定される［σgの値は標準値ではなく，対応する熱

力学的放射能中央径から導き出される（ICRP，1994a）］。 
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表 3.2. 改訂されたヒト呼吸気道モデルにおける，タイプ F，M 及び S の物質に対応するデフォルト設

定の吸収パラメータ値*,† 
 
1 
タイプ 
速やかに溶解する割合 
溶解速度： 
速い（d−1） 
遅い（d−1） 
2 
F（速い） 
M（中位の） 
S（遅い） 
3 
*計算の目的のために十分な精度で与えられる標準値であり、各パラメータの平均値が知られている確

実さを反映するのに選ばれるであろう精度よりもっと高い精度で与えられている。 
†結合状態は，一部の元素のデフォルト設定タイプについても用いられる。 
‡元素固有の速い溶解速度は，多くの元素のタイプ F 形態について採用される。 
§タイプ F に対応する元素固有値は，それが 3 d−1 を下回るならばタイプ M および S についても用いら

れる。 
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表 3.3. 呼吸気道の標的領域   ★ここから 
 
1 
組織 
領域 
標的細胞 
標的細胞の深さ*（μm） 
標的領域の質量*,†（kg） 
割り当てられた wTの割合 Ai*,‡ 
2 
基底細胞 
基底細胞 
分泌細胞（BBsec） 
基底細胞（BBbas） 
分泌細胞 
3 
男性 
女性 
4 
ET，胸郭外領域；TH，胸郭領域；ET1，前鼻腔；ET2，後鼻腔，咽頭および喉頭；BB，気管支領域；

bb，細気管支領域；AI，肺胞－間質領域。 
*計算の目的のために十分な精度で与えられる標準値であり，各パラメータの平均値が知られている確

実さを反映するのに選ばれるであろう精度よりもっと高い精度で与えられている。BB，bb 及び AI 領

域については，それぞれの Ai値は正確に 1/3 である。 
†男性の値は，Publication 68（ICRP，1994b）の表 3 から引用された。ET および AI に関する女性の

値は，Publication 66（ICRP，1994a）の表 5 から引用された。BB に関する女性の値は，ここでは

Publication 66（ICRP，1994a）の表 2，4 および B6 による情報を用いて計算された。BBsecおよび BBbas

の質量は，それぞれ分泌細胞および基底細胞がその全体に分布する気管支上皮の質量であり，気道寸法

の標準値に基づいている。AI の質量には血液が含まれるが，リンパ節は含まれない。 
‡BB に対する線量（HBB）は，BBsecおよび BBbasに対する線量の算術平均として計算される。 

1 

2 3 

4 
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§計算される領域に対する平均線量。
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表 3.4. 標準作業者の全ての食事に対応する包括的なヒト消化管モデルのデフォルト設定の移行係数（1
日あたり）*,† 
 
1 
移行元 
口腔内容物 
口腔内容物 
食道，高速 
食道，低速 
胃内容物 
小腸内容物 
右結腸内容物 
左結腸内容物 
直腸・S 字結腸内容物 
2 
移行先 
食道，高速 
食道，低速 
胃内容物 
胃内容物 
小腸内容物 
右結腸内容物 
左結腸内容物 
直腸・S 字結腸内容物 
糞 
3 移行係数‡（d-1） 
4 
*成人男性に対応する Publication 100（ICRP，2006）の移行速度が標準作業者に対応すると仮定され

ている。 
†ここに示されていない他の移行係数は，関連する元素の項目に明示されていない限り，ゼロと仮定され

る。ほとんどの場合，消化管から血液への取り込みは，小腸壁における残留を伴わずに小腸内容物から

1 2 3 

4 
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起こるとみなされる。対応する移行係数は であり，ここで λSI,RCは，小腸(SI)内容物から右結腸内容

物への移行係数である。 
‡示されている値の精度は計算を目的とするためのものであり，それらの中心値に伴っている既知の確

からしさを反映していない。 
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表 3.5. 標的領域の加重割合，f(rT,T) 

1 組織，T 
2 
結腸

リンパ節

3 
右結腸

左結腸

直腸・S 字結腸 
LNET 
LNTH 
リンパ液（全身性）

4 
ET，胸郭外領域；TH，胸郭領域；ET1，前部鼻腔；ET2，後部鼻腔，咽頭および喉頭；BB，気管支領

域；bb，細気管支領域；AI，肺胞－間質領域；LNET，ET リンパ節；LNTH，TH リンパ節。 
*基底細胞および分泌細胞は，等しく加重される 2 つの標的領域である。

4 

1 

2 
3 
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●４，５，６，７章，表なし 
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Table A.1 表の中身については、略称でない用語だけ翻訳。 
 

 
 
 
 
 

1 

2 3 

4 
4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 11 

13 

12 
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Table A.2 表タイトル、小見出し(a)､(b)､（c)、表注のみ訳 

1 2 

3 

4 

95



ICRP Publication 130 表（監修版：令和 2 年 3 月） 

 
 
 
 

1 

2 

3 

4 

96



ICRP Publication 130 表（監修版：令和 2 年 3 月） 

 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

3 

97



ICRP Publication 130 表（監修版：令和 2 年 3 月） 

Table A.3 表タイトルのみ訳 

1 

2 

98



ICRP Publication 130 表（監修版：令和 2 年 3 月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table A.4 すべて翻訳 
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Table A.5-A.6 表タイトルと表注のみ翻訳 
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ICRP Publication 130 表（監修版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication130 監修版であり、今後の作業状況や委員

会での用語の検討状況、監修等によって変更することもあり得る。
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ICRP Publication 130 表（監修版：令和 2 年 3 月） 

1 前鼻腔、2 鼻口咽頭／喉頭、3 気管支、4 細気管支、5 肺胞－間質、6 胸郭外領域、7
胸郭内領域、8 環境、9 胃腸管 

図 A.1. 元のヒト呼吸気道モデルにおける，各呼吸気道領域からの時間に依存する粒子輸送を表

すコンパートメントモデル

速度は，矢印の横に d-1の単位で示されている標準値である。次のように仮定する：(1) 肺胞－間

質（AI）への沈着は， AI1，AI2 および AI3 の間で，0.3：0.6：0.1 の比率で分割される；(2) ゆ
っくり取り除かれる気管支（BB）および細気管支（bb）における沈着分（BB2 および bb2）は，

物理的直径が<2.5 μm の粒子について 50％であり，>2.5 μm では直径とともに減少する。また，

気道壁に保持される分（BBseqおよび bbseq）は，すべての粒径で 0.7％である。(3) ET2領域で沈

着する物質の 0.05％は，壁の中に保持され（ETseq），コンパートメント ET’2 中の残りは胃腸

（GI）管へと急速に取り除かれる。 
AI1：AI 領域の沈着物のうち，0.3 とみなされる割合の比較的短期の残留（半減期約 35 d）； 
AI2：AI 領域の沈着物のうち，0.6 とみなされる割合の長期残留（半減期約 700 d）； 
AI3：AI 領域の沈着物のうち，0.1 とみなされる割合の超長期残留（半減期約 6000 d）； 
BB1：BB 領域における粒子の短期残留（半減期約 100 分）：これらの粒子は急速な粘膜繊毛クリ

アランスによって取り除かれる；

bb1：bb 領域における粒子の短期残留（半減期約 8 h）：これらの粒子は急速な粘膜繊毛クリアラ

ンスによって取り除かれる；

BB2：BB 領域における粒子の中期残留（半減期約 20 d）；
bb2：bb 領域における粒子の中期残留（半減期約 20 d）；
BBseq：BB 領域に沈着した粒子のうち，ごく一部の割合の気道壁における長期残留（半減期約

70 d）； 
bbseq：bb 領域に沈着した粒子のうち，ごく一部の割合の気道壁における長期残留（半減期約 70 
d）； 
ET1：前鼻腔（細分されない領域 ET1）に沈着した物質の残留； 
ET’2：ETseq に保持されるごく一部の割合（0.0005 とみなされる）を除いた，後鼻腔，咽頭，喉

頭および口腔（領域 ET2）に沈着した物質の短期残留（半減期約 10 min）（Publication 66 では，

このコンパートメントは ET2 と名づけられていた。これは本書では，Publication 71 と同様に，

コンパートメント ETseqも包含する領域 ET2と区別するために，ET’2と名づけられる）；

ETseq：鼻腔に沈着した粒子のうち，ごく一部の割合の気道組織における長期残留（半減期約 700
d）；
LNET：胸郭外領域から流出するリンパ管およびリンパ節；

LNTH：胸郭内領域から流出するリンパ管およびリンパ節。

ICRP（1994a）から引用。
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ICRP Publication 130 表（監修版：令和 2 年 3 月） 

 

 
1 前鼻腔 
2 後鼻腔，咽頭，喉頭 
3 気管支領域 
4 細気管支領域 
5 肺胞－間質領域 
6 胸郭外領域 
7 胸郭内領域 
8 環境 
9 食道 
 
図 A.2. 各呼吸気道領域からの時間に依存する粒子輸送を表す改訂されたコンパートメントモ

デル 
 
速度は，矢印の横に示されている d-1を単位とする標準値である。後鼻腔，咽頭および喉頭（ET2），

気管支（BB）ならびに細気管支（bb）領域に沈着した物質の 0.2％は気道壁において保持される

（それぞれ ETseq，BBseqおよび bbseq）と仮定される。 
ET1：前鼻腔（細分されない領域 ET1）に沈着した物質の残留； 
ETseq：鼻腔に沈着した粒子のうち，ごく一部の割合の気道組織における長期残留（半減期約 700 
d）； 
LNET：ET 領域から流出するリンパ管およびリンパ節； 
LNTH：TH 領域から流出するリンパ管およびリンパ節； 
ET’2： ETseq に保持されるごく一部の割合（0.002 とみなされる）を除いた，後鼻腔，咽頭およ

び喉頭（ET2領域）に沈着した物質の短期残留（半減期約 10 min）； 
BB’：ET’2への粒子輸送を伴う，BB における粒子の残留（半減期約 100 min）； 
bb’：BB’への粒子輸送を伴う，bb における粒子の残留（半減期約 3.5 d）； 
BBseq：気管支領域に沈着した粒子のうち，ごく一部の割合の気道壁における長期残留（半減期約

700 d）； 
bbseq：細気管支領域に沈着した粒子のうち，ごく一部の割合の気道壁における長期残留（半減期

約 700 d）； 
ALV：肺胞に沈着した粒子の残留（半減期約 250 d）。沈着物の一部（0.67）は粒子輸送によって

繊毛気道（bb’）へと取り除かれるが，残りは間質（INT）へと浸透する； 
INT：肺胞に沈着した，間質へと浸透する粒子の超長期残留（半減期約 60 y）。これらの粒子はリ

ンパ節へとゆっくり取り除かれる。 
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1 
肺残留 R(tf) / 肺残留 R(300) 
2 最終測定の時間 tf（日） 
 
図 A.3. 偶発的な吸入摂取に続く，胸郭内気道における長期残留 
 
図に含まれるデータの参照文献を表A.3に挙げる。それぞれの元素は別々の記号で示されている。

実線および破線の曲線はそれぞれ，元のヒト呼吸気道モデル（HRTM）および改訂された HRTM
によって予測された不溶性粒子の残留を示す。最終測定の時間 tf における胸郭内残留 R(tf)は，

300 d における残留 R(300)の割合として表されている。 
 
  

1 

2 
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1 肺残留 
2 
Jammet（1978） 
Bohning（1982） 
Bailey（1985） 
Philipson（1994） 
Davis（2007） 
RFP（2007） 
元の HRTM 
Kuempel（2001） 
改訂された HRTM 
3 時間（日） 
 
図 A.4. 肺残留データ 
 
測定された肺残留データ［Philipson et al.，1996；Davis et al.，2007；ロッキーフラッツプラン

ト（RFP）（ORAUT，2007）］ならびに Publication 66（ICRP，1994a）の付属書 E にて報告さ

れた研究を，肺胞－間質（AI）領域のみにおける初期沈着を仮定することによるモデル予測とと

もに示す。デフォルト設定パラメータを用いた元のヒト呼吸気道モデル（HRTM）および

Kuempel et al.（2001）のモデルによる予測値を示す。「改訂 HRTM」の曲線は，最適化された

AI 粒子輸送パラメータ AIseq＝0.37 および m＝0.0027 d-1を用いて得られた。出版社の許諾を得

て Gregoratto et al.（2010）から再掲。 
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1 沈着 
2 速い溶解 
3 沈着 
4 遅い溶解 
5 結合した物質 
6 体液 
7 沈着 
8 初期状態にある粒子 
9 変換された状態にある粒子 
10 結合した物質 
11 体液 
 
図 A.5. 血液への時間依存吸収を表現する２つのコンパートメントモデル（溶解および取り込み） 
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図 A.5(a)に示されているモデルでは，沈着物のある割合 frが最初に速い溶解」と名づけられたコ

ンパートメントに割り当てられ，残りの沈着物（1－fr）が最初に「遅い溶解」と名づけられたコ

ンパートメントに割り当てられる。図 A.5(b)に示されているモデルでは，すべての沈着物が最初

に「初期状態にある粒子」と名づけられたコンパートメントに割り当てられ，「変換された状態に

ある粒子」と名づけられたコンパートメントにおける物質は，「初期状態にある粒子」と名づけら

れたコンパートメントにおける物質と同じ速度で粒子輸送に従う。「結合した物質」と名づけられ

たコンパートメントにおける物質は粒子輸送に従わず，血液への取り込みによってのみ取り除か

れる。 
fr：速度 srで速やかに溶解する沈着物の割合；（1－fr）：速度 ssでより遅く溶解する沈着物の割合；

fb：結合状態で保持され，そこから速度 sb で血液へと向かう溶解物質の割合；sr：速い溶解の速

度；ss：遅い溶解の速度；sb：結合状態から血液への移行速度；spt：コンパートメント「初期状態

にある粒子」からコンパートメント「変換された状態にある粒子」への物質の移行速度；sp：コ

ンパートメント「初期状態にある粒子」からの物質の溶解速度；st：コンパートメント「変換さ

れた状態にある粒子」からの物質の溶解速度。 
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1 
注記： 
・ 記号の αおよび βはアルファ壊変とベータ壊変を示しており，示されている時間は半減期で

ある。 
・ アスタリスク（*）は，その同位体が主要なガンマ放出体でもあることを示している。 
・ 238U は 5.45×10-5％の分岐比で自発核分裂によって壊変する。 
・ 234Th は 234mPa へと壊変する。234mPa は 234U（99.84％）へと壊変，または半減期が 6.70 h

である 234Pa（0.16％）の基底状態を経て壊変する。 
 
図 A.6. 自然壊変系列：ウラン-238（ICRP，2008） 
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1 
注記： 
・ 記号の αおよび βはアルファおよびベータ壊変を示しており，示されている時間は半減期で

ある。 
・ アスタリスク（*）は，その同位体が主要なガンマ放出体でもあることを示している。 
 
図 A.7. 自然壊変系列：ウラン-235（ICRP，2008） 
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1 
注記： 
・ 記号の αおよび βはアルファおよびベータ壊変を示しており，示されている時間は半減期で

ある。 
・ アスタリスク（*）は，その同位体が主要なガンマ放出体でもあることを示している。 
 
図 A.8. 自然壊変系列：トリウム-232（ICRP，2008） 
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1 通過コンパートメント

2 骨表面

3 肝臓

4 生殖腺

5 排泄物

図 B.1. Publication 30，Part 4（ICRP，1988b）で勧告された，プルトニウム，アメリシウム

およびキュリウムに対応する全身体内動態モデル

これは，Publication 30 シリーズ（ICRP，1979a，1980，1981，1988b）のモデル，および，放

射性核種による職業上のまたは環境における被ばくに関する以後の ICRP 報告書において多くの

放射性核種に対して描写された，全身性放射能の一方向の流れを例示したものである。

1 

2 

3 4 

5 
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1 その他の軟組織

2 中位の交換（ST1） 
3 速い交換（ST0） 
4 遅い交換（ST2） 
5 骨格

6 皮質骨本体（海綿骨）

7 皮質骨表面

8 皮質骨髄

9 梁状骨本体（海綿骨）

10 梁状骨表面

11 梁状骨髄

12 尿

13 膀胱内容量

14 
腎臓

その他の腎臓組織

尿中経路

15 血液

16 
肝臓

肝臓 2 
肝臓 1 
17 胃腸管内容量

18 生殖腺

19 糞

図 B.2. Publication 72 シリーズ（ICRP，1989，1993b，1995b,c，1996）において骨表面親和

性元素のトリウム，ネプツニウム，プルトニウム，アメリシウムおよびキュリウムに適用された

モデル構造

この構造（または，いくぶん変更を加えたもの）は，骨親和性とはみなされない元素を含めて，

本報告書シリーズにおいて多くの元素に適用される。GI，胃腸。 
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1 その他の軟組織

2 中位の交換（ST1） 
3 速い交換（ST0） 
4 遅い交換（ST2） 
5 骨格

6 非交換性皮質骨本体（海綿骨）

7 交換性皮質骨本体（海綿骨）

8 皮質骨表面

9 非交換性梁状骨本体（海綿骨）

10 交換性梁状骨本体（海綿骨）

11 梁状骨表面

12 尿

13 膀胱内容量

14 
腎臓

その他の腎臓組織

尿中経路

15 血漿

16 
肝臓

肝臓 2 
肝臓 1 
17 胃腸管内容量

18 糞

図 B.3. Publication 72 シリーズ（ICRP，1989，1993b，1995b,c，1996）においてカルシウム，

ストロンチウム，バリウム，鉛，ラジウムおよびウランに適用されたモデル構造

この構造（または，いくぶん変更を加えたもの）は，骨親和性とはみなされない元素を含めて，

本報告書シリーズにおいて多くの元素に適用される。Exch，交換性；Nonexch，非交換性；RBC，

赤血球；GI，胃腸。 
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この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication130 監修版であり、今後の作業状況

や委員会での用語の検討状況、監修等によって変更することもあり得る。

Table A.1 表の中身については、略称でない用語だけ翻訳。 
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表 A.1. ヒト呼吸気道からの，時間依存粒子輸送を描写するためのコンパートメントモ

デルにおけるパラーメータの標準値 
 
1 (a) クリアランス速度 
2 元の前 HRTM（ICRP，1994a，表 17A から） 
3 改訂された HRTM 
4 
輸送元 
輸送先 
速度（d-1） 
半減期* 
5 胃腸管 
6 環境 
7 食道 
8 環境 
9 (b) 各領域における沈着物のコンパートメント間の分配 
10 元の前の HRTM（ICRP，1994a，表 17B から） 
11 改訂された HRTM 
12 
領域または沈着部位 
コンパートメント 
領域の沈着物がコンパートメントに割り当てられる割合† 
領域または沈着部位 
コンパートメント 
領域の沈着物がコンパートメントに割り当てられる割合 
13 次ページに続く 
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表 A.1.（続き） 
1 元の前の HRTM（ICRP，1994a，表 17B から） 
2 2 改訂された HRTM 
 
3 領域または沈着部位 
コンパートメント 
領域の沈着物がコンパートメントに割り当てられる割合† 
領域または沈着部位 
コンパートメント 
領域の沈着物がコンパートメントに割り当てられる割合 
4 
HRTM，ヒト呼吸気道モデル 
 
領域または沈着部位: 
ET1，前鼻腔；ET2，後鼻腔，咽頭および喉頭；BB，気管支領域；bb，細気管支領域；AI，
肺胞－間質領域；INT，間質領域；ALV，肺胞領域；LNET，胸郭外リンパ節；LNTH，胸郭

内リンパ節。 
 
コンパートメント: 
ET1：前鼻腔（細分されない領域 ET1）に沈着した物質の残留；ETseq：鼻腔に沈着した粒子

の微小割合の，気道組織における長期残留（半減期約 700d）；ET’2：ETseqに保持される微

小割合（0.002 とみなされる）を除いた，後鼻腔，咽頭および喉頭（ET2領域）に沈着した

物質の短期残留（半減期約 10 min）；BB’：ET’2への粒子輸送を伴う，BB における粒子の

残留（半減期約 100min）；bb’：BB’への粒子輸送を伴う，bb における粒子の残留（半減期

約 3.5 d）；BBseq：気管支領域に沈着した粒子の微小割合の，気道壁における長期残留（半

減期約 700 d）；bbseq：細気管支領域に沈着した粒子の微小割合の，気道壁における長期残

留（半減期約 700 d）；ALV：肺胞に沈着した粒子の残留（半減期約 250 d）。沈着物の一部

（0.67）は粒子輸送によって線毛気道（bb’）へと取り除かれるが，残りは間質（INT）へと

浸透する；INT：肺胞に沈着した，間質へと浸透する粒子の超長期残留（半減期約 60 y）。
すなわち，これらの粒子はリンパ節へとゆっくり取り除かれる。 
 
*粒子輸送速度に対して標準値が指定されており，d-1 の単位で概数化されているため、

これらの半減期は近似値である。AI3から LNTHへの，または INT から LNTHへの輸送

速度については，半減期は示されていない。これらの速度は，必要とされる物質量をリ

ンパ節に割り当てるために選択されたためである。元の HRTM におけるコンパートメ

ント AI3 ならびに改訂された HRTM におけるコンパートメント ALV および ET1 のク

リアランス半減期は，それらのコンパートメントからのクリアランス速度の合計によっ

て決定される。 
 
†図 A.1 のキャプションに言及したように，元の HRTM では，遅いクリアランスの成分

fsは粒径に依存すると仮定されている。詳細は，Publication 66（ICRP，1994a）の表

17 および E.5.6 節を参照。 
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Table A.2 表タイトル、小見出し(a)､(b)､（c)、表注のみ訳 

 

 
 
 
表 A.2. エアロゾルサイズの関数としての，呼吸気道の各領域における沈着割合*,†（成

人男性，鼻呼吸者） 
 
1 合計 
2 (a) 静止（着座）している成人男性（呼吸率＝0.54 m3 h-1） 
3 (b) 軽運動中の成人男性（呼吸率＝1.5 m3 h-1） 
4 次ページに続く 
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表 A.2.（続き） 
 
1 合計 
2 標準作業者‡（呼吸率＝1.2 m3 h-1） 
3 次ページに続く 
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表 A.2.（続き） 
 
1 合計 
2 
ET1，前鼻腔；ET2，後鼻腔，咽頭および喉頭；BB，気管支領域；bb，細気管支領域；AI，
肺胞－間質領域；AMTD，熱力学的放射能中央径；AMAD，空気力学的放射能中央径。 
*標準値は各パラメータの平均値が知られている確実さを反映するのに選ばれるであろう精

度よりもっと高い精度で与えられている 
†これらの粒子は，密度 3.00 g cm-3および形状係数 1.5 を持つと仮定されている［緻密な不

規則形状（すなわち，非球状）粒子に典型的である］。粒子径は，幾何学的標準偏差 σg が 0.6 
nm における 1.0 から約 1 μm 以上における 2.5 まで増加する対数正規分布をすると仮定さ

れている［Publication 66（ICRP，1994a，170 項）］。σgの値は標準値ではなく，対応する

AMTD から導き出される（ICRP，1994a）。 
‡軽作業は，次の根拠で定義されている：2.5 時間の着座（このときの吸入量は 0.54 m3 h-1）

および 5.5 時間の軽い運動（このときの吸入量は 1.5 m3 h-1）。両方のレベルの活動につい

て，すべての吸入空気は鼻を通えいて入る。したがって，これらの沈着割合は，表 A.2(a,b)
における着座している鼻呼吸成人男性および軽い運動中の鼻呼吸成人男性について与えら

れた 2 つのレベルの活動に対応する体積加重平均値である。本文に述べたように，胸郭外

気道における総沈着量を示すために ET1および ET2に沈着した割合を合計し，65％を ET1

へ，35％を ET2へと分配した。 
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Table A.3 表タイトルのみ訳 

表 A.3. 図 A.3 において使用された，胸郭内気道における残留に関するデータの出典

元
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Table A.4 すべて翻訳 

 

 
 
 
表 A.4. 元のヒト呼吸気道モデル（HRTM）における，タイプ F，M および S の物質

に対応するデフォルト設定の吸収パラメータ値［Publication 66（ICRP 1994a，表 18）
に基づく］* 
 
1 
タイプ 
モデルパラメータ 
初期溶解速度（d-1） 
変換速度（d-1） 
最終溶解速度（d-1） 
速く溶解する割合 
近似的溶解速度： 
速い（d-1） 
遅い（d-1） 
結合状態への割合 
結合状態からの取り込み速度（d-1） 
2 
F（速い） 
M（中位） 
S（遅い） 
3 *この表におけるモデルの値 sp，spt および st は，元の HRTM での標準値（すなわ

ち，モデルにおいて使用が勧告されたデフォルト値）である。デフォルト設定されたど

のタイプについても「結合」状態は仮定されなかった。  

1 2 
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Table A.5-A.6 表タイトルと表注のみ翻訳 

 

 
 
 
表 A.5. 実験データのレビューによる，タイプ F，M および S の物質に対応する溶解

パラメータの中心値* 
 
1 
タイプ 
速く溶解する割合 
溶解速度： 
速い（d-1） 
遅い（d-1） 
2 
F（速い） 
M（中位） 
S（遅い） 
3 *中央値，幾何平均（丸括弧内）および幾何標準偏差（角括弧内） 
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表 A.6. タイプ F，M および S の物質に対応する更新された吸収パラメータデフォルト値

*,† 

1 
タイプ

速く溶解する割合

溶解速度：

速い（d-1）

遅い（d-1）

2 
F（速い） 
M（中位） 
S（遅い） 
3 
*標準値（表 3.2 の脚注を参照）。
†結合状態は，一部の元素のデフォルト設定タイプについても用いられる。
‡元素固有の速い溶解速度は，多くの元素のタイプ F 形態について採用される。 
§タイプ F に対応する元素固有値は、それが 3 d-1を下回るならばタイプ M および S につい

ても用いられる。

3 
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ICRP Publication 138 図（監修版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication138 監修版であり、今後の作業状況

や委員会での用語の検討状況、監修等によって変更することもあり得る。

公平性、線量限度

ステークホルダーの参加

正当化

線量拘束値

慎重さ

表 C．1．放射線防護体系の中核となる価値に関連する古典的儒教の中核となる価値体系 
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ICRP Publication 138 表（監修版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication138 監修版であり、今後の作業状況

や委員会での用語の検討状況、監修等によって変更することもあり得る。

Table C.1. A few milestones in the development of global values and norms. 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

1948 Universal Declaration of Human Rights 1959 Declaration of the Rights of the Child 

1966 International Covenant on Civil and Political Rights 

1966 International Covenant on Economical, Social, and Cultural Rights  

1972 Declaration on Human Environment 

1992 Declaration on Environment and Development (UNESCO) 

1997 Universal Declaration on the Human Genome and Human Rights  

2005 Universal Declaration on Bioethics and Human Rights 

2005 Universal Declaration on Bioethics and Human Rights 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

表 C.1. 世界的な価値と規範の進展に関するいくつかのマイルストーン 

1948 年 世界人権宣言

1959 年 子どもの権利宣言

1966 年 市民的及び政治的権利に関する国際規約

1966 年 経済的、社会的及び文化的権利に関する国際規約

1972 年 人間環境宣言

1992 年 環境と開発に関するリオ宣言（ユネスコ）

※環境と開発に関する国際連合会議（UNCED）によるもので、ユネスコが？

1997 年 ヒトゲノムと人権に関する世界宣言

2005 年 生命倫理と人権に関する世界宣言

※表にダブりがあります。
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ICRP Publication 135 図（校閲版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication135 校閲版で

あり、今後の作業状況や委員会での用語の検討状況、監修等によって

変更することもあり得る。

患者（線量順）

②図 2.1. 自動管電流変調下で操作した 3 台のコンピュータ断層撮影

（CT）スキャナを用いた胸部–腹部–骨盤スキャンの dose length
product（DLP）を、DLP の昇順にプロットしたデータの例（Martin,
2016）。外れ値を容易に特定でき，データ解析から除外することがで

きる。
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ICRP Publication 135 図（校閲版：令和 2 年 3 月） 

 

 
③平均値 
中央値 
④平均線量が最低の病院 
平均線量が最高の病院 
⑤頻度 
⑥胸部– PA 撮影 
⑦フィルム 1 枚あたりの入射表面線量（mGy） 
⑧腹部– AP 撮影 
⑨図 2.2. 国立放射線防護委員会（現，英国公衆衛生庁）による初期調

査に含まれた 20 カ所の英国病院の患者の，画像 1 枚あたりの入射表

面線量の分布（Shrimpton et al., 1986 から英国公衆衛生庁の許可を

得て再掲）。平均値が最高及び最低の病院の分布を，強調して示して

いる。PA, 後前像; AP, 前後像。 
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ICRP Publication 135 図（校閲版：令和 2 年 3 月） 

 

 
 
①腰椎 LAT 
胸椎 LAT 
腰椎 AP 
腹部 AP 
骨盤 AP 
胸椎 AP 
頭蓋 AP/PA 
頭蓋 LAT 
②図 2.3. X 線検査の入射表面空気カーマ（ESD）（Ka,e）測定値の第 3
四分位数－1985年～2010年の国立放射線防護委員会／英国健康保護

局調査から［Hart et al.（2012）から英国公衆衛生庁の許可を得て再

掲］。LAT, 側面像; AP, 前後像; PA, 後前像。 
 

1 

2 

182



ICRP Publication 135 図（校閲版：令和 2 年 3 月） 

①75%曲線 
②50%曲線 
③患者体重，kg 
④A病院ランダムデータ 

Eksp（A，B 及び C 病院データの 75%曲線（同等体重）） 
Eksp（A 病院ランダムデータ） 
Eksp（A，B 及び C 病院データの 50%曲線（同等体重）） 
⑤図 6.1. 胸部コンピュータ断層撮影（CT）の診断参考レベル（DRL）
量-体重曲線の例。DRL 量として長さ線量積(DLP)を用いている。DLP
値は 32 cm 径の CT 測定用ファントムに関連している。最低曲線は，

この手法を用いた 1 例で，個々の病院からの限られたデータセットに

関する比較を示している（Järvinen et al., 2015）。  
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ICRP Publication 135 図（校閲版：令和 2 年 3 月） 

 

 
①患者線量の調査と最適化 
②3 年後に再検討 
③60～80 kg の患者の DRL 量に関するデータを収集 
④検査の中央値を算出 
⑤<DRL 値 
⑥中央線量を DRL 値と比較 
⑦>DRL 値 
⑧手法，照射設定及び装置の性能の結果を検討 
⑨最適化戦略と，放射線技師と協力して変更することを推奨 
⑩図 7.1.監査サイクルと最適化フローチャートの例。DRL, 診断参考

レベル。 
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ICRP Publication 135 図（校閲版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication135 校閲版であり、今後の作業状況や委員会での

用語の検討状況、監修等によって変更することもあり得る。

表 2.1. 検査の選択と評価方法 

検査 DRL の推奨 評価方法

マンモグラフィ 推奨 患者調査により DRL を設定し，

標準線量の比較値としてファン

トム測定

口腔内歯科 X 線撮影 推奨 標準設定の出力測定

パノラマ歯科 X 線撮影 推奨 標準設定で空気カーマ面積線量

積を測定

CT 推奨 患者調査

体幹の X 線撮影 推奨 患者調査を推奨

頭蓋 X 線撮影 推奨 患者調査

小児 X 線撮影 推奨 患者調査

小児 CT 推奨 患者調査

四肢の X 線撮影 推奨（低い方を優先） 患者調査

可動式 X 線撮影 推奨（低い方を優先） 患者調査

新生児の X 線撮影 推奨 患者調査

小児の可動式 X 線撮影 推奨（小児病院で） 患者調査

バリウム検査 推奨 患者調査

IVR 及び心血管インターベンシ

ョン

推奨 患者調査

その他の透視撮影 可能，使用レベルに応じる 患者調査

核医学–成人 推奨 投与放射能量又は（なるべくな

ら）体重あたりの投与放射能量に

基づく

核医学–小児 推奨 投与放射能量に基づき，小児のサ

イズ又は体重で調整

骨密度検査 推奨（低い方を優先） 患者調査

DRL, 診断参考レベル; CT, コンピュータ断層撮影。 
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表 2.2. 診断参考レベル（DRL）の種類，導出方法，適用エリア 

用語 調査するエリア及び施設 DRL 設定に使用する分布

における数値 

 

適用 

代表値 複数の X 線室を含む医療

施設，又は，新たな技術と

関連した少数の施設又は

単一施設 

 

分布の中央値（第 3 四分位

数を使用するためのデー

タが不十分であるため） 

さらなる最適化を必要とする X

線装置を特定するために現地で

使用 

地方（ローカル） 1 地方エリアの少数の医療

施設（例えば少なくとも 10

～20 の X 線室をもつ）内

の X 線室 

各X線室の中央値の第3四

分位数 

さらなる最適化を必要とする X

線装置を特定するために現地で

使用 

国 1 国全体から選択した代表

的な施設 

各 X 線室の中央値又は国

の数値の第 3 四分位数 

最適化が必要な X 線施設を特定

するため，全国に適用 

地域 1 大陸内の複数の国 各国の DRL 値の分布の中

央値，又は地域全体を代表

できるよう選択した医療

施設の分布の 75 パーセン

タイル 

関連する DRL が得られない地域

の国々，又は国の DRL が地域の

値よりも高い国々 
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表 2.3. 国際放射線単位測定委員会（ICRU）の，診断参考レベル量を示す記号 

ICRU の記号* 意味 その他の一般的な記号

CTDIvol ボリューム CT 線量指標  [CT 

dose index (volume)] 

DLP 長 さ 線 量 積  [Dose-length 

product] 

Ka,i 入射空気カーマ IAK 

Ka,e 入射表面空気カーマ ESAK，ESD 

Ka,r 患者入射基準点での空気カーマ CAK 

DG 平均乳腺線量 MGD，AGD 

PKA 面積空気カーマ積算値 KAP，DAP 

*本書では ICRU の記号を使用している。その他の一般的な記号は，読者の便宜のために示している。

187



ICRP Publication 135 図（校閲版：令和 2 年 3 月） 

表 2.4. 診断参考レベル（DRL）の設定に適した数量 

装置 推奨する数量 推奨する単位

X 線撮影 Ka,e mGy

PKA mGy cm2 

マンモグラフィ，乳房トモシンセ

シス

Ka,e，Ka,i，又は DG* mGy 

歯科口腔内 Ka,i mGy 

歯科パノラマ PKA（又は線量幅積） mGy cm2（mGy cm） 

透視診断，透視下 IVR PKA Gy cm2 

Ka,r Gy

透視時間 s 

シネ又はデジタルサブトラクシ

ョン血管造影の画像数

枚

CT，IVR-CT CTDIvol mGy

DLP mGy cm

コーンビーム CT（数量の入手可

能性による）

Ka,r mGy

PKA mGy cm2 

CTDIvol mGy

DLP mGy cm

核医学 投与放射能量又は体重あたりの

放射能量

MBq 又は MBq kg-1 

CT, コンピュータ断層撮影; Ka,e, 入射表面空気カーマ; PKA,面積空気カーマ積算値; Ka,i, 入射空気カー

マ; DG, 平均乳腺線量; Ka,r, 患者入射基準点での空気カーマ; CTDIvol, ボリューム CT 線量指標 [volume

CT dose index]; DLP, 長さ線量積 [dose-length product]。

*マンモグラフィ及びトモシンセシスの場合に推奨されるDRL量はKa,e，Ka,i又はDGの1つ以上であり，

どの量を選択するかは現場の撮影行為及び規制要件に応じる。

放射性医薬品が主に単一臓器に濃縮される一部の核医学検査（例えば甲状腺，センチネルリンパ節の画

像撮影，肺換気，及び肺灌流検査など）では，すべての成人患者に対して標準の放射能量で投与できる

だろう。その他の核医学検査については，患者の体重に基づいた投与放射能量（MBq kg-1）が理想的で

あろう。委員会は，小児，青年及び低体重の患者には体重に基づく投与放射能量を用いること，また他

の患者群にも検討することを勧告している。調査結果として成人における投与放射能量（MBq）のみが

入手可能である場合，成人の核医学における DRL 値は通常，平均的な体格の患者（例えば 70±10 kg）

に使用された投与放射能量に基づいて定められる。必要に応じて，この数値から，体重あたりの投与放

射能量（MBq kg-1）に関する DRL 値を算出することができる。 

表 3.1. 様々な X 線診断，透視検査，IVR の相対的頻度と，X 線撮影による集団実効線量に対する寄与

率［EC（2008）からデータ抜粋］。 
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検査 全放射線検査の全体頻度に対す

る割合（%） 

集団実効線量に対する寄与率

（%） 

X 線撮影   

胸部 12-29 0.7-5.2 

マンモグラフィ 0.3-15 0.6-4.7 

腹部，骨盤，大腿骨近位部 7.4-14.3 2.9-14.1 

脊椎（胸椎及び腰椎） 3.8-12.7 30.1 

静脈内尿路造影 0.3-2.0 1.2-8.7 

X 線撮影／透視撮影   

バリウム食 0.3-0.9 0.8-5.9 

バリウム注腸造影（注：現在は

CT コロノグラフィーに代わられ

ることが多い） 

0.1-2.0 0.5-13 

心臓血管造影 0.2-1.3 2.8-9.4 

CT, コンピュータ断層撮影。 
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表 3.2. X 線管の焦点から 1 メートル離れた X 線のアウトプット（mGy mAs-1）。ろ過はアルミニウム等

量 3.0–3.6 mm 

kVp 2 パルス* 波形 

6 及び 12 パルス* 

定電位† 

70 20 ±6 36 ±10 42 ±5 

80 28 ±8 50 ±13 59 ±6 

90 35 ±10 70 ±18  

100 43 ±12 94 ±22 90 ±9 

出典: *Le Heron（1989）,† Martin and Sutton（2014）。 
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表 6.1. 小児画像撮影に関する欧州ガイドラインで推奨されている，小児の診断参考レベル（DRL）に

関する体重によるグループ分けと，おおよそ相当する年齢（EC, 2016）。並びに初期の調査で使用されて

いた年齢グループ。 

説明 体重グループ（kg） 体重年齢比チャートに

基づく年齢グループ 

過去の国のDRLに使用

された，最も多い年齢

グループ（歳） 

 

新生児 <5 <生後 1 か月 0 

乳児，幼児及び早期小

児期 

5～15 生後 1 か月～4 歳 1 

中期小児期 15～30 4～10 歳 5 

早期思春期 30～50 10～14 歳 10 

後期思春期 50～80 14～18 歳 15 
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 2.1-2.5.docx 

① 粒子線治療における放射線防護

② レンジモジュレーター

③ 第 1 散乱体

④ 第 2 散乱体

⑤ 補償体

⑥ 高線量域

⑦ 陽子

⑧ 補償レンジモジュレーター（compensated range modulator）
⑨ 開口部

⑩ 患者

⑪ 腫瘍（標的体積）

⑫ 図 2.1 陽子線治療のための受動的散乱法を用いたブロードビー

ムシステム。Goitein（2008）より転載。
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 2.1-2.5.docx 

⑬ （a）ブロードビーム法

⑭ 患者ボーラス

コリメータ

⑮ 線量計

散乱体

⑯ ワブラー電磁石

⑰ （b）ペンシルビーム法

⑱ 線量計

⑲ スキャニング電磁石

⑳ 図 2.2 炭素線治療のビームデリバリーシステム（a）ブロードビ

ーム法の概念図。（b）ペンシルビーム法の概念図。RSF，レンジ

シフトフィルタ; RGF，リッジフィルター。
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 2.1-2.5.docx 

① 粒子線治療における放射線防護

② 関数

③ 関数

④ 図 2.3 ワブラー法により生成された均一なブロードビーム。（上
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 2.1-2.5.docx 

段）加速器線源から照射されたペンシルビーム。（中段）ワブラー

電磁石によって回転されたビーム（下段）ワブラー電磁石システ

ムの下流に設置された散乱システムにより拡大されたビーム
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 2.1-2.5.docx 

① 図 2.4 リッジフィルター。高低のエネルギービームに対して，

様々な拡大ブラッグピーク幅に相当するリッジフィルターが作成

されることが多い。

②図 2.5 マルチリーフコリメータ
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 3.1-3.2.docx 

① 水中の陽子線の深部線量分布

② 吸収線量［任意単位］

③ 水中深さ［cm］

④ 図 3.1 モンテカルロシミュレーションコード PHITS により計

算した入射エネルギー160，120，80 及び 40 MeV の陽子（左）
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 3.1-3.2.docx 

と，入射エネルギー290，250，200，及び 100 MeV n-1の炭素線

に予想される水中の深度線量分布（右）。

⑤ ビーム半値全幅 FWHM cm
⑥ ビーム

⑦ 水

⑧ 薄膜

⑨ 鏡

⑩ 陽子の水中飛程（cm）

⑪ 図 3.2 運動エネルギーに応じた陽子線の側方への広がり。

FWHM:半値全幅。Pedroni et al.（2005）より転載
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docxICRP 
Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docx 

① 図 5.1 耳下腺がんに対する強度変調放射線治療（IMRT）と

拡大ビーム法を用いた炭素線治療の治療計画の線量分布の比

較。（a）IMRT の計画。（b）炭素線治療の計画。
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docxICRP 
Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docx 

 

 
① 図 5.2 前立腺治療に対する二重散乱体法を用いた陽子線治療に

おいて，モンテカルロシミュレーションにより得られた陽子束（上）

と中性子束（下）の分布。ペンシルビーム法による陽子（A）が

真空窓を通して入射し，プロファイルモニター（B）を横断する。

回転レンジモジュレーターホイール（C）及び第 2 散乱体（D）が

ビームを深さ方向と横方向に拡大する。レンジシフタ（E），メイ

ンモニタとサブ線量モニタ（F），スノート［患者コリメータ（G）

とボーラス（飛程補償体）（H）を含む］もモデル化している。単

位は粒子数/cm2/入射陽子である。Fontenot et al.（2008）より転

載。 
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docxICRP 
Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docx 

 
 
① 線量当量（mSv/Gy） 
②  
Yan et al 
Wroe et al 
Mesoloras et al 
Zacharatou Jarlskog et al 
Polf et al 
Zheng et al 
Scheneider et al 
 
③照射野辺縁からの側方距離（cm） 
 
④図 5.3. 
3 つの陽子線実験（Yan et al., 2002; Wroe et al., 2007; Mesoloras et 
al., 2006）及び 2 つの拡大ビーム法を用いたモンテカルロシミュレー

ション（Polf and Newhauser, 2005; Zheng et al., 2007）で報告され

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

219



ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docxICRP 
Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docx 

た，照射野辺縁からの距離に応じた中性子線量当量。Zacaratou 
Jarlskog et al.（2008）によるモンテカルロシミュレーションから中

性子等価線量が示されている。さらに陽子ビームスキャンからのデー

タも含めている（Schneider et al., 2002）。陽子線治療では中性子線

量がビームパラメータに大きく依存していることから，各論文からの

2 本の曲線はベストケースとワーストケースのシナリオを示している。

Xu et al.（2008）から再掲。
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docxICRP 
Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docx 

 
① Yonai et al.（5.2 cm WED） 

Yonai et al.（20.2 cm WED） 
Yonai et al.（35.2 cm WED） 
Wroe et al.（0 cm WED） 
Wroe et al.（11.1 cm WED） 
Wroe et al.（22.3 cm WED） 
Wroe et al.（33.4 cm WED） 
WENDI-II（H*（10）） 
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docxICRP 
Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docx 

② 図 5.4 Wroe et al.（2007, 2009）及び Yonai et al.（2010）
による 235-MeV 陽子線に対する飛程調節領域の中心

（SOBP 中心）の治療吸収線量当たりの H の測定値：

H/Dt 及び QD の比較。。ここで両研究において ICRU
Report 40（ICRU, 1986）からの Q（y）-y 関係が用い

られている。WED，測定位置での水等価深。（a）SOBP
の中心における治療吸収線量当たりの線量当量，H。レ

ムカウンターWENDI-II で得られた中性子周辺線量当量

測定値 H*（10）/Dtも示している（Yonai et al., 2008）。
（b）線量平均線質係数，QD。エラーバーは標準偏差を

示す。
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docxICRP 
Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docx 

① 治療吸収線量当たりの中性子周辺線量当量［mSv/Gy］
② アイソセンタからの距離，d［cm］

③ 図 5.5 拡大ビーム法による陽子及び炭素線治療における周辺線

量当量の測定値。凡例にビーム種，エネルギー及び施設を示して

いる。p，陽子，C，炭素線;「p」又は「C」の後の数値はビーム

エネルギーを MeV n-1単位で示している; PMRC，筑波大学陽子

線治療センター; NCCHE，国立がん研究センター東病院; SCC，

静岡がんセンター ; HIBMC，兵庫県立粒子線医療センター ;
HIMAC，放射線医学総合研究所（重粒子線がん治療装置）。Yonai 
et al.（2008）から一部改変して転載。

1 

2 
3 

223



ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docxICRP 
Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docx 

 
 
① 照射野辺縁 
② 軸外距離，x［cm］ 
③ 照射野辺縁 
④ 軸外距離，x［cm］ 
⑤ 水ファントム内の深さ，d［cm］ 
⑥ 水ファントム内の深さ，d［cm］ 
⑦ 図 5.6 400-MeV n-1 炭素線に対する，SOBP の中心における治

療吸収線量当たりの吸収線量測定値（D/Dt），飛程調整部位の中

心における治療吸収線量当たりの線量当量（H/Dt），線量平均線

質係数（QD）。（a）d=20 cm のライン上の D/Dt及び H/Dt。（b）
d=20 cm のライン上の QD。（c）x=25 又は 50 cm のライン上の

D/Dt及び H/Dt。（d）x=25 又は 50 cm のライン上の QD。エラー

バーは統計誤差を表す。Yonai et al.（2010）から転載。 
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docxICRP 
Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.1-5.7.docx 

① 患者の年齢（歳）

② 図 5.7 ファントムの年齢（患者の年齢）に応じた，全照射野で

平均化した等価線量。（a）眼の水晶体（●），甲状腺（□），胸腺（▲）

及び肺（◇）。（b）食道（●），心臓（□），肝臓（▲）及び胃（◇）。

（c）脾臓（●），胆嚢（□），副腎（▲）及び膵臓（◇）。（d）腎臓

（●），小腸（□）及び膀胱（▲）。Zacharatou Jarlskog and Paganetti
（2008）より転載。
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.8.docx 生成後 ICRP 
Publ.127 図（翻訳用）_番号処理.docx 

 
① イメージング法のフローチャート 
② 手順 1. 

治療前の診断 CT 検査 
③ 手順 2. 

通常の CT による治療計画の作成 
④ 手順 3. 

X 線撮影による治療リハーサル 
⑤ 手順 4. 
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ICRP Publ.127J 図（仕上げ翻訳用）_図 5.8.docx 生成後 ICRP 
Publ.127 図（翻訳用）_番号処理.docx 

X 線撮影による日々の設定検証 
⑥ 治療ビーム照射（16 分割／4 週間） 
⑦ 手順 5. 

治療後のフォローアップのための診断 CT 検査 
⑧ 各イメージング法における結腸線量 
⑨ 手順 1. 

通常の CT で 15～20 mGy 
⑩ 手順 2. 

通常の CT で 15～20 mGy 
⑪ 手順 3. 

7 回の直角 2 方向撮影で 3～4 mGy 
⑫ 手順 4. 

16 分割照射に対し 64 回の直角 2 方向撮影で 25～35 mGy 
⑬ 手順 5. 

通常の CT で 15～20 mGy 
⑭ イメージング法による総結腸線量 

約 100 mGy 
⑮ 図 5.8 重粒子線がん治療装置による前立腺がんの炭素線治療に

伴う，イメージング法の 1 例と各手順における結腸線量。CT，コ

ンピュータ断層撮影。 
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表 4.1 吸収線量=1 での単一哺乳類細胞における平均損傷件数 

事象 低 LET 放射線 高 LET 放射線 
核内のトラック数

核内の電離イベント数

DNA 内の電離イベント数 
塩基損傷

DNA 一本鎖切断 
DNA 二重鎖切断の RBE 
PCC での断片：初期 
PCC での断片：8 時間後 
染色体異常

複雑異常

致死性の損傷

細胞の不活化

LET, 線エネルギー付与; RBE, 生物効果比; PCC, 未成熟染色体凝縮。 
Nikjoo et al.（1998)から許可を得て転載。 

3 
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表 4.2 急性照射後の成人において約 1％の罹病率及び死亡率を示すし

きい線量の推定値。

影響 臓器／組織 影響の発現時間 吸収線量（Gy) 
障害：

一時的不妊 睾丸 3～9 週 約 0.1 
永久不妊 睾丸 3 週 約 6 
永久不妊 卵巣 1 週未満 約 3 
造血機能低下 骨髄 3～7 日 約 0.5 

皮膚発赤の主要期
皮膚（広い

区域）
1～4 週 <3～6 

皮膚の火傷
皮膚（広い

区域）
2～3 週 5～10 

一時的脱毛 皮膚 2～3 週 約 4 
白内障（視力障害） 眼 20 年超 約 0.5 
死亡：

骨髄症候群：

―治療しない場合 骨髄 30～60 日 約 1 
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―手厚い治療を行った場

合 
骨髄 30～60 日 2～3 

胃腸管症候群       
―治療しない場合 小腸 6～9 日 約 6 
―手厚い治療を行った場

合 
小腸 6～9 日 >6 

肺臓炎 肺 1～7 ヵ月 7～8 
Publication 103 及び 118（ICRP, 2007b, 2012)から一部改変して転

載。 
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表 4.3 放射線加重係数(wR）の推奨値(ICRP, 2007b)。 
 
放射線種 放射線加重係数，wR 
光子 1 
電子*及び µ 中間子 1 
陽子及び荷電パイ中間子 2 
アルファ粒子，核分裂片，重イ

オン 
20 

中性子 中性子エネルギーの連続関数（2.5～20.7) 
すべての値は人体に入射する放射線，また内部線源については取り込

まれた放射性核種から放出される放射線に関するものである。 
*オージェ電子については Publication 103（ICRP, 2007b)の付属書 B，

B.3.3 項での特記事項を参照。 
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表 5.1 種々のコンピュータ断層撮影（CT）検査における平均臓器線量 
検査 頭部 胸部 
  SSCT SSCT SSCT SSCT MSCT MSCT 4DCT 
CT
スキ

ャナ 
[1] [2] [1] [2] [4] [5] [7] 

組

織・

臓器 
臓器 線量

(mGy) 
          

甲状

腺 
1.85 0.55 2.25 1.86 23.4 13 66.4 

肺 0.09 0.08 22.4 19.6 19.2 20.9 61.4 
食道 – – – – 17.6 18.8 54.5 
乳房 0.03 0.11 21.4 15.9 16 13 46.2 
肝臓 0.01 0.02 5.64 8.96 14.7 13.9 29.6 
胃 <0.01 0.02 4.06 9.19 15.3 14.3 25.5 
結腸 <0.01 <0.01 0.07 0.15 2.89 1.5 3.8 
卵巣 <0.01 <0.01 0.08 0.11 0.13 0.1 0.1 
膀胱 <0.01 <0.01 0.02 0.09 0.16 0.1 0.2 
睾丸 <0.01 <0.01 <0.01 0.05 0.12 0.1 0.3 
赤色

骨髄 
2.67 1.45 5.94 5.69 5.94 8.2 17.4 

皮膚 2.62 – 4.42 – 18 2.5 11.2 
 

検査 腹部 骨盤 腹部骨盤 全身

CT 

CT スキャナ SSCT SSCT MSCT SSCT SSCT MSCT MSCT MSCT 
  [1] [2] [3] [1] [2] [4] [5] [6] 
組織・臓器 臓器線量(mGy) 
甲状腺 0.05 0.17 0.44 <0.01 0.03 - 0.4 10.4 
肺 2.7 1.68 8.19 0.05 0.13 - 6.3 6.8 
食道 – – 2.29 – - - 7.6 6.5 
乳房 0.72 0.78 5.87 0.03 0.11 - 8.1 7.6 
肝臓 20.4 27.8 19.5 0.68 0.49 19 14.4 8.3 
胃 22.2 26.9 21 1.06 0.47 20.3 17.9 7.5 
結腸 6.6 1 16.5 15.1 19.2 19.6 17.9 8.1 
卵巣 8 0.61 1.43 22.7 15.1 15.7 20.5 8.8 
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膀胱 5.07 0.42 1.24 23.2 10.6 19.4 18.3 6.3 
睾丸 0.7 0.1 0.17 1.72 1.04 11.1 6.9 8.4 
赤色骨髄 5.58 2.16 5.76 5.62 5.6 9.29 8.7 6 
皮膚 4.76 – 3.21 3.72 - 5.04 3.7 7 

SSCT, シングルスライス CT; MSCT, マルチスライス CT; 4DCT, 時間分解コンピュータ

断層撮影。 
[1] Shrimpton et al.(1991)。[2] Nishizawa et al.(1991) 。[3] Nishizawa et al.(2008b) 。
[4] Nishizawa et al.(2008a) 。[5] Fujii et al.(2007) 。[6] Huang et al.(2009) 。[7] Mori 
et al.(2009) 。
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表 5.2 脳病変に対する 70-Gy の治療を考慮しパッシブ散乱陽子線治療において計算され

た中性子線による，甲状腺，肺及び胃の等価線量。 
 

 等価線量（mSv） 
  9 ヵ月齢 4 歳 11 歳 14 歳 
陽子線治療による甲状腺へ

の H 
80.8 130.3 110.7 103.4 

胸部 CT スキャンによる甲

状腺への H 
8 9 5.2 6.9 

治療／CT スキャン（甲状

腺） 
10.1 14.4 21.2 14.9 

陽子線治療による肺への H 79.1 85.5 36.5 23.1 
胸部 CT スキャンによる肺

への H 
15 13.9 12 12.6 

治療／CT スキャン（肺） 5.3 6.2 3 1.8 
陽子線治療による胃への H 52.8 19 9 2.5 
胸部 CT スキャンによる胃

への H 
11 4.9 5.9 5 

治療／CT スキャン（胃） 4.8 3.9 1.5 0.5 
CT, コンピュータ断層撮影。 
分割を考慮し換算係数 1.5 として治療線量を修正(BEIR-VII, 2006)。数値は，患者の年齢

の関数として，胸部 CT スキャンで予想される放射線と比較している(Lee et al., 2007)。 
Zacharatou Jarlskog et al.（2008)から一部改変して転載。 
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表 5.3 種々のコーンビームコンピュータ断層撮影（CBCT）検査における平均臓器線量 
検査 頭部 胸部 骨盤 

参考文

献 
Endo et 
al.(1999) 

Sawyer et 
al.(2009) 

Kan et 
al.(2008
) 

Endo et 
al.(1999) 

Kan et 
al.(2008
) 

Sawyer 
et 
al.(2009
) 

Kan et 
al.(2008
) 

管電圧

(kV) 
120 125 125 120 125 125 125 

投影当

たりの

mAs 
2 2 2 2 2 1.2 2 

投影数 360 1125 
650～
700 

360 
650～
700 

1350 
650～
700 

組織・臓器         臓器線量(mGy) 
甲状腺 135.3 7.8 110.8 27.7 7.9 0.2 0.4 
肺 4 1.1 5.7 67.1 53.4 0.9 0.8 
食道 7.3 1.5 38.1 68.5 35.9 0.8 0.8 
乳房 3 1.3 2.1 47.2 46.9 0.6 1.2 
肝臓 1.1 0.1 0.7 34.4 38.7 2.9 6.3 
胃 1 0.2 0.7 26.8 43.7 2.1 5.9 
結腸 – 0.1 0.5 – 3.5 19.9 54.3 
卵巣 0.1 0.1 0.2 0.7 0.6 40.6 37.5 
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膀胱 – 0.1 0.2 – 0.7 36.4 52.9 
睾丸 0.1 0.1 – 0.8 – 31.3 – 
赤色骨

髄 
13.5 6.9 8 21.9 30.4 8.9 20.3 

皮膚 – 6.9 9.2 – 27.7 11.6 25.9 
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表 7.1 イオンビーム放射線治療の安全性評価の簡易例 
番号 起因事象 起こりうる結

果 
予防手段 

作業又は段

階：TPS のコ

ミッショニ

ング 

   

1 CT 値対 WEL
に対して誤っ

たデータセッ

トを入力 

短すぎ又は過

剰なビーム飛

程で計画外の

体積に照射。

OAR が体積に

カバーされて

いる場合は，重

大な結果に至

る可能性があ

る 

CT-WEL デー

タの独立又は

重複検証。線量

計算値とファ

ントムの測定

値とを比較 

作業又は段

階：患者の固

定 

   

2 固定具の厚さ

及び材料の誤

り 

短すぎ又は過

剰なビーム飛

程で計画外の

体積に照射。

OAR が体積に

カバーされて

いる場合は，重

大な結果に至

る可能性があ

る 

受入れ時に厚

さと材料を確

認 

240



ICRP Publ.127J 表（仕上げ翻訳用）_表 5.1-5.3_表 7.1.docxICRP 
Publ.127J 表（仕上げ翻訳用）_福村担当箇所 

作業又は段

階：治療計画 
   

3 計画 CT に対し

誤 っ た CT-
WEL データセ

ットを選択 

短すぎ又は過

剰なビーム飛

程で計画外の

体積に照射。

OAR が体積に

カバーされて

いる場合は，重

大な結果に至

る可能性があ

る 
 

CT-WEL デー

タの独立又は

重複検証。線量

計算値とファ

ントムの測定

値とを比較 

4 金属アーチフ

ァクトの見落

とし及び／又

は誤処理 

同上 CT 画像及び処

理の独立又は

重複検証 

作業又は段

階：TPS から

のデータ転

送 

   

5 TPS から数値

制御機械に誤

ったビームエ

ネルギー（及び

／又は SOBP
幅）の転送 

計画外の体積

に照射。OARが

体積にカバー-
されている場

合は，重大な結

果に至る可能

性がある 

飛程 -エネルギ

ーデータの独

立又は重複検

証。計画と，線

量分布測定結

果とを比較 

6 TPS からビー

ム制御装置に

誤ったコリメ

ータ形状デー

タを転送 

同上 光照射野及び

／又はビーム

ズアイビュー

の X 線像を確

認。コリメータ

の形状に対し

設計計画と測

定とを比較 
7 TPS からビー

ム制御装置に

誤った MU 値

計画外の線量

投与。過剰線量

により重篤な

患者治療前の

線量測定。前の

分割照射のMU
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を転送 合併症が生じ

るおそれがあ

る。 
過小線量によ

り局所制御が

不良となるお

それがある 

値を確認 

作業又は段

階：患者コリ

メータや飛

程補償体の

製造  

   

8 不適切な切断 計画外の体積

に照射。 
OAR が体積に

カバーされて

いる場合は，重

大な結果に至

る可能性があ

る 

コリメータ及

び飛程補償体

の形状につい

て設計計画と

測定とを比較 

作業又は段

階：線量校正 
   

9 不適切な線量

校正 
計画外の線量

投与。照射過剰

線量により重

篤な合併症が

生じるおそれ

がある。過小線

量により局所

制御が不良と

なるおそれが

ある 

治療前に測定

結果，校正定数

及び補正係数

を独立又は重

複して確認 

作業又は段

階：照射 
   

10 単位，物理的線

量及び生物学

的（臨床的）線

量を混同する

ことで処方線

計画外の線量

投与。過剰線量

により重篤な

合併症が生じ

るおそれがあ

処方線量の単

位を独立して

確認。スタッフ

内のコミュニ

ケーションと
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量を誤解 る。過小線量に

より局所制御

が不良となる

おそれがある 

訓練を強化 

11 スノート位置

の間違い 
計画外の体積

に照射。 
OAR が体積に

カバーされて

いる場合は，重

大な結果に至

る可能性があ

る 

スノート位置

の独立した確

認。 
スタッフ内の

コミュニケー

ションと訓練

を強化 

12 治療計画と異

なる寝台を使

用 

ビームが寝台

を通過する際

に，短すぎ又は

過剰なビーム

飛程で計画外

の体積に照射 

照射用寝台を

独立して特定 
 

13 呼吸同期位相

から外れた照

射 

計画外の体積

に照射。OARが

体積にカバー

されている場

合は，重大な結

果に至る可能

性がある 

照射前に呼吸

同期信号生成

装置を確認す

る。照射中の呼

吸，ゲート及び

ビーム信号の

オンラインモ

ニター 
14 ビームライン

上に装置を計

画外に挿入 

短いビーム飛

程で計画外の

体積照射 

照射前にビー

ムライン装置

の位置を確認 
CT, コンピュータ断層撮影; WEL, 水等価厚; OAR, 危険臓器; TPS, 
治療計画システム; SOBP, 拡大ブラッグピーク; MU, モニターユニ

ット。 
本事象リストは全てを網羅してはおらず，評価方法を示した例として

意図されている。記載している事象はイオンビーム放射線治療に固有

なものであるため，光子又は電子線治療にも該当する一般的な性質を

もつその他の事象は，ここには記載していない。 
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表 5.4 炭素線治療施設に勤務する放射線技師の作業，所要時間，放射線源からの距離。 
作 業

* 
ビ ー ム

停 止 か

ら 作 業

開 始 ま

で の 時

間

作

業

の

所

要

時

間

線源から評価点までの距離

実効線量の評価のため 皮膚線量の評価のため

MLC コ リ

メ ー

タ

コ ン ペ

ン セ ー

ター

MLC コ リ

メ ー

タ

コ ン ペ

ン セ ー

ター

A 25s 30s 50cm 30cm 30cm 50cm 30cm 30cm 
B 55s 10s 50cm 30cm 30cm 1.5cm 0cm 0cm 
C 1min5s 10s 50cm 30cm 30cm 1.5cm 30cm 0cm 
D 1min15s 15s - - 30cm - - 0cm 
E 1min30s 10s - 30cm - - 0cm - 
MLC, マルチリーフコリメータ。 
実効線量の評価には γ線による線量率を用い，皮膚への等価線量の評価には β線及び γ線

による総線量率を用いている(Tsujii et al., 2009)。 
*A, 患者固定具を外す; B,患者コリメータを外す(サイドテーブルに置く);
C, 調整フィルタを外す（サイドテーブルに置く); D, 調整フィルタを保管する（保管庫に

移動させる); E, 患者コリメータを保管する(保管庫に移動させる)。
†距離が遠いことから，線量寄与は無視している
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表 5.5 炭素線治療施設に勤務する放射線技師の実効線量当量及び皮膚の等価線量の評価

(Tsujii et al., 2009)。 
 実効線量（mSv) 皮膚の等価線量(mSv) 
作業 HIMAC* HIMAC† HIBMC HIMAC* HIMAC† HIBMC 
A 0.108 0.085 0.054 0.119 0.125 0.099 
B 0.034 0.018 0.017 0.759 0.252 0.417 
C 0.034 0.017 0.017 0.331 0.226 0.136 
D 0.005 0.007 0.006 0.299 0.192 0.111 
E 0.023 - 0.007 0.358 - 0.277 
総 線 量

(mSv) 
0.203 0.128 0.101 1.866 0.795 1.040 

年間線量

（mSv) 
1.057 0.665 0.530 9.701 4.132 5.410 

3 ヵ月の

総 線 量

(mSv) 

0.264 0.166 0.133 - - - 

HIMAC，放射線医学総合研究所（千葉）; HIBMC, 兵庫県立粒子線医療センター 
*水中飛程約 150 mm の 290 MeV n-1 炭素線照射。 
†水中飛程約 250 mm の 400 MeV n-1 炭素線照射。 
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表 5.6 陽子線治療施設に勤務する放射線技師の実効線量及び皮膚の

等価線量の評価(Tsujii et al., 2009) 
 実効線量（mSv) 皮膚の等価線量(mSv) 
作業 HIBMC PMRC SCC HIBMC PMRC SCC 
A 0.294 0.205 0.496 0.538 0.431 1.138 
B 0.096 0.066 0.157 2.918 2.309 5.002 
C 0.095 0.065 0.153 0.940 1.042 2.284 
D 0.049 0.016 0.078 1.071 0.928 3.030 
E 0.051 0.085 0.180 1.982 1.289 2.673 
総 線 量

(mSv) 
0.585 0.438 1.064 7.449 5.999 14.127 

年 間 線

量

（mSv) 

3.040 2.276 5.531 38.742 31.196 73.459 

3 ヵ月の

総 線 量

(mSv) 

0.760 0.569 1.383 - - - 

HIBMC, 兵庫県立粒子線医療センター; PMRC, 筑波大学陽子線治療

センター; SCC, 静岡がんセンター。 
*A, 患者固定具を外す; B,患者コリメータを外す(サイドテーブルに

置く); 
C, 調整フィルタを外す（サイドテーブルに置く); D, 調整フィルタを

保管する（保管庫に移動させる); E, 患者コリメータを保管する(保管
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庫に移動させる)。 
 
 

 
表 5.7 医療従事者の推定年間線量の集計(Tsujii et al., 2009)。 
 

放射線治療

の種類 
著者 

年間実効

線量

（mSv) 

年間皮膚

等価線量

（mSv) 

全身の年間

等価線量

(mSv) 
X 線 Fischer et al.(2008) – – 0.6–2.5 
  Perin et al.(2003) – – 2.5 
陽子 Moyers et al.(2008) – – 0.02-0.21 
  Tsujii et al.(2009) 2.3-5.5 31.2-73.5 – 
炭素線 Tsujii et al.(2009) 0.5-1.1 4.1-9.7 – 
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表 6.1  空気の放射化により生成する可能性がある核種(Tsujii et al., 
2009)。 

核種 半減期 生成反応

断面積（mb)
（Sullivan, 

1992) 

空気断

面積

(cm-1) 

3H 12.3 年 16O(x,sp)3H 30 1.4 x 
10-6

14N(x,sp)3H 30

7Be 53.3 日 16O(x,sp)7Be 5 4.4 x 
10-7

14N(x,sp)7Be 10

11C 20.4 ヵ月 16O(x,sp)11C 5 
4.4 x 
10-7

14N(x,sp)11C 10

13N 9.97 ヵ月 16O(x,sp)13N 9 4.9 x 
10-7

14N(x,sp)13N 10

15O 2.04 ヵ月 16O(x,sp)15O 40 4.2 x 
10-7
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ICRP Publication 139 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication139 翻訳版で

あり、今後の作業状況や委員会での用語の検討状況、監修等によって

変更することもあり得る。

①

エプロン内

②

エプロン外

③

中央値 E：0.03 mSv 平均値 E：0.12 mSv 
④

1 2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 
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ICRP Publication 139 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 
 

頻度 
⑤ 
341 件の結果が 2 mSv を超えた 
⑥ 
それ以上 
⑦ 
中央値 E：0.1 mSv 平均値 E：0.27 mSv 
⑧ 
頻度 
⑨ 
2342 件の結果が 2 mSv を超えた 
⑩ 
それ以上 
⑪ 
図 2.1  2 台個の線量計（1 台個はエプロン外，1 台個はエプロン内）

で評価した実効線量（E）の分布（上図）と，1 台個の線量計（エプロ

ン外）で評価した実効線量の分布（下図）（Yoder and Salasky, 2016） 
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ICRP Publication 139 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 
 

 

 
① 
図 5.1 アンダーチューブ型 X 線システムの X 線管からの空気カー

マ率分布（Whitby and Martin, 2003）（British Journal of Radiology
より許可を得て再掲） 

1 
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ICRP Publication 139 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 
 

 
 
①図 5.2 X 線管が傾斜する IVR 用 X 線装置周囲の空気カーマ率分布

（Whitby and Martin, 2003）（British Journal of Radiology より許

可を得て再掲） 
 

1 
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ICRP Publication 139 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 
 

 
 
① 
ICRP Publication 139 
② 
1 Sv 当たりの被ばく誘発性発がんリスク（%） 
③ 
女性 
男性 
④ 
被ばく時年齢（歳） 
⑤ 
図 5.3 甲状腺等価線量 1 シーベルト当たりの被ばく誘発性甲状腺

がんリスク。Publication 103（ICRP, 2007a）に規定されている国際

放射線防護委員会-混合集団のデータに基づく。 
 

1 

2 

3 

4 

5 
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ICRP Publication 139 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 
 

 
 
① 
相対線量率 
② 
心血管インターベンション 
③ 
橈骨動脈アクセス 
④ 
大腿動脈アクセス 
⑤ 
相対線量率 
⑥ 
IVR 
⑦ 

1 
2 

3 

4 

5 6 

7 
8 

9 

10 
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ICRP Publication 139 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 
 

内頸静脈アクセス 
⑧ 
経皮的アクセス 
⑨ 
大腿動脈アクセス 
⑩ 
図 5.4 カテーテルを操作している術者の手の位置。（a）橈骨動脈及

び大腿動脈アクセス経路による心血管インターベンション（b）内頸

静脈，経皮的及び大腿動脈アクセスによる IVR（Martin and Sutton, 
2014）（Oxford University Press から許可を得て再掲）。
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ICRP Publication 139 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 
 

 

 
① 
図 5.5 大腿動脈アクセスによる手技のためカテーテルを操作して

いる手の位置（Whitby and Martin, 2005）（British Journal of 
Radiology から許可を得て再掲） 
 

 
 
② 
図 5.6 経皮的及び内頸静脈アクセス経路に関する手の位置の例

（Whitby and Martin, 2005）（British Journal of Radiology から許

可を得て再掲） 

1 

2 
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ICRP Publication 139 表（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication139 翻訳版で

あり、今後の作業状況や委員会での用語の検討状況、監修等によって

変更することもあり得る。

1 

2 3 

4 

5 

6 
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8 
9 

10 

11 

12 13 
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ICRP Publication 139 表（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

①

表 4.1 α及び β値［Järvinen et al.（2008）より引用］は，典型的

ジオメトリーについて過小評価がなく過大評価が最低限度であると

いう基準を満たしたアルゴリズムの値と，Publication 103（ICRP, 
2007a）による実効線量の加重係数に基づくアルゴリズムの値である。 

②

甲状腺の遮蔽あり

③

甲状腺の遮蔽なし

④

アルゴリズム

Swiss Ordinance（2008） 
McEwan（2000） 
Von Boetticher et al.（2010） 
⑤

表 5.1 典型的な患者投与薬を調製している技術者又は薬剤師，並び

に調製された線量を注入している医師に関する，代表的な被ばく

（SIRTEX, 2016 より引用）。 
⑥

体幹（mSv） 
⑦＋⑧

眼の水晶体（mSv） 
⑨

手（mSv） 
⑩

薬剤師

インターベンショナリスト

放射線安全担当者

⑪

表 5.2 2 GBqの 90Y放射能を注射して 6時間後の様々な距離におけ

る典型的な周辺線量当量率（SIRTEX, 2016 より引用）。

⑫

線源からの距離

⑬

周辺線量当量率
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ICRP Publication 124 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication 124 翻訳版であり、今後の作業状況

や委員会での用語の検討状況、監修等によって変更することもあり得る。

1：mGy/日  2：シカ ラット マツ 3：イネ科草本 4：ハチ ミミズ 5：カニ 

6：マス カエル 7：扁平魚 褐藻 8：カモ 

9：図 3.1 生息環境（陸域，淡水域，海水域）ごとにグループ分けされたそれぞれの標準動

物または標準植物（RAP）に対応する，環境防護のための誘導考慮参考レベル（DCRL） 

10：線量率の増加 11：DCRL 12：関連する RAP の DCRL 

13：全線源合計値の参照点 

14：図 3.2 計画被ばく状況における誘導考慮参考レベル（DCRL）と線源の関係。RAP： 

標準動物および標準植物
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ICRP Publication 124 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

1：線量率の増加 2：DCRL 3：線量率低減の可能性 4：最低レベルの目標 

5：関連する RAP の DCRL 

6：図 3.3 誘導考慮参考レベル（DCRL）と現存被ばく状況における低減目標。RAP： 標

準動物および標準植物

7：群集または生態系レベルで望ましい防護 

8：当該生態系の典型的な生物種の個体群の状態 

9：典型的な生物種の個体群の状態に影響する重要な生物学的パラメータ（死亡，罹患，繁

殖成功度の低下，染色体異常）

10：重要な生物学的パラメータに影響する制御可能な因子 

11：図 4.1 重要な生物種と、その重要な生物的パラメータに影響する因子に着目した群集

または生態系を防護する目的の関係性
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ICRP Publication 124 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

1：群集または生態系レベルでの防護 

2：当該生態系の典型的な生物種の個体群の状態 

代表的生物

3：典型的な生物種の個体群の状態に影響する重要な生物学的パラメータ 

（死亡，罹患，繁殖成功度の低下，染色体異常）

4：誘導考慮（参考）レベル 

（当該タイプの当該生物学的パラメータに影響するおそれのある線量率に基づく）

5：標準動物および標準植物 

（主要な生態系の典型的生物のタイプ）

6：図 4.2 群集または生態系を防護する目的と代表的生物および標準動植物の使用の関係 
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ICRP Publication 124 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

 

7：線量率バンドの桁の大きさ 

8：DCRL 

9：重大な影響レベル 

10：関連する生物相の受ける線量率 

11：事象発生後の時間の経過 

12：図 4.3 放射性核種の環境への事故的または緊急の放出後，関連する生物種の被ばくと

関連する重大な影響の範囲（バンド）を誘導考慮参考レベルと比較の潜在的使用 
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ICRP Publication 124 表（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication 124 翻訳版であり、

今後の作業状況や委員会での用語の検討状況、監修等によって変更するこ

ともあり得る。

（Table A.1~A.4, APPENDIX B） 

付属書 A 標準動物や植物に対する線量率と影響 
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表 A.1 標準シカ，ネズミ，カモに対する線量率と影響［誘導考慮参考レベル（網掛けの部分）］ 

線量率 

（mGy/日-1） 

標準シカ 標準ラット 標準カモ 

> 1000 造血性症候群による致死 

（LD50/30 1 から 8 Gy） 

成体の造血性症候群に

よる致死 

（LD50/30  6 から 10 

Gy） 

成体の致死 

（LD50/30 7 から 11 Gy） 

100～1000 さまざまな原因による寿

命の短縮 

さまざまな原因による

寿命の短縮 

発達中の胚への長期影

響 

10～100 罹患増加。寿命短縮の可

能性。繁殖成功度の低下。 

罹患増加。寿命短縮の

可能性。繁殖成功度の

低下。 

罹患増加 

1～10 成体の雄の不妊による繁

殖成功度低下の可能性 

雌雄の生殖力低下によ

る繁殖成功度低下の可

能性 

孵化時の生存能力低下

による繁殖成功度低下

の可能性 

0.1～1 影響の生じる可能性は非

常に低い 

影響の生じる可能性は

非常に低い 

情報なし 

0.01～0.1 影響は観察されない 影響は観察されない 情報なし 

< 0.01 自然バックグラウンド 自然バックグラウンド 自然バックグラウンド 
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表 A.2 標準カエル，マス，扁平魚に対する線量率と影響［誘導考慮参考レベル（網掛けの部分）］ 

線量率 

（mGy/日-1） 

標準カエル 標準マス 標準扁平魚 

> 1000 成体の致死（LD50/160 19 

Gy），オタマジャクシの

致死（LD50/30 17 Gy） 

胚の致死（LD50 0.3 か

ら 19 Gy）胚の発生段

階により異なる， 

成体の致死（LD50/50 30 

Gy），卵の致死（LD50 1 

Gy） 

100～1000 卵の致死（LD50/40  0.6 

Gy） 

罹患増加の可能性 稚魚・孵化したての稚魚

おける一部の致死 

10～100 有害な影響情報なし 若い魚に何らかの有害

な影響が予想される

（例えば、感染抵抗力

の低下）。繁殖成功度の

低下。 

繁殖成功度の低下 

1～10 有害な影響情報なし 繁殖成功度低下の可能

性 

雄の生殖力低下による

繁殖成功度低下の可能

性 

0.1～1 情報なし 情報なし 情報なし 

0.01～0.1 情報なし 情報なし 情報なし 
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< 0.01 自然バックグラウンド 自然バックグラウンド 自然バックグラウンド 

LD50は，致死率 50%に必要な線量。LD50/30は，30 日以内に致死率 50%となるのに必要な線量。 

 

 

 

表 A.3 標準ハチ，カニ，ミミズに対する線量と影響［誘導考慮参考レベル（網掛けの部分）］ 

線量率 

（mGy/日-1） 

標準ハチ 標準カニ 標準ミミズ 

> 1000 成虫の致死（20 から

3000 Gy で LD50），幼

虫の致死（1 から 2 Gy

で LD50） 

成体の致死 

（420 Gy で LD50/40） 

成体の致死 

（650 GyでLD50/30） 

100～1000 生殖腺への影響と蛹の

致死による繁殖成功度

低下の可能性 

成長率お及び繁殖成功

度低下の影響がありそ

う 

何らかの疾患および

繁殖成功度低下 

10～100 情報なし 情報なし 影響は考えがたい 

1～10 情報なし 情報なし 情報なし 

0.1～1 情報なし 情報なし 情報なし 

0.01～0.1 情報なし 情報なし 情報なし 

< 0.01 自然バックグラウンド 自然バックグラウンド 自然バックグラウン

ド 
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表 A.4 標準マツ，野草，褐藻への線量率と影響［誘導考慮参考レベル（網掛けの部分）］ 

線量率 

(mGy/日-1) 

標準マツ 標準イネ科草本 標準褐藻 

> 1000 枯死（LD50 5 から 16 

Gy） 

枯死（LD50 16 から 22 

GyLD50） 

非常に高い線量率で有

害な影響が予想される。

LD50データなし。 

100～1000 長期被ばく後，一部の

樹木が枯死 

繁殖能力の低減 生長率への影響 

10～100 非常に長期の被ばく

後，若干の樹木が枯死。 

生長不全。繁殖成功度

の低下。 

繁殖能力の低下 生長率および繁殖成功

度への影響の可能性 

1～10 構造・形態的損傷とし

て現れる疾患。長期被

ばくは繁殖成功度の低

下につながる。 

情報なし 生長率への影響の可能

性 

295295



ICRP Publication 124 表（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

0.1～1 情報なし 情報なし 情報なし 

0.01～0.1 情報なし 情報なし 情報なし 

< 0.01 自然バックグラウンド 自然バックグラウンド 自然バックグラウンド 

注記 褐藻の網掛け部分は Publication 108（ICRP, 2008）で暫定的に指定されたものと異なる。 
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付属書 B：標準動物および標準植物について想定された基本的な個体群の特性 

標準動物もしくは標準植物 

 

個体群特性 

シカ（シカ科） 多数回繁殖性，世代識別可能な群れ，高い雌：雄比，低繁殖

力，個体群の個体数 < 500 

ラット（ネズミ科） 多数回繁殖性，等しい雌雄比，高繁殖力，個体群の個体数 < 

1000 

カモ（カモ科） 多数回繁殖性，世代識別可能な群れ，等しい雌雄比，低繁殖

力，個体群の個体数 < 500 

カエル（アカガエル科） 多数回繁殖性，世代識別可能な群れ，等しい雌雄比，高繁殖

力，個体群の個体数 < 500 

マス（サケ科） 多数回繁殖性，世代識別可能な群れ，等しい雌雄比，高繁殖

力，個体群の個体数 < 500 

扁平魚（カレイ科） 多数回繁殖性，世代識別可能な群れ，等しい雌雄比，高繁殖

力，個体群の個体数 > 10000 

ハチ（ミツバチ科） 一回繁殖性（雄），高い雄：雌比，高繁殖力，個体群の個体数 

< 10000 

カニ（イチョウガニ科） 多数回繁殖性，世代識別可能な群れ，等しい雌雄比，高繁殖

力，個体群の個体数 > 500 

ミミズ（ツリミミズ科） 多数回繁殖性，雌雄同体，高繁殖力，個体群の個体数 > 10000 

マツ（マツ科） 多数回繁殖性，林冠形成，高繁殖力，個体群のサイズ > 1000 

イネ科草本（イネ科） 多数回繁殖性，高繁殖力，毎年再生長する多年生植物，個体

群の規模 > 1000 

褐藻（Cyclosporea 科） 多数回繁殖性，成体個体群の低補充率，個体群の規模 > 1000 
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ICRP Publication 129 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication129 翻訳版であり、今後

の作業状況や委員会での用語の検討状況、監修等によって変更することもあり

得る。

1. 図 2.1 C-アームベースのコーンビームコンピュータ断層撮影。C-ア
ームにはイメージング系統が搭載されており，これによって患者の周りを回

転するために必要な自由度が得られる。C-アームシステムは外科，整形外科，

泌尿器科及び IVR の環境において用いられる（画像は Rolf Kueres 提供）。 

1 
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2. 図 2.2 クリニックベースのコーンビームコンピュータ断層撮影。イ

メージング系統は水平回転する C-アームに搭載されている。これらのシス

テムは通常，頭頸部の撮影に用いられる（画像は Rolf Kueres 提供）。 
 

 

2 

1 
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1. 図 2.3 ガントリベースのコーンビームコンピュータ断層撮影。患者

を寝台に横にし，イメージング系統が多列検出器コンピュータ断層撮影とし

て患者の周囲を回る（画像は Rolf Kueres 提供）。 
 
 

 
 
2. 図 6.1 コーンビームコンピュータ断層撮影では，「｝B」で示してい

る六角形の領域内の 180 度投影からのみデータを入手できる。180 度投影

全体からのデータを得られるわけではないため，「｝A」で示している照射体

積の一部は再構成できない（又は低い画質でのみ入手できる）。この領域の

大きさはスキャナのジオメトリーによって異なる（質的描写）。 

 
 
1. X 線管 
 
2. 図 6.2 多列検出機コンピュータ断層撮影と異なり，ほとんどのコー

ンビームコンピュータ断層撮影は半分のスキャン角度（180°＋コーン角）で

行われる。したがって，スキャンアングルの位置は、患者の線量分布に著大

2 

1 

2 
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きく影響する（Kyriakou et al., 2008a）。 
 

 
3. 図6.3 自動照射制御（AEC）が患者の被ばく与える影響についての

の定性的な図。AECは画質を一定レベルに維持し，患者サイズのばらつきを

調節する。AECを用いた場合の、線量に対する患者サイズの影響を示してい

る。Aは最小の患者直径を，Cは最大の患者直径を，BはAとCの間を示して

いる。放射線被ばくは，ファンビームの灰色の濃さによって示している。 

患者が大きいほど，放射線被ばくレベルは高くなる。 

 
 
1. 相対線量 
2. 180°+コーン角 角度位置 

3 

1 

2 

3 4 
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3. X 線管の出力は，患者の直径の大きい方を照射するときに大きくなる。

4. X 線管の出力は，患者の直径の大きい方を照射するときに大きくなる（実際

の胸部撮影から求められたもの）

5. 図 6.4 自動照射制御（AEC）により制御される X 線管出力に対する，

面内の異なる角度位置で異なる患者直径の影響。患者直径が大きい角度では，

AEC によって被ばくは増加する。ここに示す X 線管の出力プロットは，実

際の体幹部撮影から得られたものである（Rolf Kueres 提供）。

6 SEDENTEXCT DI ファントム 
7 SEDENTEXCT DI ファントム 
8 測定点（7） 
9 FOV: 中心又は軸外 
10 インデックス 1 の測定点

11 SEDENTEXCT DI ファントム 
12 FOV: 常に中心 
13 測定点（5） 
14 インデックス 2 の測定点 
15 図 A.1（a）歯顎顔面用コーンビームコンピュータ断層撮影システムに

おける線量測定のための SEDENTEXCT 線量指標（DI）ファントム（Leeds Test 
Objects, Boroughbridge, UK）。（b,c）インデックス 1 及びインデックス 2 の推

定のための測定点。SEDENTEXCT Project Consortium のため Ruben Pauwels
により提供された図（Pauwels et al., 2012a; EC, 2012a）。FOV, 有効視野。 

6 

7 

8 

9 

10 

11 12 

13 

14 

15 

322322



ICRP Publication 129 図（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

1. 相対線量（a.u.）
2. GE Body BT PMMA- 中心 32 cm 径 120 kV

3. 図 A.2 様々なスキャン長［10 mm，50 mm，100 mm，150 mm，200
mm，300 mm，400 mm，500 mm 及び 600 mm（グラフの中心から外縁ま

で）］に関する z 位置の関数としての正規化された吸収線量。これらのデー

タは，320 mm 径のポリメチルメタクリレートファントムを用い，120 kV
で，GE Lightspeed 16-全身用ボウタイフィルタを用いて，スキャン長を特

徴付ける矩形関数により，モンテカルロシミュレーションで計算した線量拡

散関数の畳み込みにより求めた。出典：ICRU（2012）。 
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4. 中心

5. ビーム幅

6. 周辺

7. ビーム幅

8. 図 A.3 測定された H(L)の曲線を示すグラフ。これらのデータは長さ

900 mm、直径 320 mm のポリメチルメタクリレートファントムを 120 kV
でスキャンして測定した。中心位置（左図）及び周辺位置（右図）の各プロ

ットに，3 つのビームのコリメーション幅を示す。出典：Mori et al.（2005）。

1. 図 A.4 ICRU/AAPM TG 200 ファントム。このファントムは高密度

ポリエチレン（0.97 g cm—3）製で直径 300 mm，長さ 600 mm であり，h(L)
及び H(L)の測定に十分なものである。（a）ファントムの設計。（b）ファン

トムの写真。このファントムは大型で，重量は約 41 kg ある。したがって，

3 つの異なるセクションからなるモジュールとして設計されている。出典：

ICRU（2012）。

1 
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表3.1 成人の精巣，卵巣，水晶体及び骨髄組織に対する影響に関する，臓器線
量のしきい値の推定値 

組織と影響 

1回の被ばくで受け
る総線量のしきい値
（Gy） 

分割被ばくで受ける
年間線量のしきい値
（Gy/年） 

睾丸   
一時的不妊 0.15 0.4 
永久不妊 6.0 2.0 
不妊 3.0 >0.2 

水晶体   
白内障（視力障害） 0.5  

骨髄   
造血機能低下 0.5 >0.4 

心臓又は脳   
循環器疾患 0.5  

ICRP（2007b; 表 A.3.1）から引用。さらに ICRP（2012b）から水晶体及び心

臓に関する最新情報を追加。 
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表6.1 関心体積撮影と標準撮影。関心体積撮影は，撮影条件が許せば（高コン
トラスト構造であれば），面内の構造の放射線被ばくを抑制する貴重な手法であ
る。関心領域の再構成のための標準撮影と混同してはならない。

全方向からの（あら
ゆる角度位置から

の）照射体積
再構成された

体積
放射線被ば

く 用途
関 心 体
積撮影 

円筒状の関心体積に
限定

円筒状の関心
体積に限定

関心体積が
全線量を受
ける

大半の歯顎顔面の画
像撮影と，体幹を撮影
する際の大半のC-ア
ームを用いたIVR 

標 準
撮影 

大きい断面積 体幅内の任意
の部分，全身
幅，又は断面
全体

全身幅が全
線量を受け
る

その他すべて
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表6.2 利用できる撮影プロトコル，用途及び典型的なプロトコル名の概要。シ
ングルクリックするだけで、異なるプロトコルとなり，線量の結果が大きく異な
る。患者位置決め及びスキャンアークに加え，線量の計算には適切なプロトコル
の選択が，使用者が決定する最も重要な要素である。 
 

プロト
コルの
線量 

プ ロ ト
コ ル の
空 間 分
解能 投射数 領域 臨床適応 名称（例） 

低 低 少 腹部，胸部 腎結石の除外，
機器／インプラ
ントの位置の評
価，治療計画の
作成 

‘—’, ‘低品質 ’, 
‘低線量’ 

中 高 少／中 頭蓋／骨 歯顎顔面の画像
撮影，骨構造の
評価，動脈造影 

‘歯’, ‘骨’, ‘高分
解能’ 

高 高 多 腹部，頭部 軟部組織構造，
頭蓋内出血，静
脈造影 

‘+’, ‘CT血管造
影’, ‘高品質’ 

CT, コンピュータ断層撮影。 
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表7.1 放射線治療において用いられるコーンビームコンピュータ断層撮影
（CBCT）の線量。記載している数値は1回のCBCT画像取得に関するものであ
り，総線量を計算するためには実施したCBCT撮影数を乗じる必要がある。 
手技 報告値 測定法 参考文献 
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MV CBCT    

頭頸部 50～150 mGy アイソセンタでの吸
収線量 

Pouliot et al., 
2005 

MV CBCT    

頭頸部 60～73 mGy TLD，円筒状及び人
体形状ファントムに
おけるフィルム及び
イオンチャンバ測定 

Gayou et al., 
2007 

骨盤 99～121 mGy  
   
   

kV CBCT    

頭頸部 1～17 mGy CTDIw Song et al., 
2008 

胸部 11～18 mGy   

骨盤 24～54 mGy   

kV CBCT    

頭頸部 36.6 mGy CTDIw Cheng et al., 
2011 

骨盤 29.4 mGy 実効線量，女性ファ
ン ト ム に お け る
TLD，水晶体の吸収
線量 

 

頭頸部 1.7 mSv  

骨盤 8.2 mSv  

頭頸部 3.8 mGy（新規プロト
コル） 
59.4 mGy（以前のプ
ロトコル） 

 

   

kV CBCT    

頭頸部 2.1～10.3 mSv 実効線量，女性ファ
ン ト ム に お け る
TLD 

Kan et al., 
2008 

胸部 5.2～23.6 mSv  

骨盤 4.9～22.7 mSv 照射部位での平均皮
膚線量，女性ファン
トムにおけるTLD 

 

頭頸部 13～67 mGy  

胸部 14～64 mGy  

骨盤 12～54 mGy   

kV CBCT    

頭頸部 7 ± 0.5 mGy（シミュ
レータで） 

平均吸収線量，人体
形状ファントムにお
けるTLD測定値 

Stock et al., 
2012 

骨盤 1 ± 0.05 mGy（リニア
ックで） 

 

 12 ± 3 mGy（リニア
ックで） 

 

 36 ± 12 mGy（リニア
ックで） 

  

kV CBCT    

胸部 脊髄：8～22 mGy モンテカルロシミュ
レーションからの吸
収線量 

Spezi et al., 
2012 

 左肺：12～29 mGy  
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 右肺：16～40 mGy   
 心臓：17～30 mGy   
 胴体：12～31 mGy   

kV CBCT    

頭頸部 脊髄：1.3～1.7 mGy モンテカルロシミュ
レーションからの吸
収線量 

Spezi et al., 
2012 

 下 顎 骨 ： 4.5 ～ 8.3 
mGy 

 

 右 耳 下 ： 0.3 ～ 2.7 
mGy 

  

 左 耳 下 ： 0.5 ～ 2.7 
mGy 

  

 左眼: 0.1～1.8 mGy   
 右眼：0.1～1.8 mGy   
 口腔：1.7～3.8 mGy   
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手技 報告値 測定法 参考文献 
 体部：1.0～2.3 mGy   
 脳幹：0.3～1.5 mGy   
 喉頭：2.6～2.8 mGy   

kV CBCT    

骨盤 直腸：11～21 mGy モンテカルロシミュ
レーションからの吸
収線量 

Spezi et al., 
2012 

 左大腿骨骨頭：20～
47 mGy 

 

335335



ICRP Publication 129 表（翻訳版：令和 2 年 3 月） 

右大腿骨骨頭：25～
62 mGy 
胴体：11～33 mGy 

kV CBCT 

胸郭 0.9～21 mGy 吸収線量，胸部ファ
ン ト ム に お け る
TLD吸収線量

Shah et al., 
2012 

MVCT 
胸郭 0.3～9 mGy 

（非CBCT） 
kV CBCT 

骨盤 18～51 mGy 吸収線量，骨盤ファ
ン ト ム に お け る
TLD吸収線量

Shah et al., 
2012 

MV CBCT 
骨盤 0.9～8.0 mGy 

kV CBCT 吸収線量，ラジオフ
ォトルミネッセンス
ガラス線量計による
IMRTファントム測
定

Kouno et al., 
2013 

骨盤 25～40 mGy 
MV CBCT 

骨盤 40～80 mGy 
kV CBCT 

骨盤 1～7 mGy 
MV CBCT 

頭部 30～50 mGy 
トモセラピー

骨盤 13 mGy 
kV CBCT 

頭頸部 19 mGy ガラス線量計を用い
たカスタムメイドフ
ァントムの中心での
一次吸収線量

Kim et al., 
2013 

胸部 51 mGy 
骨盤 167 mGy 

kV CBCT 

頭頸部 0.2～7 mGy ガラス線量計を用い
たカスタムメイドフ
ァントムの中心での
二次吸収線量（アイ
ソセンタから20～
50 cm）

Kim et al., 
2013 

骨盤 0.03～0.7 mGy 

kV CBCT 
胸郭

標準低線量 5.0 ± 0.3 mSv 実効線量，女性ファ
ントムにおけるラジ

Alvarado et 
al., 2013 
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低mA 2.4 ± 0.2 mSv オクロミックフィル
ム，モンテカルロシ
ミュレーション

低回転 1.2 ± 0.3 mSv 
1.2 ± 0.3 mSv 

CTDIw, 重みつきCT 線量指標; IMRT, 強度変調放射線治療; TLD, 熱ルミネッ
センス線量計）。MVCT, メガボルトCT; TLD, 熱ルミネッセンス線量計; IMRT,
強度変調放射線治療 CTDIw, 重みつきCT 線量指標。
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表7.2 神経IVRにおけるコーンビームコンピュータ断層撮影の線量 

手技 報告値 撮影法 参考文献

頭部 2 ～ 37 
mGy 

臓器吸収線量 Koyama et
al., 2010 

1.2 
mSv 

実効線量，人体形状フ
ァントムにおけるフ
ォトダイオード

神経IVR（軟部組織／出血 40～48 改良CTDI（小容積イ Fahrig et 
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の除外） mGy オンチャンバ） al., 2006 
神経IVR（軟部組織／出血
の除外）

75 
mGy 

改良CTDI（250 mm
長のイオンチャンバ） 

Kyriakou 
et al., 
2008a 

I頭頸部IVR
頭頸部の軟部組織 10 

mGy 
改良CTDI（カスタマ
イズした16 cm円筒
状頭部ファントムを
使用）

Daly et al., 
2006 

神経IVR（血管造影，動脈
内造影剤注入）

9 mGy 改良CTDI（250 mm
長のイオンチャンバ） 

Kyriakou 
et al., 
2008a 

脊椎
胸部の骨の可視化 1.8 

mGy 
CTDIファントム（頭
部／胴体）及びその他
ファントム（腹部／胸
部），小容積電離箱を
用いた改良CTDI

Schafer et 
al., 2011 

腰部の骨の可視化 3.2 
mGy 

胸部軟部組織の可視化 4.3 
mGy 

胸腰椎
体格の小さい患者の設 
定

3.2 
mSv 

長さ線量積に基づく
換算係数を用いた，胸
腰椎モデルからの実
効線量

Lange et 
al., 2013 

体格の大きい患者の設 
定

8.1 
mSv 

神経インターベンション
高線量の設定 32

mGy
（脳線
量）

成人の標準人体形状
ファントムの数学的
モデル

Sanchez et 
al., 2014 

CTDI, CT 線量指標。 
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手
技

報
告

値
測

定
法

参
考

文
献

心
臓

血
管

造
影

中
央

値
：

2.
4 

G
y 

cm
2 （
範

囲
: 

0.
35

～
42

 G
y 

cm
2 ）

 
75

6
例

の
小

児
患

者
（

0～
19

歳
）

サ
ン

プ
ル

の
K

A
P

 
C

or
re

do
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a 
et

 
al

., 
20

15
 

開
窓

型
/分

枝
型

デ
バ

イ
ス

を
用

い
た

血
管

内
動

脈
瘤

治
療

術
前

0.
27

G
y

皮
膚

線
量

D
ij

ks
tr

a 
et

 a
l.,
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01

1 

術
後

0.
55

G
y

カ
テ

ー
テ

ル
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
C

B
C

T
部

分
）

 
7.
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0.

6 
m

S
v 

総
K

A
P
か

ら
求

め
た

実
効

線
量

E
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m
a 
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0 

カ
テ

ー
テ
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ア
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レ

ー
シ
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ン

（
C

B
C

T
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分
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S
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8m
S
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シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
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ン

に
よ
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線
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W
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s 
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0 
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臓

（
肝

動
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塞
栓

術
で

の
）
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m

S
v（

男
性

）
及

び
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m

S
v（

女
性
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男
女

の
人

体
形

状
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K

A
P
か
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効
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T
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n
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表7.4 コーンビームコンピュータ断層撮影（CBCT）を用いた血管IVRにお
ける作業者線量

手技 作業者に報告された数値 測定法 参考文献
腹部CBCT 眼のレベル：

1回転あたり8秒：28.0 μSv 
1回転あたり20秒: 79.3 μSv 
2回転あたり5秒: 32.5 μSv 

デジタル
線量率計

Schulz et 
al.,2012 

肝血管造影 大きい有効視野：37.6 μSv 
眼のレベル: 1回の手技あたり
28～79 μSv 
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表7.6 コーンビームコンピュータ断層撮影（CBCT）を用いた整形外科／外科
IVRにおける線量。表7.5における特定の値も適用可能である。 

手技 報告値 測定法 参考文献
四肢の撮影 6.4 ～ 15 

mGy 
CTDI フ ァ ン ト
ム，小容積イオン
チャンバ，アイソ
センタで測定

Zbijewski et al., 
2011 

CBCT手関節撮影 1.7 ～ 2.2 
mGy 

CTDI Ramdhian-
Wihlm et al., 
2012 

手指骨折の検査 0.8 mSv 吸収線量，人体形
状ファントムに
おけるTLDを用
いた前試験から
求めた

Faccioli et al., 
2010 

手関節及び橈骨遠位
端のボリュームスキ
ャン

133 mGy cm 
0.11 mSv 

長さ線量積，長さ
線量積から求め
た実効線量

Reichardt et al., 
2008 

CTDI, CT 線量指標; TLD, 熱ルミネッセンス線量計。 
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表7.7 耳鼻咽喉及び頭部手術におけるコーンビームコンピュータ断層撮影。
表7.5における特定の値も適用可能である。 

手技 報告値 測定法 参考文献
「頭部スキャ
ンモード」‐軟
部組織モード

10 mGy 改良CTDI（カ
スタムメイド
の16 cm頭部円
筒ファントム）

Daly et al., 
2006 

洞の画像撮影
（骨撮影モー
ド）

≥3 mGy 

内視鏡副鼻腔
手術

Manarey and
Anand,2006 

連続透視 0.9 mGy 中心
1.9 mGy 最大表面線量
1.5 mGy 中心

高レベルの透
視

3.4 mGy 最大表面線量

4.1 mGy 中心
11 mGy 最大表面線量，

デジタルシネ CTDI頭部ファ
ントム，イオン
チャンバ

CTDI, CT 線量指標。 
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表7.8 歯顎顔面コーンビームコンピュータ断層撮影（CBCT）における実効
線量の範囲

CBCTの種類（照射体積） 実効線量（μSv）
* 

歯-歯槽 11～674（中央値: 
61） 

頭蓋顔面 30～1073（中央
値: 87） 

*研究の全一覧はEC（2012a）を参照のこと。出典：EC（2012a）。
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表7.9 様々な年齢を表すファントムに関する歯顎顔面コーンビームコンピュ
ータ断層撮影（CBCT）の概要。 

年齢 CBCTの種類（照射体積） 実効線量（μSv） 

10歳ファントム 歯-歯槽 16～214（中央値: 43）

10歳ファントム 頭蓋顔面 114～ 282（中央値 :
186） 

成人ファントム 歯-歯槽 18～70（中央値: 32）
成人ファントム 頭蓋顔面 81 ～ 216 （ 中 央 値 :

135） 
出典：Theodorakou et al.（2012） 
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表9.1 国際的，国内及び専門学会の推奨によるコーンビームコンピュータ断
層撮影装置の品質保証（QA）試験と試験頻度に関する提案。 

QA試験 1日1回 月1回 定期的 年1回 
安全システム，衝突，
警告灯，インターロッ
ク

142, 179, 
IAC 

画質，均一性 EC, 142, 179, 
HPA  

179, 
IAC 

画質，画像濃度 IAC EC, 142, 179, 
HPA 

画質，ノイズ EC, 142, 179, 
HPA 

179

画質：低コントラスト
の詳細

142, 179 179 EC
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画質：高コントラスト
分解能

142, 179 179, 
IAC 

EC, HPA 

画質，画像アーチファ
クト

IAC EC 

ジオメトリー：アイソ
センタの一致

142, 147, 
ACR 

ジオメトリー：スケー
リング及びスライス
厚

142, 179 179 EC, HPA 

データ格納と転送 ACR  
画像登録ソフトウェ
ア

ACR  

画像表示 EC HPA IAC
X線の品質，線形性，
照射野サイズ

EC, 179, HPA, 
IAC 

線量測定 EC, 142, 179, 
HPA, IAC 

142, AAPM Report 142（Klein et al., 2009）; 179, AAPM（2012b）; ACR, ACR
（2009）; HPA, HPA（2010b）; IAC, IAC（2012）; EC, EC（2012a）
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ICRP ICRP Publ.107 翻訳-図（報告書用）20191017.docx 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication107 校閲版で

あり、今後の作業状況や委員会での用語の検討状況、監修等によって

変更することもあり得る。

1 
半減期<10 分 
半減期>10 分 

2 
数

3 
原子番号

4 
図 1 ここに編集した元素の放射性同位元素の数 

1 

2 

3 

４
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CRP Publication 107 表（下訳版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication140 下訳版で

あり、今後の作業状況や委員会での用語の検討状況、監修等によって

変更することもあり得る。

表 2.1 ベータ遷移の分類 
遷移の種別 禁止度 スピンの変化 パリティの変化

超許容遷移 0 無

許容遷移 0, ±1 無

特異禁止遷移 第一 ±2 有

第二 ±3 無

第三 ±4 有

第四 ±5 無

非特異禁止遷移 第一 0, ±1 有

第二 ±2 無

第三 ±3 有

第四 ±4 無
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表 2.2 表におけるオージェ電子とコスター－クロニッヒ (CK) 電子の対応付け 
表記 定義

オージェ KLL 2 つの新たな空孔が L 殻に生じる K 殻オージェ遷移 
オージェ KLX 2 つの新たな空孔のうちの 1 つが L 殻に生じる K 殻オージェ遷移 
オージェ KXY 2 つの新たな空孔のどちらも L 殻に生じない K 殻オージェ遷移 
CK LLX すべての L 殻 CK 遷移 
オージェ LMM 2 つの新たな空孔が M 殻に生じる L 殻オージェ遷移

オージェ LMX 2 つの新たな空孔のうちの 1 つが M 殻に生じる L 殻オージェ遷移 
オージェ LXY 2 つの新たな空孔のどちらも M 殻に生じない L 殻オージェ遷移 
CK MMX すべての M 殻 CK 遷移 
オージェ MNN 2 つの新たな空孔が N 殻に生じる M 殻オージェ遷移

オージェ MNX 2 つの新たな空孔のうちの 1 つが N 殻に生じる M 殻オージェ遷移 
オージェ MXY 2 つの新たな空孔のどちらも N 殻に生じない M 殻オージェ遷移 
CK NNX すべて N 殻 CK 遷移 
オージェ NXY すべての N 殻オージェ遷移 
CK OOX すべての O 殻 CK 遷移 
オージェ OXY すべての O 殻オージェ遷移 
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表 2.3 X 線に対する国際純正・応用化学連合(IUPAC)と Siegbahn の記法(Jenkins et al., 
1991) 

K殻X線シリーズ 
Siegbahn IUPAC Siegbahn IUPAC

L殻X線シリーズ 
Siegbahn IUPAC Siegbahn IUPAC
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表 2.4 自発核分裂に伴う放射線のエネルギーと収率 

放射線の種別 平均エネルギー(MeV) 
収率(1/(Bq･s))または (Bq-

1s-1) 

中性子

核分裂片

即発線 

遅発線 

遅発粒子 

*a と b は，中性子スペクトルのワット近似のパラメータである。

362



CRP Publication 107 表（下訳版：令和 2 年 3 月） 

363



CRP Publication 107 表（下訳版：令和 2 年 3 月） 

表 2.5 自発核分裂のワットスペクトルのパラメータ 
核種 ワットパラメータ

a b
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表 3.1 ICRP-07.NDX ファイルの記録構造 
フィールド 形式* 説明

記録 1 
最初 I4 最初のデータ記録の記録番号

最後 I4 最後のデータ記録の記録番号

データ記録（最初,…,最後） 
核種 A7 核種（親）の名前（たとえば Am-241，Tc-99m） 
半減期 A8 核種の半減期

単位 A2 半減期の単位（s：マイクロ秒，ms：ミリ秒，s：秒，m：

分，d：日，y：年） 
崩壊モード A8 A：アルファ，B-：ベータマイナス，B+：ベータプラス，

EC：電子捕獲，IT：異性体転移，SF：自発核分裂 
ポインター1 I7 ICRP-07.RAD ファイルの核種の位置 
ポインター2 I7 ICRP-07.BET ファイルの核種の位置 
ポインター3 I7 ICRP-07.ACK ファイルの核種の位置 
ポインター4 I6 ICRP-07.NSF ファイルの核種の位置 

3 つのフィールドからなる次のブロックは，放射性娘核種 i（i=1~4）に対して繰り返さ

れる。

娘 i A7 娘核種 i の名前 
ポインターi I6 ICRP-07.NDX ファイルの娘核 i の位置 
分岐 i E11.0 娘核 i への分岐比 

E-アルファ E7.0 放射のエネルギー（核変換 1 回あたり，MeV） 
E-電子 E8.0 線を含む，電子のエネルギー（核変換 1 回あたり，MeV） 
E-光子 E8.0 光子放射のエネルギー（核変換 1 回あたり，MeV） 
ナンバー1 I4 10 keV 未満のエネルギーを持つ光子の数 
ナンバー2 I4 10 keV を超えるエネルギーを持つ光子の数 
ナンバー3 I4 遷移の数 
ナンバー4 I5 単一エネルギー電子の数

ナンバー5 I4 遷移の数 
AMU E11.0 放射性核種の原子質量(Audi et al., 2003) 
10 E10.0 空気衝突カーマ率定数(Gy-m2/Bq s) 
Kair A9 点線源空気衝突カーマ係数(Gy-m2/Bq s) 

*形式は，FORTRAN の記法で書かれている。たとえば，A8 は長さ 8 の英数字フィールド，

I5 は長さ 5 の整数フィールド，E11.0 は長さ 11 の実数フィールドを表す。
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表 3.2 IRCP-07.RAD ファイルの記録構造 
フィールド 形式 説明 
核種の記録  

核種 A7 核種の名称（たとえば Tc-99m） 
T1/2 E11.0 核種の物理的半減期 
時間単位 A2 T1/2の単位 

 N I9 データ記録の数 
データ記録(1,…, N)  

ICODE A2 放射線の種別（表 2.3 参照） 
収率 E12.0 放射線の収率（核変換 1 回あたり） 
エネルギー E12.0 放射線のエネルギー(MeV) 
JCODE A3 記号（表 2.3 参照） 
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表 3.3 整数コード(ICODE)変数の説明 

 記号 説明 
1 G 線 
 PG 即発線* 
 DG 遅発線* 
2 X X 線 
3 AQ 消滅光子 
4 B+ +粒子 
5 B- -粒子 
 BD 遅発線* 
6 IE 内部転換電子 
7 AE オージェ電子 
8 A 粒子 
9 AR 反跳核 
10 FF 核分裂片 
11 N 中性子 

*自発核分裂の即発および遅発放射線 
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表 3.4 IRCP-07.BET ファイルの記録構造 
フィールド 形式 説明

核種の記録

核種 A7 核種の名前（たとえば Tc-99m） 
N I10 データ記録の数

データ記録(1,…, N) 
エネルギー F7.0 エネルギーグリッドポイント(MeV)
数 E10.0 そのエネルギーにおける核変換 1 回あたり，MeV あ

たりの粒子の数

表 3.5 IRCP-07.ACK ファイルの記録構造 
フィールド 形式 説明

核種の記録

核種 A8 核種の名前（たとえば I-123） 
N I8 離散的な電子の数

データ記録(1,…, N) 
収率 E12.0 そのエネルギーにおける核変換 1 回あたりの

電子の数

エネルギー E12.0 電子のエネルギー(eV) 
遷移 A9 原子遷移の識別（たとえば L1 M2 M3 など） 
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表 3.6 IRCP-07.NSF ファイルの記録構造 
フィールド 形式 説明

核種の記録

核種 A8 核種の名称（たとえば Cf-252） 
BF E12.0 自発核分裂の分岐比

N I3 中性子エネルギービンの数

データ記録(1,…, N) 
エネルギー1 E9.0 低エネルギー(MeV) 
エネルギー2 E9.0 高エネルギー(MeV) 
収率 E12.0 ビンに入っている核変換 1 回あたりの中性子の数 
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【表 A.1 冒頭タイトルのみ翻訳】 
表 A.1 ICRP-07 コレクションの放射性核種の性質 

   放出エネルギー（MeV/nt） 
Z 元素 核種 半減期 崩壊モード アルファ 電子 光子  計 
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ICRP Publication 140 図（下訳版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication140 下訳版であり、今後の作業状況

や委員会での用語の検討状況、監修等によって変更することもあり得る。

実効半減期（h） 

図 4.1.式（4.14）及び（4.13）から得られた効果比（RE）。ベースライン値（実線

で示す）として使用したパラメータは D=5 Gy，α/β=3 Gy 及び Trep=1.5 h である。

鎖線は吸収線量を 10 Gy に変更したとき，点線は α/β を 10 Gy に変更したときで

ある。また破線は半修復時間を 4 時間に変更したときである。 
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ICRP Publication 140 表（下訳版：令和 2 年 3 月） 

この翻訳物は、令和 2 年 3 月時点の ICRP Publication140 下訳版であり、今後の作業状況

や委員会での用語の検討状況、監修等によって変更することもあり得る。

表 5.2 胎児への線量が１mGy を超えないことを確実にする為に放射性医薬品治療後に妊

娠を避ける期間*

放射性核種と

物理・化学形 治療対象

最大放射能

（MBq） 

避妊期間

（箇月）

131I-ヨード 甲状腺機能亢進症 800 4
131I-ヨード 甲状腺がん 6000 4

131I-mIBG 神経内分泌腫瘍 7500 3
32P-リン酸塩 骨髄増殖性疾患 200 3
89Sr-塩化物 骨転移 150 24
90Y-コロイド 関節炎 400 0
90Y-コロイド 悪性疾患 4000 1

* Publication 94 の表 13.3（ICRP, 2004）から一部データを引用。

389



ICRP Publication 140 表（下訳版：令和 2 年 3 月） 

表 5.1 131I の代表的な遮蔽効率（CNSC, 2017）。 

半価層* 1/10 価層† 

鉛 3.9 mm 12 mm 

鋼鉄 32 mm 64 mm 

コンクリート 118 mm 226 mm 

*非遮蔽時の線量率を本来の半分の抑えるために必要な遮蔽材料の厚さ。

†非遮蔽時の線量率を本来の 10 分の 1 に抑えるために必要な遮蔽材料の厚さ。
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進行用

平成 31 年度 第 1 回 ICRP 刊行物翻訳委員会 

議事録

日 時：2019 年 6 月 12 日（水） 17:00－19:00 
場 所：（公財）原子力安全研究協会 パークサイドビル 6 階会議室 

出席者：（敬称略・委員は五十音順）

鈴木（国際医療福祉大学ク）、佐々木(道)（電中研）、大野（京都医療科学大）、

小田（神戸大）、佐々木(康)（湘南鎌倉総合病院附臨床研究セ）、 
保田（広島大）、辻（規制庁）

原安協：杉浦、米原、事務局（野村、迫田、崔、本庄、河本）

【 資 料 】
31 ICRP 刊行物 1-1-1 平成 31 年度・ICRP 刊行物翻訳委員会要綱（案） 
31 ICRP 刊行物 1-1-2 平成 31 年度・原子力規制庁業務委託仕様書 
31 ICRP 刊行物 1-1-3 翻訳の流れ 
31 ICRP 刊行物 1-1-4 平成 31 年度年間計画案 
31 ICRP 刊行物 1-2-1 翻訳対象選定用書名リスト 
31 ICRP 刊行物 1-2-2 翻訳適否検討用の原著概要 

  31 ICRP 刊行物 1-3-1 翻訳進捗状況 
  31 ICRP 刊行物 1-4-1 理解促進活動報告と実施案 

※以下、資料番号の「31 ICRP 刊行物」は略

【 議 事 】 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

１. 当委員会について（資料 1-1-1～1-1-4）

会議冒頭に、規制庁より本事業について以下の趣旨説明があった。また事業受託者とし

て原安協杉浦氏から挨拶があった。

――当翻訳事業は今年度で 3 年目を迎えることになり、Publ.125、132 が最終版として製

本に向けて作業が進んでいる。放射線審議会の関係省庁連絡協議会において翻訳事業

について紹介した所、他省庁からの反応があった。今後は理解促進活動にもさらに期

待している。今回は翻訳対象の選定が主な議題であるが専門家としての活発なご議論

をお願いしたい（規制庁）。

――本事業は公共性の高い事業であることを認識しており、また委員の方々にも多くの作

業をお願いしながら進めている。今年度も引き続きご協力をお願いしたい（杉浦氏）。

事務局より、資料 1-1-1、1-1-2 を用いて当翻訳事業の全体像と委員会活動に求められる
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内容について説明があった。また資料 1-1-3、1-1-4 を用いて翻訳の流れと平成 31 年度計

画案の説明があった。当事業に関して以下の発言があり、要綱案は承認された。

・今年度は製本版を 50 部作ることになっているが、これはどのような形で活用されるのか

（鈴木委員長）。

――国会図書館に納品する以外の活用についてはまだ議論が進んでいないが、製本された

形で残した方が良いという意見が庁内であった（規制庁）。

――翻訳に携わってくれた方々にも製本版が提供できれば良いと考える（事務局）。

２. 翻訳対象と翻訳者の選定（資料 1-2-1～1-2-2）

事務局より、資料 1-2-1 と 1-2-2 を用いて、翻訳選定対象となる書名リストと原著刊行

情報について説明があった。

得票の多かったタイトルを中心に議論が行われ、翻訳対象とする刊行物が選定された。

なお今年度も、年度始めにすべての翻訳対象を選定せず、まず下記 3 点を選定し着手する

ことになった。残りの翻訳対象については、Publ.140 ”Radiological Protection in Therapy 
with Radiopharmaceuticals”の出版状況を ICRP 事務局に確認し、第 2 回翻訳委員会の時

点におけるその出版状況や予算等を考慮して検討することとなった。

結果と主な議論は、以下のとおり。タイトル横の番号は、着手順。

【 選定されたもの 】 

① Publ.124  Protection of the Environment under Different Exposure Situations
65pp.

○翻訳者候補：川口委員（量研機構）

○関連の意見：

・本書は環境の防護についてあまり踏み込んだ内容にまで触れていない。事故の場合や

処分など具体的な状況には触れておらず大枠の内容であったと認識している。その他

の第 5 専門委員会から出された文書を多く引用している（佐々木道副委員長）。

・本書は事前投票でも5票と多い。IAEAも最近環境の防護に関する基準を出しており、

内容から判断して環境省は翻訳版が欲しいと考える（鈴木委員長）。

・Publ.124 を訳すべきと考える。2007 年勧告が出版された当時、「環境の防護」は 8 章

に少し入っていた程度だが、各被ばく状況に関連する考え方については記載がなかっ

た。これから詳しく検討されていく課題と考えるが、その入り口として訳すべきであ

る（小田委員）。

・内容としては APPENDIX に REFERENCE とする動物と植物を選んでおり、それに

対する Dose Rate をどう計算するか、Population への影響だけと考えている（鈴木

委員長）。

・最近ニュースでチェルノブイリの記事を読んだ。事故の影響で人間がいなくなったこ

とにより生態系は確実に豊かになっていたが、多少の突然変異があったようだ。人の

環境の防護の考え方は大きく違うようにと思う。考え方の整理をする際、Publ.124 の
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ような刊行物の翻訳は行政側に必要になると考える（保田委員）。

・パラメーターとしては JAEAの福島のグループが詳しいのではないか（鈴木委員長）。 

② Publ.129 Radiological Protection in Cone Beam Computed Tomography(CBCT)
約 100pp.

○翻訳者候補：対馬義人氏（群馬大学）、または、櫻井孝氏（神奈川歯科大学）

○監修候補：米倉義晴氏（RI 協会）

○関連の意見：

・CBCT は IVR の時に一緒に使うことで IVR がやりやすくなることで普及した方法で

あり、日本では歯科で広く使われている。いわゆるパノラマ撮影の代わりで歯科用 CT
と言えばほぼこれになる。日本でもユーザーは多くいるが、ICRP のことはあまり知

らないのではないか（大野委員）。

・歯科では放射線防護はあまり意識されていないかもしれない（鈴木委員長）。

・CBCT の開発に携わったのは放医研の遠藤真広先生である。被ばく線量が大きくなる

傾向があるので防護管理が重要である（佐々木康委員）。

・翻訳者の第 2 候補としては日本歯科放射線学会に所属されている人が適任と考える、

櫻井先生の場合はグループでお願いしてもよい（大野委員）

③ Publ.107 Nuclear Decay Data for Dosimetric Calculations 33pp まで（ANNEX は

翻訳しない）.
翻訳者候補：遠藤暁氏（広島大学）。もしくは、遠藤章氏に相談。

監修候補は、遠藤章氏（JAEA）。 
関連の意見：

・これは「アイソトープ手帳」にある「おもな放射線同位元素の表」と深く関わる核デ

ータの評価に関する刊行物である（事務局）。

・この刊行物は基本的にはデータ集であるが、33 ページまでに基礎的かつ重要な情報

などがあるので、そこまでを訳したら良いと考える（佐々木道副委員長）。

・これは CD とセットでありデータがそのまま PC で読み込めたように思う。そのデー

タは英語でもかまわないが翻訳版と一緒に配布できれば良い（保田委員）。

・翻訳は本文のみで良い（鈴木委員長）。

・Publ.107 はデータしか見たことがない、内容を正しく理解する上で翻訳があった方

が良い（大野委員）。

・本書は、現時点では ICRP が販売対象としている刊行物である。翻訳許可の取得にお

いて、販売中のデータ集のデータ公開はクリティカルな問題であり、データ公開の扱

いについては ICRP 事務局と慎重な打ち合わせが必要であろう（事務局）

【 選定議論継続の候補 】 

Publ.134 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 2 約 350pp.（翻訳対象は 230
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ページ程度）

Publ.137 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 3 約 490pp. 
関連の意見：

・Part3 の方がバリウムやセシウムといった工業の現場や事故があった場合に出てくる

核種が含まれており、なじみがあるように考える。Part2 には再処理で問題となって

くる核種がある。OIR のシリーズを翻訳できるグループも限られており作業を遅らせ

て着手する必要がある（鈴木委員長）。

・Part1 を翻訳して 2 をとばして Part3 を翻訳することになる。Part2 でも研究現場で

はよく知られた核種がある。Part2 は本文が 227 ページまでで終わっており、その後

は表かもしれないので確認して欲しい（保田委員）。

・必要な核種を訳すという形の場合は、一度規制庁内で持ち帰って議論することになる

と考える（規制庁）。

・核種を抽出して選んで訳すと研究目的でどれを選ぶのかという問題となるため、1 冊

訳すべきと考える（鈴木委員長）。

Publ.114  Environmental Protection: Transfer Parameters for Reference Animals 
and Plants  

Publ.136  Dose Coefficients for Non-human Biota Environmentally Exposed to 
Radiation 

関連の意見：

・Publ.124を翻訳する場合、Publ.136と 114 も同じテーマの流れに繋がるものであり、

併せて翻訳し、第 5 専門委員会*の仕事の記録として残しておくことが望ましいので

はないか。川口委員に 136 や 114 を同時に翻訳する場合、どのような形で翻訳作業を

進めるべきか確認し対応を検討する（136 と 114 は福島で活動中の IAEA のグループ

で翻訳することも選択肢）（鈴木委員長）。

*事務局注 ICRP の第 5 専門委員会は、「環境防護」を専門として 2005 年 7 月に新設され、2017

年 7 月からは他の専門委員会に合流して活動している。

３. 進行状況報告と今年度の方針検討１――翻訳（資料 1-1-4～1-3-1）

事務局より、資料 1-1-4 と 1-3-1 を用いて現在の翻訳状況について説明があった。

以下の議論があり、承認された。

・Publ.131（幹細胞）と 121（小児の医療被ばくの防護）の承認投票を 2 チームに分か

れて同時に行うか、時期をずらして全員で行うか決めないといけない（鈴木委員長）。

――Publ.131 は全部読んだことがあり、担当してもよい（大野委員）。 
――Publ.131 を年度内に最終版にする必要があり、優先順位が高い。131 は、幹細胞と

いう社会的に注目度が高いがきわめて専門的な内容を扱っているため、専門でない方

が日本語で読んだ時に引っかかるのかがポイントになる。そのため、当委員会でも

「自分の専門ではない」読者としてそれぞれの立場で読むことが望ましい。可能であ
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れば時期をずらして 131 と 121 も全員で承認投票をする（鈴木委員長）。 
・米倉先生に監修が多いようだが、ご負担が過剰でないか気になる（鈴木委員長）。

――第 3 専門委員会でドラフトを何度も読まれているため、本事業でも解釈の間違い等

にもさっと読まれたら分かるのではないか、問題ないように考える（佐々木康委員）。

・Publ.130 の翻訳チームより、付属書において生理代謝モデルや解剖学的な内容も出て

きているため医学系の方に助けてほしいと連絡があった。鈴木委員長や佐々木康人委

員には別途確認作業をお願いしたい（事務局）。

４．進行状況報告と今年度の方針検討１――理解促進活動（資料 1-4-1） 

事務局より資料 1-4-1 を用いて理解促進活動報告と実施案の説明があった。結果と主な議

論は以下のとおり。

【 終了 】
①  第 78 回日本医学放射線学会総会（2019 年 4 月 11 日～14 日）

手 法：教育講演「必須講習 医療安全・放射線防護」の中で大野委員が本事業を紹介

② 第 19 回日本核医学会春季大会（2019 年 4 月 27 日～28 日）

手 法：教育講演「必須講習 医療安全・放射線防護」の中で大野委員が本事業を紹介

③ 第 322 回日本医学放射線学会関西・地方会（2019 年 6 月 8 日）

手 法：共通講習会（医療安全・放射線防護）の中で大野委員が本事業を紹介

【 計画／検討中 】
①  第 56 回アイソトープ・放射線研究発表会（7 月 3 日～5 日）

・発表申込が終了しているが、フライヤーなどの設置は間に合うのか、もっと事前に

準備をすべきである（佐々木康委員）。

――7 月開催で直前となっており、これからの対応は厳しいと考える。秋の放射線安全取

扱部会ではフライヤー等の対応が可能であるかもしれない（事務局）。

② 第 28 回日本心血管インターベンション治療学会（9 月 19 日～9 月 21 日）

講演者として参加予定の大野委員にスライドを用いて紹介頂く予定。

③  日本放射線影響学会第 62 回大会（11 月 14 日～16 日）。

鈴木委員長より鈴木啓司先生に連絡済み。今年は幹細胞に関するセッションを企画して

おり、スライドを用いた事業紹介を検討中。

④ 日本宇宙航空環境医学会第 65 回大会（11 月 29 日～12 月 1 日）

・学会に知り合いがいるので事業紹介が可能か確認してみる（保田委員）

⑤ 日本保健物理学会第 52 回研究発表会/日本放射線安全管理学会第 18 回学術大会（12 月

5～7 日）

・この大会で主査を務める専門委員会の報告をすることになっている、実用量の合同

ドラフトの件である。その流れで紹介が可能かもしれない（小田委員）。

⑥ 日本原子力学会 2020 年春の大会（2020 年 3 月 16 日～18 日）

・福島大学で開催であれば、原安協の福島事務所からポスター発表で参加も可能と考
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える（杉浦氏）

⑦ その他

・紹介スライドについて、テンプレートがあれば紹介する刊行物を変えるだけよくな

るので検討して欲しい（鈴木委員長）。

・日本非破壊検査協会に所属しており、協会で興味がある人がいるか声をかけてみる

（小田委員）。

・日本原子力産業協会は現在も活動を行っているのか（佐々木康委員）。

――毎年 4 月頃に年次大会がある、参加者が原子力学会と重なっているかもしれない

（杉浦氏）。

・その他に医療放射線防護連絡協議会や放射線防護アンブレラ事業報告会がある、後

者の国際動向報告会では ICRP から甲斐先生に紹介ができるのではないか（杉浦

氏）。

――何かフライヤーがあれば良い、また専門的でない人も参加しているかもしれないの

で、内容について要点がまとまっていると有難い（大野委員）。

――フライヤーを作る場合は、内容の案を作って次回でも委員会で出して欲しい。それ

ぞれの学会等の対象を意識して内容を絞って紹介するフライヤーであることが望まし

い（鈴木委員長）。

４．その他 

・第 2 回委員会の開催については、10 月後半から 12 月前半とし幅広く日程調整を行うこ

ととした。

以上

396



進行用 

平成 31 年度 第２回 ICRP 刊行物翻訳委員会 

議事録

日 時：2019年 11月 11日（月） 13:30－15:30 

場 所：（公財）原子力安全研究協会 本館地下会議室 

出席者：（敬称略・委員は五十音順） 

鈴木（国際医療福祉大ク）、佐々木(道)（電中研）、大野（京都医療科学大）、 

川口（放医研）、木内（JAEA）、佐々木(康)（湘南鎌倉総合病院附臨床研究セ）、 

保田（広島大）、小林、辻（規制庁） 

原安協：杉浦、米原、事務局（野村、迫田、崔、本庄、河本） 

【 資 料 】 

31 ICRP刊行物 2-1   前回議事録 

31 ICRP刊行物 2-2-1① 年間計画案 

31 ICRP刊行物 2-2-1② 現在進行状況 

31 ICRP刊行物 2-2-2 翻訳対象追加選定用書名リスト 

31 ICRP刊行物 2-2-3 追加翻訳適否検討用の原著概要 

  31 ICRP刊行物 2-3-1  訳語検討リスト（130,135,131）と別紙 

31 ICRP刊行物 2-3-2① 訳語検討（130 監修版付属書） 

31 ICRP刊行物 2-3-2② 訳語検討（135 校閲版全文） 

31 ICRP刊行物 2-3-2③ 訳語検討（131 用語抜粋） 

  31 ICRP刊行物 2-4   理解促進活動報告と今後の予定について 

31 ICRP刊行物 2-5  ICRPウェブサイトの最新情報と参考資料 

※以下、資料番号の「31 ICRP刊行物」は略

【 議 事 】 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

１. 翻訳進捗状況報告（資料 2-2-1）

事務局より翻訳進捗状況報告があった。Publ 107の翻訳が予定より早く進んでいるこ

と、Publ 131の最終版に向けた作業中であることの説明があった。 

２. 翻訳対象と翻訳者の追加選定（資料 2-2-2～2-2-3）

事務局より、資料 2-2-2 と 2-2-3、さらに 6 月の予備選定における検討経緯等の説明が

あり、その後、今年度 4本目となる翻訳選定対象と翻訳者について検討が行われた。 

結果と主な議論は、以下のとおり。 

【 選定されたもの 】 
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④ Publ.140 Radiological Protection in Therapy with Radiopharmaceuticals 約 100pp.

○翻訳者候補：織内昇氏（福島県立医大）

○関連の意見：

・予算の観点から、ページ数で 300や 400を超えるものは、選択肢から消える。得票数

から翻訳の必要性が認められておりページ数も妥当ではないか（鈴木委員長）。

・Publ. 140 は前回委員会でも近刊として候補となっていた。前回委員会以降に出版さ

れたものは 140のみである（事務局）。

・個人として放射線内用療法はこの分野の花形になってくると考える。Publ. 140 はこ

の内用療法における防護を扱っており、日本語版があると非常に有難い（大野委員）。

 Publ.124 Protection of the Environment under Different Exposure Situations

○委員校閲担当：木内委員

 Publ 129  Radiological Protection in Cone Beam Computed Tomography (CBCT)

○委員校閲担当：佐々木康人委員

 Publ 107  Nuclear Decay Data for Dosimetric Calculations

○監修担当：遠藤章氏（JAEA）。次の候補として、佐藤達彦氏（JAEA）

３. 翻訳および校閲関連の検討（資料 2-3-1、別紙、2-3-2①～③）

資料 2-3-1、別紙と 2-3-2①～③を用いて訳語の検討を行った。検討結果と主な議論は、

以下のとおり。 

 Publ 130 Occupational Intakes of Radionuclides: Part 1（監修版）

【 訳語全般 】 

・“independent”……「個別の」と訳しているが、日本語から考えると“individual”や

“specific”といった訳語との対応が必要になってくる。文脈の中で訳について検討して

ほしい（保田委員）。 

・“yield”……「収率」で慣れている。「放出率」に変えると違和感がある。最終の承認投

票の際に、コメントにあるとおり「生成量分析でない文脈において」に該当する前後の

文章を含めて、確認してほしい。また、このような訳語変更は、使い分けの基準が共有

しやすいよう用例ごと記録に残す必要がある（鈴木委員長）。 

――“yield”が使用されている具体的な文脈を含めて記録する（事務局）。 

【 解剖学関連の用語 】 

・「繊毛気道」や「前鼻腔」の方が、解剖学的に使われている（鈴木委員長）。 

・“distal trachea” ……distalは「末端」の意味が強い。器官の 1番最後ということであ

る（鈴木委員長）。 

――「遠位気管」という用語がある（佐々木康人委員）。 
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・“magnetpneumography” ……「肺磁図」としている（佐々木康人委員）。 

・“bone volume”……“bone surface, bone volume, and bone marrow”のように、骨の

表面・骨髄と並べて使われている。“bone volume”は骨髄以外の骨本体のことを指して

おり、解剖学的には「海綿骨」のことだろう。「骨体積」は間違いである。「骨そのもの

（海綿骨）」としても良い。臨床の立場からはどの訳語がわかりやすいだろうか（鈴木委

員長）。 

――今の議論に違和感はない。「骨本体（海綿骨）」とした方が良い。“distal trachea”は

「遠位気管」が良いと考える（大野委員）。 

・“bound”……もともと「束縛」としていたものを、監修で「結合」と変えているが、一

部に訳語のばらつきがあるため統一が必要である（鈴木委員長）。 

――全て“bound state”という用語であり、統一した方が良い（佐々木康人委員）。 

――決め事として統一すべきである（佐々木道也副委員長）。 

・“mineral bone”……海綿骨に相当する、堅い部分のことではないか。一般に言う「軟

骨」の反対として「ミネラル」を使っているようだが、さらに用例を見て検討したい

（鈴木委員長）。 

――“mineral bone”が出てくる箇所を確認し、再度確認依頼をする（事務局）。 

用語 130監修時 修正案 結論 

distal trachea 末梢気管 
気管末端ないし 

遠い気管 
遠位気管 

bone volume 骨体積 骨本体 骨本体（海綿骨） 

bound 束縛、結合 結合 

 Publ 135 Diagnostic Reference Levels in Medical Imaging（校閲版）

【 DRLにおける“local”“regional”“national”】 

・“local”は病院内の DRLではないか（佐々木康人委員）。 

――1病院の場合はその病院だけの数値のためそのようには言わない。Publ 135では小

さい地域の中の DRLとしているが、日本では小児病院の集まりで合意した DRLやあ

る医療法人に属する複数病院における DRLなど、様々な背景による「ローカル

DRL」が存在し、その意味で使われすぎている感もあり、わかりにくくなっている。 

  135ではほぼ「地方の」DRLという使われ方である。“regional”は Glossaryの語

彙説明では「いくつかの国の集合体」とある。例えば EUや、医療圏ではアジアでも

ミャンマー、カンボジアやベトナムなどが同じ医療圏となるが、そのような集まりを

指していると考える。国の集合体であるのだが、135では“local”“regional”

“national”として“national”の前に“regional”が来る使い方が多いため、

“regional”に「国の集合体」として付けないとその部分だけを読んだ人が勘違いをし

てしまう（大野委員）。 

――最近読んだ DRL関連の文献で、“local” “national” “regional”の順番で使って
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いる文章があった。著者がどちらを念頭に置いたか判断できない（鈴木委員長）。 

――ICRP事務局の藤田氏に確認してもよい（佐々木康人委員）。 

――大まかには“local”“national”“regional”の順番であると認識している（佐々木道

也副委員長）。 

――Publ 135の中に用語集があり、“regional”は国の集合体と明確に定義しているの

で、繰り返し書かなくてもよいのではないか。（保田委員） 

――用語解説を読まずに本文だけを読む読者もいるかもしれないため、本文中の主な箇

所で訳に１つずつ（国の集合体）としても良いと考える（大野委員）。 

【 日本と海外で異なる資格の訳出 】 

・“radiographer”……もともとは「放射線技師」となっていたが日本国内では「診療放射

線技師」に相当する。“radiographer”と“x-ray technologist”を合わせて「診療放射線

技師」としても内容としては意訳にはならない。“radiographer”はスイッチを押すだけ

の技師のことである。日本と欧米では放射線技師の国家資格に大きく違いがある（大野

委員）。 

――日本の診療放射線技師では「診療」まで含まれてしまう。“radiographer”とは少し

違うのではないか（佐々木康人委員）。 

――“radiographer”は「画像撮影」のみで「診療」は入ってこない。必ずしも日本の

国家資格に合わせる必要はない。訳注を入れて最初に説明を加えても良い（鈴木委員

長）。 

――“radiographer”はポジショニングのみを行う技師のことである（大野委員）。 

――「撮影担当技師」だと分かり易い（佐々木康人委員）。 

――1番最初に訳注で国毎に資格制度が異なる旨を説明してもよい（鈴木委員長）。 

・“Nurse practitioner”……これも日本にない資格だが、「家庭医」のように医師と同じよ

うなことまでできる。国内の「看護師」ではそこまでの権限はない（大野委員）。 

・“qualified medical physicist”……直訳すると「診断専門の医学物理士」となるが、日本

では「治療」の医学物理士はいるが「診断」の医学物理士はいない。役割として診療放

射線技師が担っているため、訳注で対応することを検討したい（大野委員）。 

――日本では診療放射線技師がそれを行うことができると訳注すれば良い。原文は原文

のまま、書いた方が良い。 

――“Radiographers”“x-ray technologists”“Nurse practitioner”については、国内

制度と違う旨、訳注で対応する。委員の方に説明文作成に協力願う（事務局）。 

● 今後の方針

海外と日本の制度上の違い等を含む表現については、訳語ではコンセプトのみを伝

え、訳注を活用して、読者が背景事情を理解できるよう配慮する（鈴木委員長）。

【 その他 】 

・“the cumulative DLP”……「累積 DLP」と訳されていたが、臨床の現場で日常的には
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「積算 DLP」という言い方が多い（大野委員）。 

――「積算 DRL」と一般に使われている用語にした方が良い。“cumulative”を無理に

全て統一することもない（佐々木道也副委員長）。 

・“storage-phosphor techniques (often referred to as ‘computed radiography’)”は 初出

を「CR撮影（輝尽性蛍光体法）」、以後は「CR撮影」とすれば良い（大野委員）。 

・77項は、本文中の URLが変わっているが、新 URLで対応すべきか（大野委員）。

――脚注で対応してはどうか。今後もまた URLが変わると思う。脚注でいつ時点ではこ

の URLと説明すれば良い（保田委員）。 

――変更後の URLを脚注に記載する（事務局）。 

・7章冒頭のまとめ（下から 3番目の●）で、DRLの 50パーセンタイルの説明は、「達成

できていること」ではなく「達成できている」というニュアンスである（鈴木委員長）。

――「達成できる分布を示す」ではどうか（大野委員）。

――これは 2つ文章があり、上の文章は、普通の努力で達成できる分布を示す。下はそ

れぞれの技師の分布がわかるということである。「中央値と分布を示す」とすれば良

い。大野委員に修正案の作成をお願いする（鈴木委員長）。 

・GLOSSARYの“Radiation detriment”は「障害」ではなく「損害」である（佐々木道

也副委員長）。

・GLOSSARYの“Tomosynthesis”で、「用いる」と動詞で終わっている。「方法」や「手

法」で終えるのが良いのではないか（保田委員）。

――そのとおりで、「手法」が良い（大野委員）。

用語 135翻訳時 135委員校閲案 結論 

local DRL 
地方の DRL（ロー

カル DRL）
地方のDRL 地方のDRL 

national 国の DRL 国のDRL 

regional 
地域（国の集合

体）の DRL 

地域（国の集合体）の

DRL 

Radiographers 放射線技師 診療放射線技師 
撮影担当技師 

（訳注で説明追加） 

x-ray

technologists 
X線検査技師 診療放射線技師 

X線検査技師 

（訳注で説明追加） 

Nurse 

practitioner 

ナース・プラクテ

ィショナー

ナース・プラクティショ

ナー

（訳注で説明追加） 

the cumulative 

DLP 
累積 DRL 積算DRL 積算DRL 
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 Publ 131 Stem Cell Biology with Respect to Carcinogenesis Aspects of Radiological

Protection（承認投票版）

・“stemness”は、専門書では「幹細胞能」と「ステムネス」の両方を使っている。最近で

は「ステムネス」としているものが多い（鈴木委員長）。 

・GLOSSARYに説明があるため、脚注は不要と思われる（川口委員）。

４．理解促進活動の実施報告と今後予定（資料 2-4） 

事務局より資料 2-4を用いて理解促進活動報告と今後の予定の説明があった。 

【 終了 】                  ※すでに実施方向済の①、②は省略

③ 第 56回アイソトープ・放射線研究発表会（2019 年 7月 3日～5日）

手 法：フライヤーの設置配布

④ 第 28 回日本心血管インターベンション治療学会学術集会（2019 年 9 月 19 日～21 日） 

手 法：放射線防護講習会講演の中で大野委員が本事業を紹介

⑤ 第 55回日本医学放射線学会秋季臨床大会（2019年 10月 18日～20日）

手 法：特別企画「レジェンドに学ぶ」「ICRPの放射線防護体系変遷」講演の中で紹介

佐々木康人委員が本事業を紹介 

⑥ 第 59回日本核医学会学術総会（2019年 11月 1日～3日）

手 法：合同シンポジウム「LNT仮説と低線量被曝を学び直す」

「国際的な動向」講演の中で紹介佐々木康人委員が本事業を紹介 

【 計画／検討中 】 

⑦ 日本非破壊検査協会 2019年度秋季講演大会（11月 12日～13日）

会場にフライヤーを 150部設置して頂く予定。

⑧ 日本放射線影響学会第 62回大会（11月 14日～16日）

セッション前に鈴木啓司先生にスライドを用いて紹介頂く予定。

⑨ 放射線防護に関する国際動向報告会（12月 24日）。

甲斐先生の講演の中で紹介して頂くよう依頼予定。

⑩ 日本原子力学会 2020年春の大会（2020年 3月 16日～18日）

原子力学会はテクニカルな発表が主体となるため、事業紹介としての参加は厳しいの

ではないか（佐々木道也副委員長）

【 その他 】 

・12月 16日と来年の 1月 21日に放影協の ICRPセミナーや意見交換でフライヤーの設置

などは対応可能である（佐々木康人委員）。

・医療系の学会は、多くが春先に予定されており、現時点で参加を検討しなければならな

い。来年度の予定についてどう考えたらよいか（大野委員ほか）。

・今年度は 125と 132の完成版が公開されたが、完成版の存在や内容について、その刊行
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物に関わる分野の関係者（放射線審議会委員など）との確実な情報共有を図っていただ

きたい（保田委員） 

・今後もフライヤー設置、メーリングリストによる発信等を、理解促進活動として続けて

いきたい。また、委員の先生方に発表をしていただく際に追加してもらう形で事業紹介

を行っていきたい（事務局）。

５．その他（資料 2-5） 

佐々木道也副委員長より資料 2-5 を用いて、ICRP web 情報から ICRU Report 92 と

“Free the Annals”の紹介があった。コメントは以下のとおり。 

・ICRU Reportsについても、テーマによっては ICRP Publicationsと同列に当委員会で

扱う翻訳対象として検討しても良いかもしれない（鈴木委員長）。

――実用量のレポートでは ICRPと ICRUと両名になっていた。もし次年度に向けて翻

訳候補となるものがあれば提案して欲しい（規制庁）。 

＊事務局注 ICRUは設立の経緯から ICRPの兄弟組織であり、単位と測定を扱う活動内容の

ため、特に ICRP第 2専門委員会とのつながりが強い。検討テーマによりジョイントチーム

が組まれ、共著として成果が発表されることもある。 

第 3 回委員会の開催については、2020 年 2 月下旬から 3 月上旬とし日程調整を行うこ

ととした。 

以上  
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進行用

平成 31 年度 第 3 回 ICRP 刊行物翻訳委員会 

議事録

日 時：2020 年 2 月 17 日（月） 13:30～15:30 
場 所：（公財）原子力安全研究協会 新橋パークサイドビル 6 階会議室 

出席者：（敬称略・委員は五十音順）

鈴木（国際医療福祉大学ク）、佐々木（道）（電中研）、大野（京都医療科学

大）、小田（神戸大）、川口（量研機構）、木内（JAEA）、佐々木(康)（湘南鎌

倉総合病院附属臨床研究セ）、保田（広島大）、辻（規制庁）

原安協：米原主任研究員、事務局（野村、迫田、崔、本庄、河本）

【 資 料 】
31 ICRP 刊行物 3-1  前回議事録

31 ICRP 刊行物 3-2 ICRP ウェブサイトの最新情報と別紙 
31 ICRP 刊行物 3-3-1① 年間計画案

31 ICRP 刊行物 3-3-1② 現在進行状況

31 ICRP 刊行物 3-3-2① 訳語検討リスト（138,126） 
31 ICRP 刊行物 3-3-2② 訳語検討（138 監修版一部抜粋） 
31 ICRP 刊行物 3-3-2③ 訳語検討（126 校閲版全文） 
31 ICRP 刊行物 3-4  当事業理解促進活動の実施について

参考資料①  刊行物に関する問合せ対応について（案）

※ 以下、資料番号「31 ICRP 刊行物」は略

【 議 事 】 --------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

１. ICRP の最新情報の紹介（資料 3-2,別紙①～⑥）

佐々木副委員長より、資料 3-2 及び別紙①～⑥を用いて、ICRP ウェブサイトの更新情報

について以下のとおり紹介があった。

・“ICRP Strategic Priorities 2020-2024”の公開 
・ICRP 主催“International Conference on Recovery After Nuclear Accidents”（2020

年福島にて開催）情報

・長崎大学主催の“International Advanced Training Course”について

・新刊（Publ.141 及び 142）リリース情報について

・若手研究者向けの“ICRP Mentorship Program”について

・既刊分（～Publ.137）の完全無償化について
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２. 翻訳進捗状況の報告（資料 3-3-1①②）

事務局より翻訳状況の報告があった。Publ.131 については現在再校刷りの翻訳者確認段

階あること、Publ.107 については、原著者の遠藤章氏（JAEA）に監修依頼するも辞退の意

向を示されており、第 2 候補である現 ICRP 第 2 専門委員会委員の佐藤達彦氏（JAEA）に

依頼する予定である旨説明があった。あわせて、Publ.130 の承認投票開始時期について事

務局より委員に都合を伺い、今年度中の実施が決定した。

３. Publ.138 及び Publ.126 訳語の検討（資料 3-3-2①②③）

資料 3-3-2①～③を用いて、Publ.138 及び Publ.126 の訳語について検討された。Publ.138
については、2019 年 3 月開催の委員会ですでに検討されたが、監修を終え、改めて検討の

必要が生じた旨、事務局より説明があった。検討結果と主な議論は以下のとおり。

 Publ.138 Ethical Foundations of the System of Radiological Protection（監修版）

1)“informed””訳語関連 
“informed”の訳語選択の経緯（事務局により説明） 
翻訳版においては「情報に基づいて」と訳されていたが、2019 年 3 月開催の委員会で

「説明を受けて」と訳す方向で承認された。その後、甲斐氏が監修し、その結果を杉浦氏

が確認した（訳語に関するコメントは以下のとおり）。

・監修者（甲斐氏）：「説明を受けて」は医療現場などに限定されるので「情報に基づいて」

と訳した方がよい。コンテキストによっては「説明を受けて」と訳した方がよい箇所もあ

る。

・翻訳者（杉浦氏）：“informed consent”のような場合は「説明を受けて」として日本語と

しても浸透しているので、内容としても全く問題はないが、場所によって「説明を受けて」

と「情報に基づいて」に訳し分けすることについては良くないと考える。また、「説明を受

けて」という訳を考える上で、受け身でなく『自分で』情報を取りに行く場合が含まれる

のかどうかも考慮のポイントであるが、その点が判断しかねる。

主な議論（「説明を受けて」と「情報に基づいて」）

・伝えるというよりも理解してもらうという意味合いが強いように思うので、「説明を受け

た上での同意」という意味から「説明を受ける」と訳す方が良いと思う（保田委員）。

・医療現場での“informed consent”は情報提供だけではなく、ある程度付加価値を教えた

上で判断させることを意味しているといえる。医療における“informed consent”は意味

が異なることを明記した上で「情報に基づいて」と訳すのが良いように思う（大野委員）。

・日本語で考えると「情報」よりも「説明」の方がさらに付随した情報が入っているように

感じるので、全体を読んで「並べられているだけの情報」と「付加価値の入った情報」の

どちらに該当するかを判断して使い分けるのが良いように思う（川口委員）。

・「説明を受けて」の方が分かりやすいように感じる（小田委員）。
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・“action”や“decision”（資料 3-3-2②, p2, p3）については、「説明」よりも自ら情報を取

りに行く意味が強いと思うので、「情報に基づく」の方が良いのではないかと思う（木内委

員）。

・“informed consent”については、「説明を受けて」という医療におけるスタンダードの訳

が良いと思うが、それ以外で“informed”が使われている場合は、「情報に基づいて」の方

がより一般的な意味になると思う（佐々木道也副委員長）。

・訳し分け自体は悪くはないと思うが、翻訳者と委員会で判断することになるので訳にぶれ

が生じることが懸念される。これを避けるには「説明を受けて（／情報に基づき）」と併記

するような妥協案を用いるのはどうか（鈴木委員長）。

・「説明（情報）に基づき」としてはどうか（佐々木康人委員）。

・“informed”のニュアンスの判断であるが、“informed consent”として使うときには同意

すべき対象が明確に特定されている印象がある。一方、監修の甲斐先生が引いておられる

ような用例では“inform”の内容が限定されずより広範であり、「情報」と訳す方が適切で

あるように思われる（事務局）。

・“informed consent”については、一つの単語扱いで「説明を受けて」と訳を固定し、それ

以外の“informed”については、「説明（情報）に基づき」と訳すことを提案する。例えば

“…making informed and carefully considered…（MAIN POINTS）”において、「十分

説明を受けて」と書くと説明者が存在することが前提となるが、ここでは「自ら情報を集

めて理解して」という意となっている（鈴木委員長）。―― 満場一致で鈴木委員長の提案

が採用

【結論】

 “informed consent” ･････ 説明を受けて

 “informed consent”以外で使用される場合 ･････ 説明（情報）に基づいて

2)“stakeholder”訳語関連 
・“stakeholder”は Publ.111 から「ステークホルダー」と訳語変更がなされている（それ以

前は、「利害関係者」）。Publ.101 や 103 などの既刊からの引用部分については、引用元の

表記に則り、訳語の違いについて訳注で説明すればよい（鈴木委員長）。

【結論】

 既刊引用文に“stakeholder”が含まれている場合には、事務局で訳注対応をする。

3) 図 C.1.の儒教価値体系の和訳について

・「義」と「正義」（「正義」：「義」の英語訳“justice”に対する日本語訳）が同列のように見

えるので、どちらも括弧表記（（justice）、（正義））にしてはどうか（小田委員）。 
・「正義」や「礼儀」（「礼儀」：「禮」の英語訳“courtesy”に対する日本語訳）は訳さずに□

内（放射線防護体系関連語）のみを訳してはどうか。誤解が生じないでよい（木内委員）。
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[原著] [結論] 

・同じ漢字であっても中国と日本では意味するものが異なると思われるので、元の図をその

まま使用し、□内のみを訳せばよい（鈴木委員長）。

【結論】

 □内（放射線防護体系関連語）のみを翻訳し、他は原著の英語をあえて訳さず、そのま

ま使用する。

 Publ.126 Radiological Protection against Radon Exposure（校閲版）

1)“detriment”の訳語 

・「損害」という日本語は一般的には異なる意味を持っているので、「デトリメント」とした

方が良いと思い、校閲コメントを入れた（鈴木委員長）。

―“detriment”を「損害」と訳すことに違和感を持ちながら使用してきたが、“stakeholder”
（「利害関係者」から「ステークホルダー」へ変換）の例と同様に、カタカナで「デトリ

メント」と訳して誤解なく通じるのであれば、カタカナ語を使用してもよいのではない

か。今までできるだけ日本語に訳そうと努力してきたが、社会的にカタカナ語の使用が

増えていることを勘案すると、カタカナ語を使用してもよいと思う（佐々木康人委員）。

―現在、「損害」から「デトリメント」への移行期間であるように思うので、両方記載して

も問題ないと考える（佐々木道也副委員長）。

―両方記載するのであれば、従来使用している「損害」が最初に来るべきであるので「損

害（デトリメント）」という表記となる。しばらくは、「損害（デトリメント）」という訳

を使用してはどうか（鈴木委員長）。

【結論】

 “detriment” ･････ 損害（デトリメント）

用語 Publ.103 の訳 翻訳時 校閲時 結論 

detriment 損害 損害 デトリメント 損害（デトリメント）
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2) “prevailing (circumstances) ”関連

・“prevailing”のような単語は、一つの訳語で統一する必要はなくその都度どのように訳出

するかを考えればよいが、引用されている箇所については原著翻訳時の訳と一致させる必

要があり、Publ.101 原著に合わせることとする（鈴木委員長）。 
・Publ.101 原著と Publ.126 内引用において、１箇所、重要なテクニカルタームに相違があ

る（101 原著：“constraint”、Publ.126 での引用：“dose restriction”）。この違いに関して

は、ICRP での用語選択が関わっている可能性があるため委員会で議論すべきことではな

く、まずは翻訳事務局から ICRP 事務局へ用語相違の背景について確認が必要である（鈴

木委員長）。

【結論】

 Publ.126 内の Publ.101 引用文における単語の相違については、ICRP 事務局に内容確認

を行う。回答によって訳注表記を検討し、その上で引用は Publ.101 の既訳によるが、該

当箇所については Publ.126 での用語と一致させることとする。

3) Publ.126校閲版（資料 3-3-2③）のコメント部分等について

a)“radonprone areas（ラドン高濃度地域）”[p1] 
―実際の環境測定でラドン濃度の高い場所を意味しているのではなく、ある条件下において

建物を建てた場合に高くなる場所を意味しているが、説明は加えないこととする（鈴木委

員長）。

b)“Task group”[p3] 
―現在はカタカナで「タスクグループ」と表記されている（事務局）。

c)“taking the prevailing economic”[m, p14] 
―「広く行き渡った」という意味だと思うが、「支配的な」と訳すと間違って解釈される可能

性がある（米原主任研究員）。

―Publ.101 引用文での訳と合わせて、「広く存在している」という訳とする（鈴木委員長）。 
d)“land planning”[z, p18] 
―「国土計画」ではなく「土地利用計画」が良い（鈴木委員長）。

e)“graded approach”[cc, p19] 
―Publ.132 の翻訳時に「グレード別」に決定したが、あまり訳語が採用されていない印象が

ある（事務局）。

―「段階別」は様々なステップを踏んでいくイメージで、対象者によって異なる（鈴木委員

長）。

―「等級別」が普及しており IAEA 文書などでは採用されているが、以前委員会において「等

級」ではないという意見があり不採用になった（米原主任研究員）。

―しばらく「グレード別」と訳して周りへの浸透を待つのでよいのではないか（鈴木委員長）。 
f)“review”[1 項, p28] 
―新しい知見も増えてきているので、それらを通してもう一度全体的に見ることであり、「見
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直す」では「直す」の意味が強くなってしまう。“Review”の結果は前回と全く同じで、

エビデンスが強くなることもある（鈴木委員長）。

―「論評」はどうか（佐々木康人委員）。

―「評」が入ると“critical review”の意になるのではないか（保田委員）。 
―「再調査」は一度調査があることを意味すると思うが、「調査」なしに“Review”する場

合もある（米原主任研究員）。

―再度、新しいものを含めて古いものから関連文献を見るという意味である（鈴木委員長）。

―IRRS の資料などでは「レビュー」とカタカナ表記にしている（米原主任研究員）。 
―自分が関連する業務では「レビュー」が良く使用される（木内委員）。

―「レビュー」を採用することとする（鈴木委員長）。

g)“boreholes”[26 項, p36] 
―廃棄物関係では、カタカナ語の「ボアホール」が使用されている（米原主任研究員）。

―「試し掘り」を意味していると思われるが、（この分野に精通した委員がいないので）どの

ような訳語にするかは事務局に判断を任せる（鈴木委員長）。

h)“springs”[26 項, p36] 
―「温泉」ではなく「泉」ではないか。「温泉」ならば“hot springs”である（佐々木康人委

員）。

―「泉」に修正する（鈴木委員長）。

i)“The reference level represents, in emergency and existing controllable exposure 
situations,”[70 項, p53] 

―Publ.103 の翻訳の訳文と齟齬がないか事務局で確認はなされているか（鈴木委員長）。 
―今後、確認をする（事務局）。

―「制御可能な緊急時被ばく状況や現存被ばく状況において」ではなく「緊急時被ばく状況

や、現存の制御可能な被ばく状況において」という訳になるのではないか（佐々木道也副

委員長）。

j)“mandatory provisions”[89 項, p61] 
―「強制的規定」と訳されているが、「義務的規定」ではないか（鈴木委員長）。

―選択の余地なしに実行しなければならないという意味である（小田委員）。

―実際には、販売業者が建物を転売する際に、ラドン濃度の測定結果の添付が必要であるこ

とを意味すると思われるので、「強制的」と訳すと意味が非常に強いように思われる。他の

関連文書の訳で使用されている表現を確認する必要がある（鈴木委員長）。

―規制側と業者側で「強制」、「義務」と使われ方が異なるように思う（米原主任研究員）。

k)“radiological protection culture”[132 項, p76] 
―「放射線防護文化」でよいと考える（佐々木康人委員）。

l)“… on application of the optimization principle below a derived reference level…”[142
項, p80] 

―「低いレベルに最適化する」ではなく「低いレベルで最適化する」がよい（保田委員）。

m)“the role of preventive actions”[143 項, p80] 
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―「予防対策の規準」ではなく「予防対策の役割」である（保田委員）。

用語 翻訳時 校閲時 結論 

Task group 課題グループ － タスクグループ

land planning 国土計画 土地利用計画 土地利用計画

graded approach 等級別アプローチ グレード別アプローチ グレード別アプロ

ーチ

review 評価 レビュー,（再調査） レビュー

borehole 鑿井 試削孔 ☆事務局判断

springs 温泉 － 泉

mandatory provision 強制的規定 （義務的？） ☆他の法律関係の

文書から判断

radiological protection 
culture 

放射線防護という

考え方

（“culture”：文化） 放射線防護文化

4) Publ.126訳語表（資料 3-3-2①）

・“primordial”
―「原始的」は違う意味が入ってしまうので、「始原的」で特に違和感はない（鈴木委員長）。

・“breathing rate” 
―医学的には 1 分間の呼吸のことを「呼吸数」と言っている（佐々木康人委員）。 
―原文を読むと“volume”を表しているように思う（小田委員）。内容的には“volume”を

表しているようなので、「呼吸量」とする（鈴木委員長）。

―「換気量」としてはどうか（大野委員）。

―“ventilation rate”の訳として、建物の「換気量」がよく使われているので、「呼吸量」が

よい（鈴木委員長）。

・“permeability” 
―「透気性」ではなく「通気性」ではないか（佐々木康人委員）。

―「気」という漢字を使うのであれば「通気性」だと思うが、「透過性」でよい（鈴木委員長）。

用語 翻訳時／校閲時 結論 

primordial 始原的 始原的

decay 壊変 壊変

breathing rate 呼吸量 呼吸量

permeability 透気性 透過性

４． 当事業理解促進活動の実施について（資料 3-4） 

事務局より、資料 3-4 に基づいて今年度の理解促進活動の実施について報告した。 
主なコメントは以下のとおり。
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・日本非破壊検査協会 2019 年度秋期講演大会の反響について

―事業紹介フライヤー150 部を協会に送付し、多くの方が手に取ったと聞いている（事務局）。 
―何らかの形でレスポンスが分かれば、特に普段関係性の低い分野の方々が相手の場合はフ

ォローアップを考えられる。次年度の予定リストに記載がないが、次年度も開催されるの

であれば、再度フライヤーを出すことを考えてもよいと思う（鈴木委員長）。

―大会での反響については、事務局から大会担当者に確認を入れるのが良いと思う。場合に

よっては紹介した先生を通して（小田委員から）プッシュしてもよい（小田委員）。事務局

から非破壊検査協会に連絡してみる（事務局）。

・日本宇宙航空環境医学会について

―学会の会員でないと事業紹介は難しいようである（保田委員）。

―いつもターゲットにしている人たち以外にも情報を普及させることが重要なので、会員と

知り合い、学会で紹介してもらえるよう説得するのが一番実践的である（鈴木委員長）。

―航空機安全のグループであれば聞いてみることはできる（大野委員）。

５．その他（参考資料①）

事務局より、参考資料①を用いて ICRP ウェブサイトに公開された刊行物翻訳版について

問い合わせがあった際の手順案について説明があった。コメントは以下のとおり。

・基本的には、原著の内容に関しては責任を持たないが、翻訳に関しては責任を持つことに

なる。問い合わせのあった段階で、委員に内容の相談をすることもあると思う（鈴木委員

長）。

以上
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ICRPの日本語版は無料になりました！

Publ.103以降 の ICRP刊行物を調査

（ 2017.04～原子力規制庁が担当）

ICRP web に PDF公開 !

安全規制上重要、緊急性高いものを選択

Publ.131 放射線防護から見た幹細胞
生物学

Publ.121 小児科の放射線診断とIVR

紹介用スライド
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個

人
の

知
る

権
利

に
応

え
る

た
め

の
情

報
提

供
は

，
電

離
放

射
線

を
用

い
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

検
査

の
最

適
化

と
実

施
に

お
け

る
重

要
な

手
段

で
あ

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

，
正

確
で

あ
り

，
有

益
な

情
報

を
提

供
し

，
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

懸
念

に
応

え
る

も
の

で
あ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

委
員

会
は

以
下

の
よ

う
に

勧
告

す
る

。
●

検
査

技
術

の
採

用
の

決
定

が
下

さ
れ

る
前

に
，

検
査

の
正

当
化

を
慎

重
に

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
潜

在
的

な
脅

威
お

よ
び

検
査

の
た

め
に

利
用

可
能

な
技

術
の

急
速

な
進

歩
を

考
慮

し
て

，
検

査
の

正
当

化
を

定
期

的
に

レ
ビ

ュ
ー

す
べ

き
で

あ
る

。
●

電
離

放
射

線
を

用
い

る
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
検

査
は

，
計

画
被

ば
く
状

況
と

み
な

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
目

的
で

検
査

を
受

け
る

個
人

の
被

ば
く
は

，
公

衆
被

ば
く
と

み
な

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
検

査
が

正
当

と
認

め
ら

れ
た

な
ら

ば
，

運
用

中
の

放
射

線
安

全
を

確
実

に
す

る
た

め
に

，
防

護
の

最
適

化
，

認
可

お
よ

び
査

察
に

関
す

る
適

切
な

規
制

上
の

枠
組

み
に

検
査

は
従

う
べ

き
で

あ
る

。
検

査
が

正
当

と
さ

れ
な

い
な

ら
ば

，
そ

れ
は

実
施

さ
れ

る
べ

き
で

は
な

い
。

●
さ

ま
ざ

ま
な

種
類

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
検

査
装

置
に

は
，

国
際

電
気

標
準

会
議

（
IE

C
）
，

国
際

標
準

化
機

構
（
IS

O
）
や

米
国

国
家

標
準

協
会

（
A

N
S
I）

な
ど

の
合

意
さ

れ
た

基
準

に
お

け
る

設
計

仕
様

を
達

成
す

る
シ

ス
テ

ム
が

用
い

ら
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
●

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

交
流

を
促

進
す

る
た

め
に

，
重

要
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
，

質
問

お
よ

び
回

答
を

作
成

し
，

運
用

時
に

容
易

に
利

用
で

き
る

よ
う

に
す

べ
き

で
あ

る
。

●
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
検

査
を

受
け

る
物

品
の

運
搬

に
関

わ
る

運
転

手
な

ど
は

，
極

め
て

異
例

な
状

況
を

除
い

て
，

検
査

時
に

車
両

等
の

輸
送

機
器

内
に

留
ま

る
こ

と
は

許
さ

れ
る

べ
き

で
な

い
。

そ
の

よ
う

な
個

人
の

被
ば

く
を

運
用

上
の

便
宜

の
問

題
と

す
べ

き
で

は
な

い
。

●
貨

物
コ

ン
テ

ナ
に

潜
ん

で
い

る
個

人
の

被
ば

く
の

影
響

の
評

価
に

は
，

公
衆

の
構

成
員

に
対

す
る

線
量

限
度

で
規

定
さ

れ
る

の
と

同
等

の
防

護
が

用
い

ら
れ

る
べ

き
で

あ
る

。

【
本

報
告

書
の

「
要

点
」
】

●
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
目

的
で

個
人

を
検

査
す

る
た

め
の

電
離

放
射

線
の

利
用

は
，

慎
重

な
正

当
化

を
必

要
と

す
る

例
外

的
な

状
況

で
あ

る
。

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

検
査

の
た

め
の

電
離

放
射

線
の

利
用

は
，

一
般

的
に

正
当

化
さ

れ
る

，
ま

た
は

容
認

で
き

る
と

見
な

し
て

は
な

ら
な

い
。

●
電

離
放

射
線

を
用

い
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

検
査

を
正

当
と

す
べ

き
か

否
か

に
関

す
る

決
定

に
お

い
て

は
，

検
査

目
的

（
脅

威
，

脆
弱

性
お

よ
び

影
響

）
の

明
確

化
，

そ
の

技
術

が
検

査
目

的
を

達
成

す
る

程
度

，
検

査
時

の
放

射
線

被
ば

く
，

被
ば

く
を

低
減

す
る

た
め

に
利

用
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

代
替

案
，

一
部

の
個

人
が

年
に

か
な

り
の

回
数

の
検

査
を

受
け

る
可

能
性

な
ど

，
あ

ら
ゆ

る
関

連
の

要
因

を
考

慮
す

べ
き

で
あ

る
。

●
ほ

と
ん

ど
の

場
合

，
特

定
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

検
査

技
術

を
用

い
る

た
め

の
正

当
化

の
決

定
に

は
，

放
射

線
防

護
以

外
の

多
く
の

要
因

が
含

ま
れ

る
こ

と
に

な
ろ

う
。

●
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
目

的
で

検
査

を
受

け
る

こ
と

に
な

る
個

人
の

被
ば

く
は

，
公

衆
被

ば
く
と

み
な

さ
れ

る
。

こ
れ

は
，

個
人

の
選

択
の

結
果

と
し

て
，

あ
る

い
は

職
務

の
結

果
と

し
て

検
査

を
受

け
る

の
か

に
は

か
か

わ
ず

当
て

は
ま

る
。

●
検

査
を

受
け

る
こ

と
に

な
る

個
人

に
対

す
る

防
護

の
最

適
化

で
は

，
検

査
目

的
を

果
た

す
た

め
に

必
要

な
被

ば
く
の

数
，

1
 回

の
被

ば
く
あ

た
り

の
線

量
，

お
よ

び
追

加
（
ま

た
は

反
復

）
被

ば
く
の

回
避

を
考

慮
す

べ
き

で
あ

る
。

さ
ま

ざ
ま

な
「
人

の
意

図
的

な
被

ば
く
」
と

は
医

療
診

断
や

治
療

ま
た

は
研

究
に

関
係

す
る

も
の

で
あ

っ
た

が
、

自
身

の
便

益
以

外
の

目
的

の
た

め
に

意
図

的
に

被
ば

く
す

る
状

況
は

こ
れ

ま
で

に
も

存
在

し
て

い
た

。
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
の

発
展

に
従

い
、

そ
の

よ
う

な
技

術
の

利
用

に
よ

る
被

ば
く
（
空

港
や

国
境

等
で

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
検

査
等

）
が

増
大

す
る

可
能

性
が

高
ま

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
被

ば
く
は

、
こ

れ
ま

で
は

「
医

療
以

外
の

」
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
被

ば
く
と

い
う

範
疇

で
あ

っ
た

も
の

で
あ

る
が

、
9
.1

1
テ

ロ
事

件
の

影
響

も
あ

り
、

個
人

の
直

接
被

ば
く
を

伴
う

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

検
査

シ
ス

テ
ム

が
ま

す
ま

す
焦

点
と

な
っ

て
い

る
。

本
報

告
書

は
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

用
途

に
関

係
す

る
特

定
の

一
連

の
事

例
に

対
す

る
委

員
会

勧
告

の
適

用
に

つ
い

て
、

助
言

を
提

供
す

る
た

め
に

作
成

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。

415



IC
RP

Pu
bl
.1
32

航
空

飛
行

時
の

宇
宙

放
射

線
か

ら
の

防
護

航
空

機
の

黎
明

期
に

宇
宙

放
射

線
の

存
在

を
承

知
し

て
い

た
の

は
一

部
の

科
学

者
だ

け
で

あ
っ

た
が

、
航

空
旅

客
数

が
大

幅
に

増
加

し
た

現
在

で
は

、
航

空
機

乗
務

員
お

よ
び

乗
客

の
宇

宙
放

射
線

に
よ

る
個

人
と

集
団

の
被

ば
く
量

が
顕

著
に

増
え

る
可

能
性

が
大

き
い

。
航

空
飛

行
時

の
宇

宙
放

射
線

被
ば

く
に

対
す

る
放

射
線

防
護

に
関

す
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

作
成

す
る

た
め

に
、

IC
R

P
第

4
専

門
委

員
会

直
属

の
タ

ス
ク

グ
ル

ー
プ

が
設

置
さ

れ
た

。
本

報
告

書
は

、
航

空
飛

行
時

の
被

ば
く
の

管
理

と
関

連
す

る
被

ば
く
状

況
の

タ
イ

プ
、

な
ら

び
に

履
行

さ
れ

る
べ

き
適

切
な

放
射

線
防

護
原

則
に

つ
い

て
論

じ
た

も
の

で
あ

る
。

●
防

護
戦

略
の

現
実

的
な

履
行

に
あ

た
り

，
委

員
会

は
，

個
人

の
飛

行
頻

度
に

基
づ

く
グ

レ
ー

ド
別

ア
プ

ロ
ー

チ
を

勧
告

す
る

。


航
空

機
の

ほ
と

ん
ど

の
乗

客
は

低
頻

度
旅

客
で

あ
り

，
そ

の
宇

宙
放

射
線

被
ば

く
は

放
射

線
被

ば
く
の

総
量

と
の

関
係

で
見

れ
ば

取
る

に
足

ら
な

い
量

と
み

な
さ

れ
る

。
し

か
し

な
が

ら
，

委
員

会
は

，
宇

宙
放

射
線

に
関

す
る

一
般

的
事

項
の

情
報

を
あ

ら
ゆ

る
乗

客
が

入
手

で
き

る
よ

う
に

勧
告

す
る

。


私
的

な
理

由
ま

た
は

職
務

の
た

め
の

高
頻

度
旅

客
の

場
合

，
一

般
的

事
項

の
情

報
を

提
供

す
べ

き
と

い
う

勧
告

に
加

え
て

，
委

員
会

は
，

そ
の

必
要

を
感

じ
た

場
合

に
個

人
が

飛
行

頻
度

の
調

整
を

考
え

る
こ

と
を

可
能

に
す

る
た

め
に

，
線

量
の

自
主

的
評

価
を

奨
励

す
る

。


被
ば

く
が

航
空

機
乗

務
員

に
匹

敵
す

る
，

職
務

に
よ

る
ご

く
一

部
の

高
頻

度
旅

客
の

た
め

に
，

委
員

会
は

，
そ

の
よ

う
な

航
空

機
利

用
客

に
関

す
る

要
件

が
，

支
配

的
な

状
況

に
応

じ
て

，
当

該
個

人
と

そ
の

組
織

の
間

の
対

話
に

よ
っ

て
ケ

ー
ス

バ
イ

ケ
ー

ス
で

決
定

さ
れ

る
よ

う
勧

告
す

る
。


航

空
機

乗
務

員
の

場
合

，
委

員
会

は
，

業
務

管
理

者
が

以
下

の
よ

う
に

す
る

よ
う

勧
告

す
る

。
ⅰ

 教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
じ

て
，

宇
宙

放
射

線
に

つ
い

て
航

空
機

乗
務

員
に

個
人

的
に

知
ら

せ
る

。
ⅱ

 航
空

機
乗

務
員

の
線

量
を

評
価

す
る

。
ⅲ

 航
空

機
乗

務
員

の
年

間
線

量
と

累
積

線
量

を
記

録
す

る
。

こ
れ

ら
の

デ
ー

タ
は

当
該

個
人

が
入

手
で

き
る

よ
う

に
す

る
べ

き
で

あ
り

，
少

な
く
と

も
当

該
個

人
の

平
均

余
命

に
匹

敵
す

る
合

理
的

な
期

間
に

わ
た

っ
て

保
存

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
ⅳ

 し
か

る
べ

き
場

合
に

は
，

選
択

さ
れ

た
線

量
参

考
レ

ベ
ル

を
考

慮
し

，
当

該
航

空
機

乗
務

員
と

の
協

議
を

経
て

，
飛

行
勤

務
表

を
調

整
す

る
。

●
ほ

と
ん

ど
の

目
的

で
は

，
航

空
機

乗
務

員
と

乗
客

に
対

す
る

線
量

の
評

価
に

は
，

適
切

に
検

証
さ

れ
た

計
算

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

1
 つ

を
用

い
れ

ば
十

分
で

あ
る

と
み

な
さ

れ
る

。
●

私
的

な
理

由
ま

た
は

職
務

の
た

め
の

高
頻

度
旅

客
の

う
ち

，
妊

娠
し

て
い

る
乗

客
は

，
被

ば
く
の

自
主

的
評

価
に

基
づ

い
て

，
胚

／
胎

児
の

宇
宙

放
射

線
被

ば
く
を

低
減

す
る

た
め

に
飛

行
頻

度
を

調
整

す
る

こ
と

を
望

む
か

も
し

れ
な

い
。

航
空

会
社

の
管

理
者

は
，

妊
娠

し
た

航
空

機
乗

務
員

の
た

め
に

，
委

員
会

の
勧

告
と

整
合

す
る

よ
う

，
妊

娠
の

届
け

出
後

の
残

り
の

期
間

に
お

け
る

職
務

を
調

整
す

る
た

め
の

対
策

を
用

意
す

べ
き

で
あ

る
。

●
委

員
会

は
ま

た
，

国
の

当
局

ま
た

は
航

空
会

社
が

，
宇

宙
放

射
線

に
対

す
る

意
識

を
高

め
，

関
係

す
る

あ
ら

ゆ
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
よ

る
情

報
に

基
づ

く
決

定
を

支
援

す
る

た
め

に
関

連
情

報
を

広
く
発

信
す

る
と

と
も

に
，

職
業

被
ば

く
を

受
け

る
個

人
の

た
め

の
放

射
線

防
護

文
化

を
育

む
よ

う
勧

告
す

る
。

【
本

報
告

書
の

「
要

点
」
】

●
宇

宙
放

射
線

は
，

宇
宙

と
太

陽
に

由
来

す
る

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

粒
子

か
ら

な
る

。
基

本
的

に
，

高
度

と
緯

度
が

高
い

ほ
ど

線
量

率
は

高
く
な

る
。

線
量

率
の

急
増

は
，

太
陽

フ
レ

ア
と

の
関

連
で

起
こ

り
う

る
。

結
果

と
し

て
，

航
空

機
に

よ
る

飛
行

は
宇

宙
放

射
線

被
ば

く
を

増
大

さ
せ

る
。

●
乗

客
の

数
は

増
加

し
続

け
る

こ
と

，
航

空
機

技
術

は
航

空
機

が
よ

り
長

時
間

よ
り

高
い

高
度

で
飛

行
す

る
の

を
可

能
に

す
る

こ
と

を
考

え
る

と
，

航
空

機
乗

務
員

と
乗

客
の

宇
宙

放
射

線
へ

の
累

積
被

ば
く
は

増
大

す
る

と
思

わ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
，

委
員

会
は

，
防

護
の

戦
略

を
策

定
し

履
行

す
る

の
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

●
委

員
会

は
，

太
陽

フ
レ

ア
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

も
の

を
含

め
て

，
宇

宙
放

射
線

被
ば

く
を

現
存

被
ば

く
状

況
と

み
な

し
て

い
る

。
●

委
員

会
は

引
き

続
き

，
航

空
機

の
あ

ら
ゆ

る
乗

客
，

す
な

わ
ち

，
低

頻
度

旅
客

と
私

的
な

理
由

ま
た

は
職

務
に

因
る

高
頻

度
旅

客
の

い
ず

れ
の

被
ば

く
も

公
衆

被
ば

く
と

み
な

さ
れ

る
べ

き
で

あ
り

，
航

空
機

乗
務

員
の

被
ば

く
は

職
業

被
ば

く
と

し
て

扱
わ

れ
る

べ
き

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

●
委

員
会

は
，

特
定

の
事

情
に

お
い

て
特

別
な

注
意

を
要

す
る

よ
う

な
最

も
高

い
被

ば
く
を

す
る

個
人

の
被

ば
く
レ

ベ
ル

を
考

慮
に

入
れ

て
選

択
さ

れ
た

線
量

参
考

レ
ベ

ル
を

，
典

型
的

に
は

1
年

あ
た

り
5
 ～

1
0
 m

S
vの

範
囲

で
設

け
，

被
ば

く
が

合
理

的
に

達
成

可
能

な
限

り
低

く
保

た
れ

る
よ

う
勧

告
す

る
。
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